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序文

愛媛大学は、本部事務局と法文学部｡教育学部｡工学部｡理学部の４つの学部が所在する城北キャ

ンパスに縄文時代から中世にわたる複合遺跡である文京遺跡、農学部のある樽味キャンパスに弥生

時代から中世の樽味遺跡を抱え、1987年に愛媛大学埋蔵文化財調査委員会のもとに埋蔵文化財調査

室を設置し、埋蔵文化財の保護に努めている。

その中で、城北キャンパスでは、これまで30次にわたる全面調査が実施されている。本書で報告

する文京遺跡18次調査は、1998～1999年に実施した愛媛大学総合情報処理センター（現総合情報

メディアセンター南棟）建物新営工事に伴う発掘調査である。調査地点は城北キャンパス西部の旧

グラウンド北部にあたる。周辺では、1996.1997年に文京遺跡１５．１７次として実施した確認調査に

よって、東西にのびる谷状の窪地と、土層断面観察から窪地には水田が営まれていることが明らか

にされていた。今回の発掘調査では、まさしく古代～中世の水田跡が整然とあらわれ、畠跡と考え

られる梨による耕作痕跡も出土し、文京遺跡が占める扇状地の扇央部における古代～中世の水田開

発の歴史を考える貴重な手がかりとなる。

また、谷状の窪地への落ち際の微高地部分と、建設建物につづく共同溝部分では、弥生時代、古

墳時代、古代の３つの時代の集落跡があらわれた。古代においては、谷状の窪地への落ち際に、高

床建物と考えられる小型の掘立柱建物群が建つ。これまで、文京遺跡では古代の遺物は出土してい

たが、遺構が出土したのは今回の調査がはじめてである。先に述べた水田跡や畠跡とあわせ、文京

遺跡における古代の集落の実像を考えることができる資料である。

加えて、古墳時代の遺構は共同溝部分で数多く出土した。これらは南に隣接する文京遺跡14次調

査地区の古墳時代後期の集落の北東端にあたる。さらに、弥生時代の遣構としては、谷状の窪地へ

の落ち際で、高床倉庫と考えられる小型の掘立柱建物群が出土した。文京遣跡では、これまでの調

査で、弥生時代に西日本屈指の大規模集落が営まれていたことが明らかにされている。今回の調査

地点では、旧グラウンド南半部の竪穴式住居跡が密集し大型掘立柱建物がある集落の中心部とは異

なり、高床倉庫群が建ち並ぶ。弥生時代の大規模集落の構造をより具体的に解明することができる

成果の一つである。

今回の調査では、こうした多くの調査成果をえることができた。しかし、その後も連続して進め

られた校舎建設に対応する発掘調査が優先され、整理作業は寸断され、大きく停滞した。そこで、

施設部と協議して短。中期的な整理計画をつくるとともに、整理体制の強化を図り、報告書刊行の

準備を進めることとした。そうした体制整備によって、今回、ようやく正式調査報告書を刊行する

ことができた。発掘調査から記録。遺物類の整理、そして報告書の刊行にいたるまでには、多くの

方々から協力を得た。それらの方々に深く感謝するとともに、本害が多くの人々に利用。活用され

ることを祈念します。

2007年３月30日

愛媛大学埋蔵文化財調査室

室長下′際信行
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本書は、愛媛大学埋蔵文化財調査室が１９９８（平成１０）～1999（平成11）年度に実施した愛媛県松山市文京町３

番の愛媛大学総合情報処理センター（現総合情報メディアセンター南棟）建物新営工事に伴う文京遺跡18次

調査の正式調査報告書である。

愛媛大学埋蔵文化財調査室では、これまで文京遺跡８．９．１１次調査、同10次、１３次調査、２０．２３次調査の発

掘報告を刊行している。本書が５冊目の報告書となることから『文京遺跡Ｖ』とした。また同時に、愛媛大学

埋蔵文化財調査報告ＸⅥにあたる。

本書で示した方位・標高値は、平面直角座標Ⅳ系にしたがっている。

土色と遺物の色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版標準土色帖』（1976）に準拠したが、本

文中ではマンセル記号は省略した。

本書に使用した遺構図は、田崎博之・三吉秀充・坂元恒太・丸毛のぞみ・武田尊子・田中久美子・田中いづみ

が実測図を作成し、田崎博之・三吉秀充。宮崎直栄が浄写を行った。

遺物図は、田崎・三吉・宮崎・西津昌平・演田美加が実測図を作成し浄写を行った。また、本書の巻末表２の

遺物観察は、各遺物の実測者が共同して作成した。

遺構・遺物写真は、田崎・三吉が撮影した。

本書の執筆は、序説～Ⅳ章は田崎・西淫、Ｖ章は三吉・演田、Ⅵ章は田崎・三吉が共同して執筆した。

本書の編集は、埋蔵文化財調査室長下候信行の指導のもとに、田崎が行った。

本書に報告した文京遺跡18次調査にかかわる記録類・出土遺物は、愛媛大学埋蔵文化財調査室において保管さ

れている。
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序説

序説

１調査にいたる経緯と調査体制

（１）調査にいたる経緯

１９９８（平成１０）年５月、施設部から埋蔵文化財調査

室へ、総合情報処理センター（現総合情報メディア

センター南棟）建物新営工事についての報告があり、

６月25日には総合情報処理センター長から発掘調査の

依頼があった。しかし、建物新営予定地は、前年の

1997（平成９）年７月１日に松山市文化財審議会から

愛媛大学に対して要望された遺跡保存範囲内にあり、

以後、遺跡の保存問題とかかわって、発掘調査に着手

するまで学内外との協議を進めることとなった。保存

問題については、すでに2002年に刊行した「愛媛大学

埋蔵文化財調査室年報-1997.1998年度一』で記して

いるが、今回の調査と深くかかわるので、これにもふ

れながら調査にいたる経緯を報告する。

文京遺跡の保存・保護の要望に対しては、1997年７

月９日に開かれた埋蔵文化財調査委員会で既往の調査

成果を踏まえた埋蔵文化財の分布状況が報告された。

これを受けて、９月10日の全学の将来計画委員会は、

城北団地及び山越団地長期計画検討部会に対して、施

設整備基本計画の見直しの中で埋蔵文化財に対する本

学の方針の検討が諮問された。１１月13日に開かれた検

討部会では、埋蔵文化財調査室長が遺跡の保存理由に

ついて説明し、翌1998年１月７日には埋蔵文化財調査

室長名で遺跡の保存理由、保存の範囲について文書で

回答した。この検討部会の審議結果は、答申として４

月８日の全学の将来計画委員会に報告された。その中

には、遺跡は何らかの形で保存する必要があること、

埋蔵文化財にかかわる事項は、必要な時点で施設整備

委員会及び埋蔵文化財調査委員会などで審議すること

が含まれていた。

一方、５月１３日の全学の施設整備委員会では、１９９６

(平成８）年６月に文部省へ提出した建設計画可能範

囲の中で総合情報処理センターの建設が了承された。

遺跡の保存・保護についての審議が進められている中

での総合情報処理センター建物新営工事の決定であ

り、前述したように、建設予定地は松山市から要望さ

れた遺跡保存範囲内にあり、その後、埋蔵文化財調査

１

室と施設部だけでなく、学長、関係委員会との協議が

進められる。

７月８日には、埋蔵文化財調査委員会が開催され、

遺跡の保存要請と教育研究棟の設置要求との調和を図

りながら、今後の施設整備にあたり、グリーンゾーン

的なものも考慮することが確認された。８月24日、埋

蔵文化財調査室に大学事務局と松山市教育委員会との

協議経緯が報告され、総合情報処理センター建物新営

と遺跡保存範囲の関係を具体的に示してもらいたい旨

の要望があったことが説明された。これを受けて、９

月24日、事務局長を含めて、施設部と埋蔵文化財調査

室で、遺跡保存範囲を明確にすること、工事にあたっ

ての工法の変更などの可能性が協議された。さらに、

９月30日、鮎川学長、事務局長、施設部、埋蔵文化財

調査室で、総合情報処理センター建設について意見が

交換され、①旧グラウンドの工学部校舎と総合情報処

理センターおよび図書館建設予定地の間の範囲を埋蔵

文化財の保存・保護もかねたグリーンゾーンとするこ

とを大学長の責任として決定し、その内容と範囲を学

外へ明言すること、②グリーンゾーンを設けるに伴っ

て、総合情報処理センターの建設予定地を北側に４ｍ

ずらすことの２点に沿った検討を進めることの基本方

針が確認され、文化財保護法の発掘調査の届け出書類

を整え、１０月１日に松山市教育委員会へ提出した。１ｏ

月14日に開かれた全学の施設整備委員会では、委員長

である鮎川学長から、城北団地全体のキャンパス構成

上からグリーンゾーンとすることが望ましい旨提案さ

れ、その範囲が検討され了承された（図１)。その際、

グリーンゾーンの将来像について委員から質問があ

り、委員長からは学生の憩いの場などとして予算の範

囲内で整備したいとの発言があった。

以上の文京遺跡の保存・保護についての対応が具体

的に決定されたことを踏まえて、埋蔵文化財調査室と

施設部は、１０月１５日と10月20日に協議を行い、総合情

報処理センター建設に伴う発掘調査について、①発掘

調査の届け出の再確認の必要があること、②建設予定

地がグリーンゾーンとして保存される範囲に接するた

め建設工法を変更すること、③工法変更に伴って調査



０ ２００ｍ

図１文京遣跡１８次調査地点とグリーンゾーン（遺跡保存地区）配置図（縮尺１/3,500）

２



面積が狭くなることを確認した。１０月20日には、埋蔵

文化財調査委員会の持ち回り審議で、グリーンゾーン

の範囲、文京遺跡の保存要望書への回答、総合情報処

理センター建設に伴う発掘調査の着手が了承された。

その後、具体的な発掘計画について協議を進め、１１月

６日に施設部に発掘調査計画書を提出し、１１月25日の

協議では､①12月11日から発掘調査に着手することと、

②調査日程については２月の時点で再協議すること、

③今次調査を文京遺跡18次調査とすること、④調査区

は総合情報処理センターの建物本体部分と共同溝部分

であること、⑤発掘調査は建設を急ぐ建物本体部分か

ら着手することとなった。

（２）発掘調査体制

文京遺跡１８次調査の発掘調査にかかわる１９９８（平成

10）年度と1999（平成１１）年度の埋蔵文化財調査委員

会と埋蔵文化財調査室、施設部を含めた調査体制は、

以下の通りである。

<埋蔵文化財調査委員会〉

（委員長）

学長鮎川恭三（1998年度）

副学長渡部晴行（1999年度）

（委員）

法文学部長小松光三（1998年度）

藤川研策（1999年度）

法文学部教授下僚信行

松原弘宣

教育学部長向井康雄

教育学部助教授川岡勉（1999年度教授）

理学部長小松正幸

医学部長植田規史（1998年度）

前田信治（1999年度）

工学部長有井清益

農学部長西頭徳三（1998年度）

白石雅也（1999年度）

事務局長田中勇（1998年度）

久保庭伊佐男（1999年度）

庶務部長久保芳匿

経理部長深谷英夫（1998年度）

野添文男（1999年度）

施設部長鋳物良雄

く埋蔵文化財調査室〉

３
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（室長）下候信行（法文学部。教授)、調査の総括

（調査員）田崎博之（法文学部・助教授）

吉田広（法文学部講師）

三吉秀充（法文学部・助手）

（調査補助）宮崎直栄（施設部事務補佐員）

（庶務担当）鈴木優子（施設部事務補佐員）

（調査補助員）

坂元恒太（愛媛大学法文学部考古学専攻生学部

３年生、現ミユージアム知覧）

丸毛のぞみ（同３年生、現今治市教育委員会）

武田尊子（同３年生、現松山市教育委員会）

田中久美子（同３年生）

田中いづみ（同２年生、現西条市教育委員会）

<施設部〉

（部長）鋳物良雄

（総務係長）赤坂宏光

（企画課長）大谷治

（企画係長)氏原修

（施設課長）細谷聖

（第一工営係長）篠崎正敏

（第一工営係主任）城戸芳夫

（３）発掘調査の経過

今次調査の調査区は総合情報処理センターの建物本

体部分と共同溝部分に分かれている（図１)。建物本

体部分をＡ区、共同溝部分をＢ区とし、Ａ区から発掘

調査に着手することとした。当初、１９９８（平成１０）年

１２月１１日から開始する予定であったが、調査計画書の

提出など、調査に関わる書類の不備が明らかとなり、

実際に調査を開始したのは12月15日であった。その間

は、雨水の流入を防ぐため調査区周辺で土雲積みなど

を行い、環境整備に努めた（図版ｌ‐１)。

発掘調査は、まず重機で表土の真砂土層を除去した

後、Ａ区南東隅で基本層序のⅡ層を掘り下げ、地表下

135cmで、後述する15次調査７トレンチのⅡ層を上下

に分ける砂牒層に対応する堆積土層を確認した。この

砂牒層の上面からは土師器の小片が出土した｡そこで、

砂喋層より上位のⅡ層をⅡ‐１層、砂喋層以下をⅡ‐

２層とし、Ⅱ‐１層の最下面まで重機で掘り下げた。

１２月18日には、Ⅱ‐１層最下面までの重機による除

去が終わったＡ区東半部から、Ⅱ‐２層最上部の砂喋

層上面まで人力で掘り下げを始める。１２月24日には、
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構内に設置された基準点から国土座標系を移動し、５

ｍ方眼に測量用の杭を打ち始める。年末年始の休業を

終わり、１月５日から調査を再開。Ａ区西半部で15次

調査８トレンチの位置を確認した。また、聖壕が縦横

に掘り込まれており、これらを人力で掘り下げ始める。

１月６日には測量用の杭を打ち終わり、以後、文京遺

跡全域で設定した調査区割りで遺構の位置確認と遺物

の取り上げを始める。また、Ａ区東壁沿いに先行トレ

ンチを設定して、Ⅱ‐２層以下の土居の堆積状況を観

察した。その結果、調査区南半部で基本層序のⅣ層が

落ち込み、北半部に谷状の窪地が形成されていること

を確認できた。その谷状の窪地の上部に堆積している

のがⅡ‐２層である。Ⅱ‐２層は、６層の砂喋層と水

田層と考えられる土層から構成されており、最上部の

砂喋層をⅡ‐２－①層とし、以下Ⅱ‐２－⑥層まで分層

した。Ⅱ‐２－①．③．⑤層は砂喋層、Ⅱ‐２－②．④．

⑥層は水田層である。なお、調査時には、Ⅱ‐２－②

層を上層水田、Ⅱ‐２－④層を中層水田、Ⅱ‐２－⑥層

を下層水田と呼称した。

Ⅱ‐２層の下層には、上部から砂喋混じりの灰茶色

土層、灰白細砂・粗砂層、基底面の拳～人頭大の円喋

を主体とする喋層が堆積している。谷状の窪地を流れ

る自然流路が埋積する過程で堆積した土層である。こ

の自然流路をSR-400とした。

その後、Ａ区東半部からⅡ‐２－①層の砂喋層を掘

り下げ、Ⅱ‐２－②（上層水田）層の畦畔部の上面を

検出する。１月22日までに、Ⅱ‐２－②（上層水田）

層上面で水田区画と溝を検出し終え、１から連番の遺

構番号を与えて、遺構ごとの精査を始める（図２)。

Ａ区南半部では、Ⅱ‐２－②（上層水田）層の上半は

Ⅱ‐１層の耕作で削平され、床土にあたる下半部しか

残存していない。Ⅱ‐２－①層の除去が終わったＡ区

東半部から実測作業を開始。２月４．５日で全体写真

を撮影した。２月８日からはⅡ‐２－②（上層水田）

層の掘り下げと精査に着手した。

２月16日、Ａ区南半部の微高地部分では、基本層序

のⅣ層があらわれている。このⅣ層上面では、華跡と

考えられる幅が狭い溝群が東西にいく列ものびる。ま

た、弥生時代～古墳時代と考えられる遺構を検出でき

た｡これらの弥生時代～古墳時代と考えられる遺構は、

Ａ区北半部にひろがるⅡ‐２－③層以下の調査を終了

後に進めることとした。

２月１２日、施設部に調査の進捗状況を報告するとと

郡こ､調査期間を含めて発掘調査計画の見直しを行う。

協議の結果､３月下旬までＡ区のⅡ‐２－④(中層水田）

層に伴う水田･水路の調査、４～５月にⅡ‐２－⑥（下

層水田）層および微高地上の弥生時代～古墳時代の遺

構の調査、６～７月に共同溝部分のＢ区の調査を行う

ことし、発掘調査期間の変更を施設部に依頼した。ま

た、２月24日には３月以降の調査補助員・作業員の動

員計画を協議。２月26日には施設部へ発掘調査計画書

を再提出した。

３月１日、作業員を２グループに分けて、Ａ区西半

部ではⅡ‐２－②（上層水田）層の下半部（床土層）

の精査を進める。東半部ではⅡ‐２－③層の砂牒層を

掘り下げている。下層のⅡ‐２－④（中層水田）層の

上面で、水田区画や溝の大略が検出されつつある。測

量杭の打ち直しを行い、下層のⅡ‐２－④（中層水田）

層上面で検出した遺構配置図を作成し、１０１からの連

番の遺構番号を付していく。３月１７日、Ⅱ‐２－④（中

層水田）上面で出土した水田跡・溝の精査と、Ａ区東

半部の遺構実測作業を終わり、３月18日には全景写真

を撮影した。３月23日、Ａ区西半部の遺構実測作業を

再開するとともに、Ⅱ‐２－④（中層水田）層の掘り

下げ精査を東半部から開始する。３月29日、Ａ区西壁

に積み上げていた土嚢が倒壊した。終日かけて土嚢を

積み直す。

４月に入り、Ⅱ‐２－④（中層水田）層下に堆積し

た砂牒層であるⅡ‐２－⑤層を掘り下げ始める。４月

７日にはⅡ‐２－⑥（下層水田）層上面での遺構検出

作業を開始。４月８日には愛媛大学歴史学研究会、

14.21.26日には法文学部学生の遺跡見学がつづく（図

３)。４月15日、Ａ区東壁が部分的に倒壊したため、

壁の削り直しを行うなど安全確保に努める。

４月20日にはＡ区全域でのⅡ‐２－⑥（下層水田）

鐙

図２Ａ区Ⅱ-2-②（上層水田）層卜而の調査

４



図３法文学部考古学概論講義の遺跡見学

層上面の水田や溝の検出作業を終え、各水田面を覆う

砂牒層であるⅡ‐２－⑤層を掘り下げていった。その

過程で、部分的に周辺よりも篠が多く混じる帯状の掘

り込みがあることに気がついた。再度、遺構検出面を

確認したところ、Ⅱ‐２－⑥（下層水田）層の水田区

画や溝を切る遺構を検出できた。溝・土壌・小穴があ

り、Ⅱ‐２－⑥（下層水田）層を覆う砂篠層であるⅡ‐

２－⑤層を切り込んでいることを確認できた。つまり、

Ⅱ‐２－⑥（下層水田）層の上面で、新旧２時期の遺

構を同時に検出したことになる。そこで､Ⅱ‐２－⑥(下

層水田）層の水田区画や溝に301から、これらを切り

込む遺構には201からの連番の遺構番号を付して区分

することとした。遺構の精査と実測作業を進め、５月

１１日、Ⅱ‐２－⑥（下層水田）層上面の水田や溝の全

景写真を撮影した。その後、Ⅱ‐２－⑥（下層水田）

層の掘り下げを進める。５月15日、現地説明会を開催

し、150名の参加者があった。その後、Ⅱ‐２層下層

のSR-400を埋積する土層を掘り下げ始める。同時に、

Ａ区南半部の微高地上に営まれた掘立柱建物、土壌、
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小穴の調査を開始する。これらの遺構については、

401からの連番の遺構番号を付した。

このSR-400の河道上面まで調査した時点で、表土

層から2.8ｍほどの深さとなっている。これ以上掘り

下げを進めると調査壁が倒壊すると判断した｡そこで、

Ａ区壁際に沿って河道内の砂篠堆（中州）に1.5,幅

の深掘りトレンチを設定して掘り下げることとし、下

層の調査は断念せざるをえなかった。６月５日、

SR-400と微高地上の遺構の実測を終了し、Ａ区北壁の

土層断面を作成し、これをもってＡ区の調査を終了し

た。

６月１０日、Ｂ区の発掘調査に着手する。５月に先行

してＢ区の表土にあたるＩ層を掘り下げていたので、

Ⅱ層と撹乱部分を重機で除去する。６月12日、測量用

の杭打ち｡Ｂ区の南半部で東西にのびる溝が２条出土、

北端部ではＡ区で出土したSR-400への落ち込みを確

認した。また、Ｂ区南半部では、基本層序のⅢ層上面

で遺物が点々と出土し始め、これ自体が遺構埋土であ

ることが考えられた。そこで、Ⅲ層を薄く掘り下げな

がら、その都度遺構の検出作業を繰り返した。その結

果、何重にも重複する遺構を検出することができた。

これらのＢ区の遺構には、601からの連番の遺構番号

を付している。

こうしたＢ区での遺構検出の困難さと、遺構の重複

が激しいことから、その精査にはかなりの時間をかけ

ることとなった。そのため、施設部と協議を行い、再

度調査期間を変更せざるをえなかった。そのため、Ｂ

区の調査を終えることができたのは７月30日であっ

た。８月２日、発掘器材の撤収を行い、１８次調査を完

全に終了した。

２整理作業と報告書刊行の体制と経過

発掘調査の終了後、２０００（平成12）年度に出土遺物

の洗浄・注記作業、遺物の分類・復元作業、２００１（平

成１３）年度には遺構実測図および写真の整理、一部の

遺構実測図の浄書を行った。しかし、1999年度以降も

大面積の全面調査が引き続き実施されたため、整理作

業を中断せざるをえず、出土遺物の実測作業に入った

のは2004（平成16）～2005（平成１７）年度となった。

また、報告書の刊行は当初、２００５（平成１７）年度を計

画していたが、年度末まで実測作業が終わらず、やむ

５

をえず刊行を2006(平成１８)年度に繰り越すこととなっ

た。

この間の埋蔵文化財調査委員会、埋蔵文化財調査室

の体制は、以下の通りである。

<埋蔵文化財調査委員会〉

（委員長）

副学長小松正幸（2000～2001年度）

理事小林展章（2004年度）

理事柳津康信（2005年度）



副学長林和男（2006年度）

(委員）

副学長（総務・施設担当）亀井崇（2006年度）

法文学部長藤川研策（2000～2001年度）

今泉元司（2004年度）

湯浅良雄（2005年度）

森孝明（2006年度）

法文学部教授下僚信行

松原弘宣

教育学部長金藤泰伸（2000～2001年度）

渡遥弘純（2004～2005年度）

曲田清維（2006年度）

教育学部教 授 川 岡 勉

理学部長真鍋敬（2000～2001年度）

柳津康信（2004年度）

野倉嗣紀（2005～2006年度）

医学部長前田信治（2000年度）

小西正光（2001.2004年度）

橋本公二（2005～2006年度）

工学部長清水顕（2000～2001年度）

鈴木幸一（2004～2005年度）

高松雄三（2006年度）

農学部長白石雅也（2000～2001.2004年度）

泉英二（2005～2006年度）

事務局長久保庭伊佐男（2000年度）

塩谷幾雄（2001年度）

田村幸男（2004年度）

門山勇（2005年度）

庶務部長久保芳匿（2000年度）

総務部長大和田和平（2001年度）

経営企画部長山田勝治（2004～2005年度）

山之内恵一（2006年度）

経理部長野添文男（2000年度）

高橋伸一（2001年度）

白石薫二（2004年度）

財務部長八木修一（2005～2006年度）

施設部長土居昌弘（2000～2001年度）

山地久司（2004年度）

施設基盤部長山地久司（2005～2006年度）

<埋蔵文化財調査室〉

（室長）下僚信行（法文学部・教授）

（調査員）田崎博之（法文学部・教授）

吉田広（法文学部・講師、2002年より

助教授）

三吉秀充（法文学部・助手）

（調査補助）宮崎直栄（施設部事務補佐員、2002年

より教務補佐員）

（庶務担当）鈴木優子(施設部事務補佐員2000年度）

横本順子(施設部事務補佐員､2001年度）

渡逼かおる（施設部事務補佐員、２００４

～2006年度）

（整理作業担当）丸岡美智子（施設部技能補佐員）

井手野文江（施設部技能補佐員）

門田都（施設部技能補佐員）

松本美和子（施設部技能補佐員）

（遺物実測担当）西津昌平（施設部技術補佐員、

2005年度）

演田美加（施設部技術補佐員、

2004～2006年度）

３調査・整理の方法と遺物。記録類の保管

（１）調査区割りの設定と呼称

１８次調査で発掘調査の対象となったのは、総合情

報処理センター（現総合情報メディアセンター南棟）

建物本体部分と、これに接続する共同溝部分である。

距離的にも離れており､文京遺跡の遺構分布も考慮し、

建物本体部分をＡ区、共同溝部分をＢ区として調査を

進めた（図４)。

Ａ区は、城北団地西部の旧グラウンド北部に位置す

６

る南北23ｍ、東西38.5ｍの調査区である。現在の総合

情報メディアセンター建物の南棟部分にあたる。文京

遺跡15次調査８トレンチはＡ区の南西部に含まれ、旧

グラウンドに設けられた文京遺跡の保存地区（グリー

ンゾーン）の北側に接している。

Ｂ区は、城北団地のほぼ中央部、Ａ区の南東側に位

置し、旧グラウンド東側に沿った南北約40ｍ，東西幅

約６ｍの細長い調査区である。調査区の南端は文京遺

跡１４次調査区に接し、保存地区（グリーンゾーン）の
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東側に隣接する。

以上のＡ・Ｂ区の調査区名に加えて、城北団地内に

設置されている平面直角座標Ⅳ系基準点から、座標点

を移動して、５ｍ方眼の調査区割を設定した。この調

査区割は、１９９８（平成10）年にＸ=93900,Ｙ=-66800

を基点として設定した城北団地全域をカバーする調

査区割である。Ａ区はＤＲ～DS41～45区にあたる。

Ｂ区はＤＧ～DI-31～40区にあたる（図４)。さらに、

必要に応じて、５ｍ方眼を、南東隅から西にｌ～５、

その北側列を６～１０と、北西隅の25にいたる１ｍ方

眼区画に細分している。この１ｍ方眼を示す場合は、

｢DR-15-14区」などと呼称することとした。

（２）遣構。遺物の登録番号と種別の表示

調査は、まず建物部分であるＡ区に着手し、次いで

Ｂ区の調査を行った。出土した遺構は、以下の連番の

遺構番号を付している。

Ａ区Ⅱ‐２－②（上層水田）層の遺構：１～４２

Ａ区Ⅱ‐２－④（中層水田）層の遺構：１０１～１２３

Ａ区Ⅱ‐２－④層とⅡ‐２－⑥層間の遺構：201～214

Ａ区Ⅱ‐２－⑥（下層水田）層の遺構：301～317

Ａ区Ⅱ‐２層下層出土の自然流路：４００

Ａ区南半部の微高地上の遺構：401～600

Ｂ区の遺構：601～741

以上の遺構番号に加えて、

ＳＢ：掘立柱建物

ＳＣ：竪穴式住居跡

ＳＤ：溝

ＳＫ：土壌

ＳＰ：柱穴・杭穴・小穴

ＳＲ：自然流路（旧河道）

ＳＸ：その他の遺構

の遺構の種別を示す略号を遺構番号に冠している。

出土した遺物には、以下のように、各層準ごとに遺

物番号を付した。

Ａ区Ⅱ‐２－①．②層出土遺物：Ｒ‐１～422

８

Ａ区Ⅱ‐２－③。④層出土遺物：Ｒ-501～985

Ａ区Ⅱ‐２－⑤．⑥層出土遺物：Ｒ-1001～1263

Ａ区SR400出土遺物：Ｒ-1301～1437

Ａ区微高地上の遺構群出土遺物：Ｒ-1501～2517

Ｂ区出土遺物：Ｒ-2551～2653

さらに、同じ登録番号をもつ複数の遺物で実測および

写真撮影した遺物には、Ｒ-3001～4582の遺物登録番

号を付与した。遺物には、遺構、出土区・層位と遺物

登録番号を注記し、遺物台帳を作成した。本書に掲載

した遺物は、巻末の遺物観察表に遺物登録番号・コン

テナ番号の項を設けて表記し、報告書から遺物の検索

ができるようにしている。

（３）調査記録類。出土遺物の保管

発掘調査時の記録類には、遺構・土層の観察所見記

録・実測図・写真がある。遺構の観察所見記録は、埋

土の土質・色調やメモ類で、遺構台帳を作成し、個々

の観察記録とした。調査区内のすべての遺構の全体図

と､調査区壁の土層断面図を20分の１の縮尺で作成し、

主要な遺構については20分の１，または10分の１の縮

尺で個別図を作成した。これらの実測図には、0001か

らの４桁の連番の登録番号を付し、遺構実測図台帳に

順次登録して整理・保管している。

遺物実測図には、001～３桁の連番の登録番号を与

えて、順次、遺物台I脹に記録した。また、遺物を収納

したコンテナ箱には、001～の３桁の登録番号を付し

て、遺物台帳に記入している。

調査および整理の際には、３５ｍモノクロ・カラース

ライド、６×７モノクロ・カラースライドによる写真

を撮影した。写真類は、カットごとに検索用のカード

を作成し、写真登録番号を付して、台帳に記録してい

る。各フイルムは､35mmモノクロに３桁十２桁(001-01

～)、３５ｍカラースライドには３桁（001～)、６×７

モノクロ・カラースライドには４桁（0001～）の通し

の登録番号を付し、検索用カードと写真台帳に併記し

ている。
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l文京遺跡の位置と環境

文京遺跡が所在する道後平野（松山平野）は、四国

西南部に位置し､重信川や石手川などが造る東西20km、

南北17kmの複合扇状地性平野である（図５)。平野の

中で弥生時代の遺跡は、丘陵裾の段丘縁辺や扇状地上

の微高地ごと、あるいは狭い谷を挟んだ丘陵上に、１０

グループほどの遺跡群を形成している。中でも、平野

北部の石手川が造る標高20～50ｍの扇状地の北半部に

展開しているのが道後城北遺跡群である。現在の道後

温泉周辺から松山城のある勝山と御幸寺山に挟まれ、

北側の祝谷を含め、東西２km、南北１～２kmほどの広

がりをもつ。道後平野の他の遺跡群と比べて、弥生時

代前期～終末期の遺跡が数多く確認され、遺跡密度も

高く、道後今市遺跡･道後樋又遺跡･祝谷六丁場遺跡・

道後公園山麓遺跡では平形銅剣が出土するなど、道後

平野の中でも青銅器が集中する中心的な遺跡群であ

こうした道後城北遺跡群が展開する石手川扇状地の

北半部は、これまでの発掘調査によって、旧流路であ

る谷状の窪地が網目状に発達すること、窪地間の微高

地は窪地からの比高差が２～３ｍと1.5ｍ前後の２つ

の地形面から構成されていること、集落遺跡は微高地

でもより高い地形面を中心として営まれていることが

明らかにされてきた（図６)。

この道後城北遺跡群のほぼ中央には、南北200ｍ、

東西700ｍの微高地が広がる。遺跡群の中でもっとも

広い微高地である。西半部に松山大学構内遺跡や松山

北高等学校構内遺跡、東半部に愛媛大学城北キャンパ

スの文京遺跡や日本赤十字病院遺跡が営まれている。

現在、これらの遺跡を総称して「文京遺跡」と呼んで

いる。

その文京遺跡でも東半部にあたる愛媛大学城北キャ

ンパスでは、1947年の校舎建設中に弥生土器や石庖丁るｃ

図５道後平野の地形概要と道後城北遺跡群｡文京遺跡の位置(平井1989より作成）
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日

～後期の河川跡や野外炉、晩期終末の土器溜まり、弥

生時代の竪穴式住居・掘立柱建物・貯蔵穴・土壌・方

形や円形の周溝遺構・溝、古墳前期後半期の竪穴式住

居。土壌、古墳後期の竪穴式住居・掘立柱建物・土擬・

溝・鍛冶遺構、中世の掘立柱建物・溝などが出土し、

さらに今回の調査では、古代後半期の水田跡・溝・貯

水遺構・掘立柱建物が発見され、縄文時代から中世に

わたって継続して営まれた複合遺跡としての性格が明

らかになってきた。

図６道後城北遺跡群における地形と発掘調査地点

１：松山城跡（旧国立病院四国がんセンター)、２：堀之内遺跡、３：カキツバタ遺跡、４：若草町遺跡2次、５：若草町遺跡３次、６：

府中町遺跡、７：若草町遺跡１次、８：勝山中学遺跡、９：松山大学構内遺跡、１０:松山大学構内遺跡３次、１１：松山大学構内遺跡２次、

１２：松山大学構内遺跡１次、１３：道後城北ＲＮＢ遺跡、１４：松山北高遺跡４次、１５：松山北高遺跡１次、１６：松山北高遺跡２．３次、

１７：文京遺跡９次、１８：文京遺跡１～３．５．７．１０．１２．１４～１７次、１９：文京遺跡１１次、２０：通町遺跡、２１：水口遺跡、２２：

平和通り遺跡、２３：道後樋又遺跡２次、２４：文京遺跡８次、２５：文京遺跡２１．２４次、２６：文京遺跡４次、２７：日本赤十字病院遺跡、

２８：城ノ内古墳、２９：城山遺跡、３０：東雲神社遺跡、３１：士器掘遺跡、３２：今市遺跡、３３：道後今市遺跡９次、３４：道後北代遺跡、

３５：（伝）樋又銅剣出±推定地、３６：道後今市遺跡１０次、３７：道後今市遺跡８次、３８：道後今市遺跡・道後今市遺跡６次、３９：道

後一万遺跡、４０：道後今市遺跡２．１１次、４１：道後今市遺跡１次、４２：道後今市遺跡５次、４３：道後今市遺跡３次、４４：道後今市

遺跡4次、４５：緑台遺跡、４６：山崎遺跡、４７：緑台遺跡、４８：±居窪遺跡、４９：緑台遺跡、５０：土居窪遺跡１次、５１：土居窪遺跡

２次１．２区、５２：士居窪遺跡２次３区、５３：祝谷畑中遺跡、５４：士居の段遺跡、５５：田高遺跡、５６：道後鴬谷遺跡、５７：道後鴬

谷遺跡、５８：冠山遺跡、５９：伊佐雨波神社裏古墳、６０：道後姫塚遺跡、６１：義安寺遺跡、６２：道後公園山麓遺跡、６３：道後湯築城跡、

６４：持田遺跡、６５：持田町３丁目遺跡６６：持田遺跡、６７：道後南町２丁目遺跡、６８：岩崎遺跡５．６区、６９：岩崎遺跡３．４区

５００ｍ

1０

Ｌ３ｉｄｉｉ弥生中期後葉~後期初頭の週栂退物が出土した調査区

ロ弥生中期後葉~後期初頭の迎桐･遮物が出±ていない調壷区

[．扇状地面上の微高地函中近世城郭の堀

露房総面上の谷状蕊篇爆川の中盤以蔭

軍
睡

〕
［

が採集され、1962年にも弥生時代の大量の遺物が出土

したことが西田栄(1967)や名本二六雄(1967）によっ

て報告されている。1975年の１次調査では、竪穴式住

居が出土したことで弥生時代の集落遺跡であることが

明らかにされ、その後は松山市教育委員会、愛媛大学

法文学部考古学研究室や埋蔵文化財調査室によって２８

次の大規模調査が行われてきた。試掘・立会・確認調

査の80ヶ所ほどの小規模調査を含めると、現在、約

17.800㎡が調査されている。その結果、縄文時代前期
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図７１９７４（昭和49）年頃の愛媛大学城北キャンパス周辺

２周辺の既往調査

愛媛大学城北キャンパス南西部は、もともとグラウ

ンドであったが（図７)、1980年以降、南側から旧グ

ラウンドを縮小しながら、工学部３号館（1980年度、

２次調査)、４号館（1988年度､１０次調査)､本館（１９９４

年度、’２次調査)、１号館（1996年度、１４次調査)、５

号館（1997年度､16次調査）が建設されてきた（図４、

表１)。これらの地点では、弥生時代中期後葉～後期

の竪穴式住居・掘立柱建物・貯蔵穴・土壌・円形周溝

遺構・溝、古墳時代後期の竪穴式住居・掘立柱建物・

土壌・溝が、密集した状態で出土している。また、西

側の法文学部本館（３．７次調査）周辺では、弥生時

代中期後葉～後期前葉の竪穴式住居。掘立柱建物・土

壌・方形周溝遺構に加えて、大型掘立柱建物が発見さ

1１

れている。さらに、南西側の無細胞生命科学研究セン

ター（13次調査）やサテライト・ベンチャー。ビジネ

スラボラトリー（20次調査）では、弥生時代中期後葉

～後期前葉の竪穴式住居跡に加えて、古墳時代後期の

竪穴式住居。掘立柱建物・溝・鍛冶遺構などが出土し

ている。

こうした城北キャンパス南西部は、前述した文京遺

跡が営まれる微高地のほぼ中央部にあたり、弥生時代

中期後葉～後期前葉の大規模集落が展開し、古墳時代

後期には工学部１号館（1996年度、１４次調査）や５号

館（1997年度、１６次調査）周辺と、無細胞生命科学研

究センター（13次調査）やサテライト・ベンチャー・

ビジネスラボラトリー（20次調査）の２ケ所に分かれ



Ⅱ

地表下115cmでⅢ層卜両を確認。Ⅲ層上面から弥生土器片が出土。

本格 750｜弥生中期後葉～後期初頭の竪穴式住居跡４，土壌などが出土。

ﾄﾚﾝﾁ北半部では、地表下20cmで、Ⅳ層卜両があらわれ、中世～近世の溝１，土蛎２が出土。南半部では、地

１トレンチ表下25～30cmで、Ⅲ層があらわれた。Ⅲ層は南に向かって次第に厚くなり南端で60cmを越える。弥生中期後

葉の高坪や脚台付き鉢が出土。

２トレンチ地表下63cmで自然流路堆積物である灰色砂喋層があらわれる。

３トレンチ地表下60cmで、厚さ２３cmのⅢ層を確認。

３トレンチ：地表下100cmでⅢ層を確認。層厚６cm・下層のⅣ層への変化は漸移的。

副gm5101g

１トレンチミ地表下100cmで自然流路堆積物があらわれる。層厚50cm。その直下はⅣ層。

本格 ６００１弥生中期後葉~後期初頭の竪穴式住居跡９，掘立柱建物５、土塘５，円形周溝遺栂1、土器溜り１が出土ｏ

８００１弥生中期後葉~後期初頭の竪穴式住居跡7､方形周溝遺構１，土塘8､大型掘立柱建物の一部が出土。本格

調香電報告ＸⅡ

調杏室報告Ⅶ

松山市報２８

副gI8ng

３トレンチｉ地表下95cmでⅡ層があらわれ、１２０cmまでつづく。

９９１未報告

9９５０１ ４８１２トレンチリ地表下61cmでⅢ層を確認。

１４２１弥生中期後葉～後期初頭の竪穴式住居跡､大型堀寺群建物などが出土。

１トレンチ；地表下60cmでⅢ層を確認。

６２１地表下85cmでⅢ層を確認。層厚５cm･下位の1V層から縄文後期～晩期前葉の土器が出土。

99410；１２次

表１周辺の既往調査一覧

．’:懸撫瀦鐸磯事 前

調香雪報告Ｖ

．'雑翼繍::離篭： 調査室報告Ｖ

１２

３トレンチ』地表下70cmでⅢ層を確認。Ⅲ層からは土器細片が数点出土。

994091

調杏室報告Ｖ

9９４０８ ３．２１地表下75cmまで調査したが、撹乱されたＩ層がつづく。

６１北端部で小穴３基を確認。中央部以南は撹乱部分。 調香室報告Ｖ

9９４０７

99405；

9９４０４
地表下54cmで、厚さ20cmのⅢ層を確認。Ⅲ層中からは、弥生中期後葉～後期初頭の蕊や分銅形土製品が出土。遺構の埋士
である可能性あり。

６トレンチ；地表下70cmで、厚さ10cmほどのⅢ層を確認◎搬乱部分から縄文土器の破片が出土。

Ⅲ層の厚さは20～30cm･南に向かって次第に厚くなる。遺物は出土してい

■Ｂ■画■B■■■甲■■■｡■■■■B■■｡■Ⅱ■■｡■■｡■■●■●●｡■■もＯＧ９ＯＵ■甲■■専町rdO甲■専専■専専■B甲■｡■■巴｡■B●己■●■■■■■■■■■■BB■B■

5ﾄﾚﾝﾁi鷺慨鯛篤懸身

１トレンチ

98902 ２１西半は撹乱で破壊｡中央部では地表下50cmでⅡ層直下にⅣ層があらわれる｡東端部では地表下38cmでⅢ層を確認｡層厚７cm。

ンチ

ンチ

2ﾄﾚﾝﾁ篭丁88‘､で､層があらわれる｡､層中位から溝が掘り込震れていた｡時期憾不明｡v属上面で落ち込みを

遺物は出土していない。

9９００１

；地表下68cmでⅢ層があらわれる。Ⅲ層は厚さ２５cm，

副郭gm8； 調杏室報告Ｖ

2トレンチＩ地表下32cmでⅢ層があらわれる。Ⅲ層は厚さ15cm、出土遺物なし。
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弥生中期後葉～後期中頃の竪穴式住居跡１，古墳後期の竪穴式住居跡５，中世の満群が出土。

４トレンチｉ地表下70cmでⅢ層を確認。層厚１２～１５cmで、粘性が高く、砂喋・小石が混じる。

地表下62cmで厚さ２３cmのⅢ層を確認。Ⅲ層からは遺物は出土していない。
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1・谷状の窪地(埋没旧河道)の復元 3:8トレンチ
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図8 旧地形の復元図 (縮尺1/4.000)、文京遺跡15次調査7・8卜レンチ実測図 (縮尺1/300、1/30)



て集落が展開する。

これに対して、旧グラウンド中央部～北半部、そし

て北側のテニスコートや体育館が建てられているキャ

ンパス北西部は、調査事例が少なく、遺跡の実態は把

握できていなかった。そこで、1996年に１５次調査、

1997年に１７次調査として、遺跡範囲確認調査を実施し

た。１５次調査の７トレンチは、旧グラウンドの中央を

南北にのびる散水管路を利用して設定され、南北90ｍ

を測る（図８)。７トレンチの南半部は、工学部本館

(1994年度､12次調査)、１号館（1996年度､14次調査)、

５号館（1997年度、１６次調査）から続いて、竪穴式住

居跡５棟、溝3条、土壌４基が確認された。また、翌

年度の遺跡範囲確認調査である17次調査でも、弥生時

代～古墳時代の遺構が重複し密集する状態で確認でき

た。旧グラウンドの中央部は、微高地がのび、弥生時

代と古墳時代の遺構が密集する範囲が広がっているこ

とを確認できた。調査にいたる経緯で述べたように、

グリーンゾーンとして遺跡保存が図られている。

一方、７トレンチでも北半部では、基本層序のＶ層

が急激に落ち込んで、谷状の地形をつくる。同じ谷状

の地形は、西側の８トレンチや、東側の共通教育管理

棟の北側中庭に設定された15次調査４トレンチでも確

認されている。この谷状の地形を埋める堆積は、基本

層序Ⅱ層に対応するオリーブ褐色砂質シルト層で、そ

のほぼ中位で、薄い砂喋層を確認できた。砂喋層の下

面とⅡ層下部の層界は、小さな凹凸がある不整合面を

なし、水路や畦畔と考えられる部分があり、洪水で堆

積した砂篠層で水田層が覆われているものと判断し

た。そこで､調査時にはⅡ層中位の砂牒層をⅡ'－１層、

1５

Ｉ位置と環境

以下の水田層をⅡ，‐２層とした。また、砂喋層から

土師器や須恵器の坪もしくは高杯の細片が出土したの

で､Ⅱ'‐２層は古墳時代後期～中世の水田層と考えた。

Ⅱ，‐ｌ層は今回の調査ではⅡ‐２－①層、Ⅱ，‐２層

はⅡ‐２－②～⑥層として分層して調査を行った土層

である。また、１５次調査８トレンチでも、Ⅳ層の谷状

の地形への落ち込み際が確認され、同様のⅡ，層の堆

積を観察できた。

以上の調査成果から、旧グラウンド北半部には、谷

状の窪地が東西にのび、古墳時代～中世の水田が営ま

れていることが予想された。また、９次調査地点が位

置する城北キャンパス北西端付近では、基本層序Ⅳ層

が再び高くなっていることから、この谷状の窪地は、

南北|幅120～140ｍと考えられる。さらに、キャンパス

北東部の理学部構内で実施された８次調査Ⅱ区で確認

された自然流路、あるいは大学会館北側でもⅣ層の落

ち込みが確認されている。こうした幅の狭い流路や谷

状の窪地が、旧グラウンド北半部～テニスコート付近

で合流しているものと考えた。

こうした既往の調査成果から、今回の１８次調査で発

掘調査の対象となった総合情報処理センター（現総

合情報メディアセンター南棟)建物本体部分(Ａ区)は、

旧グラウンド北半部の微高地から谷状の窪地への変換

点付近に位置し、古墳時代～中世の水田が営まれてい

ることが予想された。また、共同溝部分のＢ区は、旧

グラウンド中央部の東端にあたり、１４次調査地点（工

学部１号館）に隣接するので、弥生時代～古墳時代の

遺構が営まれている可能性が高いと考え発掘調査にあ

たった。



、調査の概要

１層序の概要

現在、文京遺跡が所在する城北団地では、既往の調

査成果から遺跡全体にわたる基本層序を、上位からＩ

～Ｖ層に区分している。発掘調査にあたっては、個々

の調査地点ごとで、基本層序を構成する土層群の細か

な特徴や構成を記録している。

基本層序は、以下の通りである。

Ｉ層：表土層にあたる瓦牒を含む造成土部分。

Ⅱ層：灰色系の砂牒混じりのシルト層からなる水田

層

Ⅲ層：弥生時代～古墳時代の遺構・遺物を包含する

黒色～黒褐色系の土層。

Ⅳ層：縄文時代前期～後期中頃の遺構と遺物を包含

する黄褐色系のシルトおよび砂質シルト層。

Ｖ層：Ⅳ層下の花尚岩の円喋・亜円喋を主体とする

砂喋層ないしは牒層、砂層から構成される。

１８次調査Ａ区とＢ区の土層断面の概念図を作成して

みた（図９)。Ｂ区中央部でＶ層が盛り上がり、その

南側にあたるＢ区南端ではＶ層の直上にⅢ層がみら

れ、Ⅳ層は分布していない。Ｖ層の盛り上がりの北側

であるＢ区北端付近でⅣ層があらわれ、これがＡ区南

半で急激に落ち込む。この落ち込みは、前述した城北

キャンパス北半部の東西にのびる谷状の窪地にあたる

(図版１‐２．３)。

この谷状の窪地には、自然流路SR400が流れる。

SR-400の埋積した窪地状の地形を中心としてⅡ層が

分布する。このⅡ層は水田層で、１７次調査８トレンチ

のⅡ層中位の砂喋層を鍵層として、Ⅱ‐１．２層に分

層できる。前述したように、１７次調査８トレンチのⅡ

層は今次調査のⅡ‐ｌ層、中位の砂喋層であるⅡ'－１

層はⅡ‐２－①層、Ⅱ'－２層はⅡ‐２－②～⑥層と対応

する。

（１）Ａ区の層序

Ａ区は、城北団地南部の弥生時代～古墳時代の集落

遺跡が営まれる微高地が団地北部の東西にのびる谷状

の窪地へ落ち込む自然地形の変換点付近に位置する。

窪地は､基本層序のⅣ層を切り込む自然流路（SR-400）

１６

で形成され、その上位をⅡ層が覆う。

Ⅱ層上部のⅡ‐１層では、凹凸のある耕作下底面が

上下に連続して認められる。数枚の水田層が連続して

営まれている。出土遺物から、近世から城北団地が造

成される直前にわたる水田層と判断した。

Ⅱ‐２層は、Ⅱ‐１層と比べて硬めの土質で、土色

もやや暗い。Ⅱ‐２－①～Ⅱ‐２－⑥層に分層でき、Ⅱ

‐２－②．④．⑥層は水田層、Ⅱ‐２－①．③．⑤層は

緩やかな氾濫で形成された砂喋が非常に多く混じる堆

積土層である。調査時には、Ⅱ‐２－②層を上層水田、

Ⅱ‐２－④層を中層水田、Ⅱ‐２－⑥層を下層水田と呼

称した。

Ⅱ‐２－①層は、オリーブ褐色砂質シルトで、非常

に多くの砂喋が混じり、部分的に細砂が薄いレンズ状

ブロックとなって堆積している。

Ⅱ‐２－②（上層水田）層は、径１mm前後の砂喋が

混じるオリーブ褐色砂質シルトで、調査区のほぼ全域

に広がる。上部に堆積したⅡ‐２－①層と比べて、砂

喋が少なく、粘性が強く、土壌化が進んでいる。

Ⅱ‐２－③層は、黄褐色砂質シルト、オリーブ褐色

砂質シルト、灰黄褐色砂質シルトから構成される砂喋

が非常に多く混じる堆積土層である。

Ⅱ‐２－④（中層水田）層は、褐色シルトないし暗

灰黄色砂質土が混じる土層で、径１～２mm前後の砂喋

が多く混じる。

Ⅱ‐２－⑤層は、砂喋が多く混じる黄褐色砂質シル

トや灰黄色砂質シルト、砂喋混じりの灰黄褐色砂質土

で構成される堆積土層である。

Ⅱ‐２－⑥（下層水田）層は、暗黄褐色砂質シルト

ないし黄灰色砂質土の土層で、径１，前後の裸が混じ

る。上半は粘性が強く土壌化が進んでいる。

調査区北半部では、Ⅱ‐２層の下層には自然流路

(SR-400）を埋積する土層がみられる。最上層の砂榛

混じりの灰茶色系の土層である①層、灰白色の細砂・

粗砂層を主体とする②層、拳～人頭大の円喋を主体と

する砂喋層である③層に大別できる。

調査区の南半部では、Ⅱ‐２層直下でⅣ層があらわ

れる。基本層序のⅢ層にあたる土層は、Ⅱ‐２－②．
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（１）Ａ区

Ａ区で出土した遺構は、Ⅱ‐２層の水田層およびそ

ぴ水抜きのための暗渠の掘り形であるｃ

２遺構の概要

Ａ区では、後述するように、第２次世界大戦中の塑

壕が縦横に掘り込まれていた。また、Ｂ区では、北端

から南端まで幅約25ｍの撹乱溝が南北にのび、全域

にわたって南北あるいは東西方向に網目状に1幅約０．５

ｍの撹乱溝が掘り込まれていた。運動場の排水溝およ

2７．０ 27.00ｍ

ロ溌捲際蕊縄漫土 「r~FF1v層

図９文京遣跡１８次調査の基本土層概念図（縮尺1/500,1/40）

Ⅱ調査の概要

を確認できた。

造成土にあたるＩ層の下層には、灰色系の砂喋混じ

りのシルト層が堆積する。基本層序のⅡ層で、Ａ区の

Ⅱ‐１層に対-応する。

Ｂ区南端付近では、Ⅱ層の下層に基本層序のⅢ層に

あたる黒色～暗褐色系の土層が堆積する。弥生時代～

古墳時代の遺構。遺物を包含し、上面で掘り形ライン

を検出できなかったが、炭化物や土器片を多く含んで

いるので、遺構埋土である可能性が高い。

Ⅳ層は、黄褐色系のシルトおよび砂質シルト層で構

成され、下部には篠が混じる。Ｂ区北端付近でＶ層上

面に形成された窪地に部分的に堆積している。

Ｖ層にあたる土層は、花淘岩を主体とする砂喋ある

いは喋層から構成され、Ｂ区全域に広がる。

④層の水田耕作で削平されているものと考えられる。

基本層序Ⅳ層にあたる土層は、黄灰色の細砂混じり

のシルト層で、南半部の微高地部分にしか分布してい

ない。城北団地南半部に位置する１２．１４．１６次調査地

点のⅣ層でも下位にみられる堆積土層に対･応する。Ａ

区北半部のⅣ層は、上半部を自然流路（SR-400）で削

られているものと考えられる。

Ⅳ層の下層には灰色の粗砂層が堆積している。基本

層序Ｖ層である。

１７

函|Ⅱ-2-①．③．⑤層(水田面を覆う砂喋層）｜函Ⅳ層、ｚ５．oｕｍ

（２）Ｂ区の層序

Ｂ区は、団地南部にひろがる微高地の北半にあたる

地点に設定された調査区である。基本層序のＩ～Ｖ層



■叩」

[Ⅱ-2-②(上層水田)層出土遺構］

Ｙ＝-６７３１０ Y＝-６７３００ Y=-67280／Y=-６７２９０

SＤ－２４

ＳＤ－９

■､３

§嚢圏2個

[6１

SS這恩SS害↑
一言蕊溌

画

4５

。

=9４１２０

[Ⅱ-2-④(中層水田)層出土遺構］

２０ｍ

劃■固到９
4４

SＳ･４
ダ

ＳＳ

罪
李
理

4３

ＳＳ－３４

３

Ｘ＝９４１１０

4２

／－－－

1８

”

４１

３Ｄ-２４

⑪図 ＤＹ ｎ脚 ｍＮＭ ■DＭ

O ＹｌＤＸ’０Ｗ｜ＤＶ｜ＤＵ｜ＤＴ｜ＯＳ

図１０文京遺跡１８次調査Ａ区の出土遺構配置図１（縮尺1/300）

DＴ ﾛⅢ§

1１３
SＳ－１１２ーＳＳ-.11

４１

ﾛ咽 切目’

1９

２０

ＩY＝-６７３１０ Y=-６７３００ Y＝-６７２９０ Y=-６７２８０

ＳＤ－１２０

ＳＳ辱.1１８

ＳＤ－１０３

粗＝色一
ＳＳ－１１７

４４

4３

ＳＵ－１Ｕ４

ＳＳ－１

Ｘ＝9４１

｡

4５

壷羨毒嘉露毒竺=鍾

4２

－５L〕‐

一ｓ，．

X＝９４－１ 1０

1０２

１１４

－SD-101＄ごミーニSＤ－１２２



[Ⅱ-2-⑥層上面出土遺構］

Y＝-６７３１０ Y＝-６７３００ Y＝-６７２９０

、

X＝９４１２ロ

X＝９４１１ ロ

、Ｚ ＤＹ ■､脚 ■】ⅡⅡ ＤＶ 、ロ 叩Ｉ 醗１

、

IⅡ-2-⑥(下層水田)層出土遺構］

Y＝-６７３１０ Y＝-６７３００ Y=-６７２９０

、
劃■畳SIO、

X＝9４１２０

X＝９４１１０

可Ｚ

D ｙ｜ＤＸ｜ＤＷ｜ ＤＶｌＤＵ｜ＤＴｌＤＳ

図１１文京遺跡１８次調査Ａ区の出土遺構配置同２（縮尺1/300）

1９

Ⅱ調査の概要

Y＝-６７２８０

、目

２０ｍ

Y＝-６７２８０

Ｉ

ＤＲ

4５

4４

4３

4２

４１

4５

S-303

４４

4３

4２

４１



１

X＝９4１２０

X＝９４１１０

劃

劃

Y=-673.10

４

Ｚ ＤＹ p澗

Ｆ１撹乱およびⅡ-2-⑥以降の遺構の掘り込み

ロ 埋土a口埋±ｂ

Y=-６７３００ Y＝-６７２９０ Y＝-６７２８０

４５

2群１

4３

4２

４１

ＳＢ－４１

Aｌ ‘■】Ⅲ

ロ ２０ｍ

図１２文京遺跡１８次調査Ａ区の出±遺構配置図３（縮尺1/300）

の下層の谷状の窪地を流れる自然流路と、南半部の微

高地上の遺構に大別できる。

１）Ⅱ‐２層の水田層と自然流路

Ⅱ‐２層の水田層で、Ⅱ‐２－②（上層水田）層は調

査区全域に広がるが、Ⅱ‐２－④｡⑥（中層･下層水田）

層は調査区北半部の谷状の窪地内に営まれている。

Ⅱ‐２－②（上層水田）層上面では、畦畔で区画さ

れた水田面が出土した（図10上段、図版３．４)。

水田：３２面（SS-1～７．１３～１７．１９～２３．２６～

２８．３０～40）

溝：９条（SD-8～１２．１８．２４．２５．２９）

この他、SP40～42の３基の小穴が出土したが、Ⅱ‐

２－②層に伴うものではない。

Ⅱ‐２－④（中層水田）層上面で検出した遺構は、

水田：１３面（SS-105～１１３．１１５～１１８）

溝：８条（SD-101～１０４．１１４．１１９．１２０．１２２）

土壌：１基（SK-123）

その他の遺構：１基（SX-121）

である（図10下段、図版８．９)。また、調査区南西

部のＤＶ．ＤＷ４１．４２区、ＤＸ～ＤＺ４１～44区の微高

2０

地上には、Ⅱ‐２－④層が部分的に残存し、華による

と考えられる耕作痕跡を検出できた。Ⅱ‐２－④層に

対応する層序の遺構と判断した。

Ⅱ‐２－⑤層を掘り下げてⅡ‐２－⑥（下層水田）層

の上面で、Ⅱ‐２－⑥層を切り込む以下の遺構を検出

した（図11上段、図版１２．１４)。

溝：２条（SD-208.209）

土壌：４基（SK-201～204）

小穴：６基（SP－２０５．２０７．２１０～214）

調査区東壁を再確認し、ＳD-208.209はⅡ‐２－⑤層上

面から掘り込まれていることを確認できた｡他の土壌・

小穴も共通した特徴の埋土をもつので、同様と考えら

れる。

Ⅱ‐２－⑥（下層水田）層上面で出土した遺構は以

下の通りである（図１１下段、図版１４．１５)。

水田：１２面（SS-303～306.308～3１２．３１４．

３１６．３１７）

溝：３条（SD－３０１．３０２．３０７）

以上のⅡ‐２層出土の水田は、遺物の出土状況と種

別から古代～中世のものである。

Ⅱ‐２層の下層にはSR-400の自然流路が埋没してい



２）微高地上の遺構

Ａ区調査区内でも南半部の微高地上では、部分的に

残るⅡ‐２－④（中層水田）層で埋まる華によると考

えられる耕作痕跡が出土した。Ⅱ‐２－④層の中層水

田に伴う畠跡と考えた。

これを除去した後にⅣ層上面で以下の遺構を検出で

きた（図１２、図版１７．１９)。

掘立柱建物：１５棟（SB-410～424）

土壌：８基（SK-401～404.406～408.425）

溝：１条（SD-405）

柵列：１条（SA-409）

その他：柱痕跡や杭痕跡が確認できた柱穴・杭穴

を含む小穴

これらの遺構の埋士を観察すると、埋士ａ．ｂ・ｃ

に大別できる。埋士ａは黒褐色系の砂質シルト。埋土

ｂは、黒褐色系の砂質シルトを主体とし、黄灰色・暗

黄灰色砂質土・灰黄色等の砂質土や砂質シルトが若干

混じる。埋土ｃは、黄灰色砂質土･黄灰色砂質シルト・

暗黄灰色砂質土・暗黄灰色シルト・灰黄色砂質土など

の灰色みをおびた堆積土を埋士の主体としたり、塊が

混じったりする｡埋土ａの遺構は弥生時代～古墳時代、

Ⅱ調査の概 要

た（図版１７．１８)。

最上層の砂喋混じりの灰茶色系の土層である①層、

灰白色の細砂・粗砂層を主体とする②層、拳～人頭大

の円篠を主体とする砂喋層である③層に大別できる。

出土遺物には弥生時代～古墳時代後期のものが含まれ

るが、古代の須恵器や土師器が少量混じる。古代前期

に埋没したものと考える。

埋土ｂの遺構は古代、埋土ｃの遺構は古代後半～中世

の遺構である。以上の出土遺構の時代区分については

表２を参照されたい。

（２）Ｂ区

Ｂ区では、Ⅳ層あるいはＶ層上面で、弥生時代から

近世の集落関連の遺構を検出した。遺構は、調査区の

北端と南端に集中する。

出土した遺構は以下の通りである（図13､図版25-1)。

竪穴式住居跡：１３棟

（SC-605・６０６．６７０．６８９．７２９．７３０．７３８．

７４１．７４７．７４８．７５０．７５１．７５２）

掘立柱建物：５棟

（SB－７４０．７４３．７４４．７４６．７４９）

溝：６条（SD-601～６０４．６１０．６２７）

土壌：１８基

（SK-647・６６３．６６６．６７５．６８４．６９０．６９３．

６９５．６９７．７０５．７１０．７１１．７１３．７２５．７３２．

７３３．７３５．７３９）

土器溜り：１基（SX-669）

その他：柱痕跡や杭痕跡が確認できた柱穴・杭穴

を含む小穴

Ｂ区の遺構は、Ａ区と対応させると、埋土ａ．ｃが

ある。埋土ａの遺構は､弥生時代～古墳時代の遺構で、

弥生時代の遺構は砂牒がほとんど混じらないが、古墳

時代の遺構は砂喋が比較的多く混じるものが多い。埋

士ｃは古代～近世の遺構である。時代ごとの出土遺構

は表２を参照されたい。

表２文京遺跡１８次調査出土主要遺構一覧
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図１３文京遣跡１８次調査Ｂ区の出土遺構配置図（縮尺1／１００，１/200）
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息

2３

皿Ａ区の遺構。遺物の記録（その１）
一Ⅱ‐２層（水田層）と自然流路（SR400）の調査一

層序１

…片が嬢合し残存長5｣5ｍ先端部の径噸？

:藤溌識協
出土している｡平基式で､残存重量279を測る。◎

綴識播灘」

SR-400の埋積過程で堆積した土層群である（図ｏ

個々の土層の特徴は以下の通りである。

Ⅱ‐２－①層は、オリーブ褐色砂質シルトで、非常

に多くの砂喋が混じり、部分的に細砂が薄いレンズ状

ブロックとなって堆積している。調査区中央部から北

半部にかけての範囲に広がる。調査区北半部では、下

部のⅡ‐２－②(上層水田)層が段差をもって深くなり、

Ⅱ‐２－①層は急に厚くなる。

Ⅱ‐２－②（上層水田）層は、径１ｍ前後の砂牒が

混じるオリーブ褐色砂質シルトで、Ａ区のほぼ全域に

広がる。上部に堆積したⅡ‐２－①層と比べて、砂喋

が少なく、粘性が強く、土壌化が進んでいる。薄い砂

牒のレンズ状堆積もみられず、上半を中心として撹祥

されているものと判断した。さらに、上面で水田区画

の畦畔や溝を検出できたことから､水田層と判断した。

Ⅱ‐２－③層は、黄褐色砂質シルト、オリーブ褐色

砂質シルト、灰黄褐色砂質シルトから構成される砂喋

（
川
川
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ｌ
川
Ⅱ
Ｍ
い
い
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」 |工’

3ｃｍ ＝一
．

図１４麺壕出土遺物実測図（縮尺2/3）

５

ⅢＡ地区の遺構・遺物の調査記録（その１）
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が非常に多く混じる堆積土層である。調査区東半～中

央ではＤＲ～DV-42区以北、西半ではＤＷ～DX-43

区以北､ＤＹ～DZ-44区以北に分布する｡部分的に細砂・

粗砂・小喋のラミナを確認できる。

Ⅱ－２－④（中層水田）層は、褐色シルトないし暗

灰黄色砂質土が混じる土層で、径ｌ～２ｍ前後の砂喋

が多く混じる。ＤＲ～DV-42区以北、西半では、ＤＷ

～DX-43区以北、ＤＹ～DZ-44区以北の調査区北東の

やや低くなった部分を中心として広がる。上半は粘性

が強く土壌化が進むこと、上面で水田区画の畦畔や溝

を検出できたことから、水田層と判断した。

Ⅱ‐２－⑤層は、砂篠が多く混じる黄褐色砂質シル

トや灰黄色砂質シルト、砂篠混じりの灰黄褐色砂質土

で構成される堆積土で、上下のⅡ‐２－④層やⅡ-2-⑥

層と比べて､砂喋が非常に多く混じる点が特徴である。

ＤＳ・DT-42区にやや張り出しを持ちながら、調査区

北半部を中心として広がる。Ⅱ‐２－③層と同じく、

部分的に細砂・粗砂・小牒の薄いレンズ状ブロックが

みられ、河川氾濫に伴う比較的緩やかな増水によって

堆積したものと判断した。

Ⅱ‐２－⑥層（下層水田）は、暗黄褐色砂質シルト

ないし黄灰色砂質土の土層で、径１ｍ前後の砂篠が混

じる。上半は粘'性が強く土壌化が進んでいる。調査区

北東の低くほぼ平坦な部分を中心として広がる。上部

に堆積する砂篠が多く混じるⅡ‐２－⑤層とは比較的

容易に区分できた。上半部は粘'性が強く、土壌化も進

んでいることと、上面で水田区画の畦畔や溝を検出で

きたことから、水田層と判断した。

Ⅱ‐２層の下層には、調査区北半部では自然流路

(SR-400）を埋積する土層がみられ、南半部ではⅡ‐

２層直下でⅣ層があらわれる。基本層序Ⅲ層にあたる

土層は、Ⅱ‐２－②．④層の水田耕作で削平されてい

るものと考えられる。

このように、Ⅱ‐２－②．④．⑥層は水田層、Ⅱ‐２

－①．③．⑤層は緩やかな氾濫で形成された砂喋が非

常に多く混じる堆積土層である。

Ⅱ‐２層の下部には、谷状の窪地を埋積する土層群

がみられる。最上層の砂喋混じりの灰茶色系の土層で

ある①層、灰白色の細砂・粗砂層を主体とする②層、

拳～人頭大の円喋を主体とする砂篠層である③層に大

別できる。これらの土層群は、谷状の窪地を流れる

SR400が埋没していく過程で堆積したものである。①

～③層の堆積過程を示す細分層については、SR400の

項で報告する。

２Ⅱ‐２－①層と出土遣物

Ⅱ‐２－①層は調査区東壁沿いに設けた深掘りトレ

ンチ断面では南端部までみられるが、深掘りトレンチ

から西へ数ｍ離れると確認できなくなる。調査区中央

部から北半部にかけての範囲に広がるものである。下

部のⅡ‐２－②（上層水田）層との層界は明確に区分

できる。

調査区北半部では、下部のⅡ‐２－②（上層水田）

層が段差をもって深くなり、Ⅱ‐２－①層は急に厚く

なる。そのため、最初にⅡ‐２－①層の精査を始めた

調査区東半部では、上部のⅡ‐１層を掘り残す結果と

なった。また、ＤS－４１．４２区では撹乱部を見逃してし

まった。そのため、Ⅱ‐２－①層として取り上げた遺

物には近世以降の遺物が含まれる｡下層のⅡ２－②(上

層水田）層の時期比定の問題とかかわってくるので、

遺物整理の段階で出土地点の確認を進めた。

これらのⅡ‐２－①層として取り上げた近世以降の

2４

遺物には、DS-45区出土の砥部焼染め付け４点（写真

図版33-①‐２．３)、調査区北東部出土の施粕陶器壷

(図16-40）・砥部焼染め付け碗１点・白磁の口縁部破

片１点、調査区南東部出土の砥部焼染め付け碗（写真

図版33-①‐１）がある。ＤＲＤＳ４５区とDX-45区の段

落ち部からは、白磁１点、近代の施粕陶器の胴部破片

２点が出土している。また、Ⅱ‐２－②（上層水田）

層の水田面を検出する際にも、ＤS－４１．４２区で施粕陶

器蓋（図16-41)、DT-43区で砥部焼染め付け、ＤＷ聖

区で近代陶器の胴部破片１点、SS-17やＳＳ－２２．３０上

面で近代の施紬陶器の胴部破片１点、砥部焼染め付け

碗、白磁１点が出土している。以上の近世以降の遺物

の出土地点は、調査区東半部のⅡ‐１層の掘り残し部

分と、北半部のⅡ‐２－①．②層が落ち込む部分にあ

たり、本来はⅡ‐１層に伴う遺物と考える。

近世以降の遺物を除いて、Ⅱ‐２－①層から出土し
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ⅢＡ地区の遺構・遺物の調査記録（その１）
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た遺物には、土師器（図１６－１～21）・黒色土器（22～

25)・須恵質土器（26）・白磁（27～32）・青白磁（33.

34）の中世の遺物と、古墳時代後期～奈良時代の須恵

器（35～38)、弥生土器（39）などがある。

土師器の中で、１．２は皿、３は塊もしくは杯の口

縁部破片、４～６は坪の底部破片、７～21は高台付き

椀の高台部破片である。１．２の皿の外底面には回転

糸切り離し痕が残る。他は、外底面はナデ仕上げもし

くは、器面の荒れが進み、切り離し方法は不明である。

１．８．１４．１７は器壁の芯部に黒化層が残り、１１は焼

成不良のために内外ともに黒変部が残存する。また、

接合しないが、１１と同一個体と考えられる破片が

DT-45区ＳＤ－８埋土からも出土している。もっとも多

く出土している高台部破片をみると、高台部が長く外

方に広がる７～11、先端がやや細くなり直立気味の1２

４１

陽Hg
留胴

～１５、低い断面三角形の１６～21に分類できる。

黒色土器の22～24は両黒土器の坑口縁部、２５は内黒

土器の高台部の破片。２６は須恵質土器の壷の肩部破片

で、内面に当て具痕と考えられる幅４in､の幅広の平行

条線の圧痕が残る。２７～30の白磁は玉縁口縁をもつ塊

であるが、２７～29は玉縁口縁が厚めで大きい。３２は塊

もしくは皿で、二次的な火熱を受けているためか、粕

色がくすむ。３３は合子の蓋、３４は皿か。３５は奈良時代

の坪蓋の摘み部破片。３６は高台部が外方に「ハ」字形

に広がる。器壁の厚さから壷と考えた。３９は弥生時代

中期後葉の謡の平底破片である。

以上の図示した遺物の他、SS-35水田面直上のⅡ‐

２－①層から中国白磁碗の胴部破片が１点出土してい

る。

ｒ
‘１４０

ここに－．１１１

、

説詰定ﾆﾐﾆﾆﾆジー ’
７

2５

１７〕
１１

￥一一一
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図１６Ａ区Ⅱ-2-①層出土遺物実測図（縮尺1/3）
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３Ⅱ‐２－②（上層水田）層の遺構と遺物

Ⅱ‐２－②（上層水田）層は、砂喋混じりのオリー

ブ褐色砂質シルトで、Ａ区のほぼ全域に広がる。上部

に堆積したⅡ‐２－①層と比べて、砂喋が少なく、粘

‘性が強く、土壌化が進んでいる。薄い砂喋のレンズ状

堆積もみられず、上半を中心として撹枠されているも

のと判断した。下半にはやや砂喋が多く混じり、土質

もしまり、上半と比べて土壌化も弱い。そこで、上半

のシルトで構成される部分を耕作土層、砂篠が混じる

下半部を床土層として調査を進めた。ただし、上半か

ら下半へ変化は漸移的で、明確に分層することは難し

かった。そこで、上半部をやや深めに掘り下げること

とした。そのために、上半部の耕作土層で取り上げた

遺物の一部には、本来は床土層にあたる下半部に包含

されたものが含まれる。

（１）遣構

Ⅱ‐２－②層上面では､畦畔で区画されたＳＳ－ｌ～７．

１３～１７．１９～２３．２６～２８．３０～40の水田面、これに伴

うＳＤ－８～１２．１８．２４．２５．２９を検出できた（図17、

図版３～５)。ただし、Ａ区南半部のＤＲ～ＤZ-41.

42区では、Ⅱ‐２－②層上半のシルト層（耕作土層）

はみられず、下半の砂喋が多く混じるシルト層（床土

層）が残存するのみであった。とは言っても、土質と

土色がわずかに違う部分が帯状にのびるので、疑似畦

畔と考え水田区画を推定した。また、Ａ区北半部の

ＤＲ～DZ-44区周辺では、上部に堆積するⅡ‐２－①層

を明確に区分できず掘り下げてしまい、一部Ⅱ‐２‐

②層上半を削り取ってしまったため、下半の疑似畦畔

で水田区画を復元している。

１）水田

出土した水田面は、北東に向かって緩やかに傾斜.す

るが、東西に走るＤＲ～DZ-43区のＳＤ１２と、ＤＲ～

DZ-44.45区のSD-10を境として15～25cmほどの段差

が設けられている｡水田を区画する基軸となる畦畔は、

南北方向に走るＳＤ１０．１２．１８の両側に設けられた畦

畔で、南北方向にのびるＳＤ－１１．２４．２５の両側の畦畔

を造り出し、さらに幅が40cm前後の畦畔で小区画の水

田を造成している。基軸となる畦畔は、Ⅱ‐２－②層

2６

下半の砂篠が混じるオリーブ褐色砂質シルトを削り出

しているが、水田を小区画に分ける幅40cm前後の畦畔

は、砂牒が少なくシルト質が強いⅡ‐２－②層上半、

つまり耕作土を盛り土したものである。以下、各水田

面を単位として報告を行う。

ＳＳ－１

Ａ区北東端のＤＲ・DS-45区に位置する。南北328ｍ

以上、東西２ｍ以上の方形の水田面を検出した。水田

面の標高は26.17～26.21ｍを測る。水田面には、上部

に堆積したⅡ‐２－①層で埋まった凹凸がみられたが、

耕起痕や足跡と確実に判断できるものはない。ＳＳ－１

と西隣のＳＳ－２を区画する畦畔は、幅60～78cm，高さ

４cmほどである。南側の畦畔は幅2.6ｍと広く、Ⅱ‐２

－②層下半を削り出している（図版７‐３)。畦畔北半

部を削り取ってしまったが、本来は22cmほどの段差を

復元できる。

西側の畦畔には、ＳＳ－２へ配水するための水口が設

けられている。水口部の埋土上半の①層は、砂喋が多

く混じるオリーブ褐色砂質シルトで、Ⅱ‐２－①層に

対応する。下部の②層はオリーブ褐色粘質シルトで、

砂篠はほとんど混じらない（図18-1)。後述するＳＳ‐

２とはほとんど標高差がないので、水配りの際でも、

強い水流は考えられない。水口部埋土②層から、土師

器塊の高台部破片（図21-25）と、獣骨片が出土して

いる。

ＳＳ２

Ａ区北東端のＤＳ・DT-45区、ＳＳ－１の西側で出土し

た。水田面は調査区北側にのび、南北3.45ｍ以上、３．５

～4.2ｍの不整方形を呈する。水田面の標高は26.17～

2621ｍを測る。水田面に残る凹凸は多い。３ヶ所で

人間の足跡と考えられる窪みを確認できたが、歩行の

方向性は認められない。

ＳＳ－２を区画する南側畦畔は､ＳＳ－１と同じく、幅２６

ｍと広く、Ⅱ‐２－②層下半を削り出している。西側

では3.6～39ｍ、高さ７cmほどの広がりを持つⅡ‐２‐

②層下半を検出し、西側を区画する畦畔を考えた。そ

の南端を切って、ＳＤ－８が西に向かってのびる（図版

７．３)。ＳＳ－２からの流出部の埋土を土層断面で観察

した。上部の①層は暗灰黄色粘質土と黄褐色粘質シル

トが混じりあう堆積土で、下部の②層は砂牒が非常に
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②

６：ＳＳ－６・ＳＤ－１１間南水口

１：ＳＳ－１．２間水口 ２：ＳＳ－３・ＳＤ－９間水口

Ｃ
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Ａ’
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Ａ
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－岸
Ｃ’
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Ｆ
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水の方向を確認するために、水口を縦断する土層断面

を観察した。ＳＳ－３・ＳＤ－９間の水口部は、ＳＤ－９溝

底と比べて２～４cm高い。埋土は、暗灰黄色粘質シル

トで、灰白色細砂のレンズ状ブロックがみられる。

SD-9から取水するための水口と判断した(図18-2)。

ただし、取水するための堰と考えられる杭痕跡は検出

できなかった。ＳS－３．２０間の水口部は、ほとんど高

低差がない。埋土は、細砂混じりのオリーブ褐色砂質

シルトの①層を主体とし、下底面に貼りつくように

SS-20に向かって灰白色細砂のレンズ状ブロックの②

層が堆積する（図18-4)。ＳＳ－３からSS-20への配水

が考えられる。

ＳS－３．２０間の畦畔部から、龍泉窯系青磁碗の破片

(図23-30）などが出土している。

ＳＳ－４

Ａ区東端中央よりのＤＲ・ＤＳ－４３．４４区に位置する。

水田面は調査区東側にのび、不整方形の水田面と考え
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②

３：ＳＳ－２水口
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多く混じる暗灰黄色砂質土である（図１８－３)。②層の

観察から、前述したＳＳ‐１．２間の水口埋土と比べて、

旺盛な流水があったと考えられる。

ＳＳ－２耕作土層，(Ⅱ‐２－②層上半）から、須恵器の
’｡,ﾇ』

口縁部片（図22-31）などが出土している。

ＳＳ‐３

Ａ区北端中央よりのＤＵ・DV-45区で出土した。水

田面は調査区北側にのび、南北3.45ｍ以上、東西4.0～

5.3ｍの不整方形を呈する。水田面の標高は26.20～

2623ｍを測る。水田面には凹凸が多く残り、人間や

牛の足跡と考えられる窪みもあるが判然としない。東

側のＳＤ－９とを区画する畦畔は、｜幅1.0～128ｍ，高さ

５cm前後。南側のSD-10とを区画する畦畔は、幅0.71

～0.97ｍ、高さ５～６cm・西側のSS-20とを区画する

|畦畔は、幅0.9～1.54ｍ、高さ２～６cmを測る。これら

の畦畔は､いずれもⅡ‐２－②層下半を削り出している。

東西の畦畔を切って設けられた水口を検出した。配
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られる。南北3.68ｍ、東西1.08ｍ以上、水田面の標高

は26.40ｍ前後を測る。北側のI幅広の畦畔を境として、

SS-lより20cmほど高い水田面である。水田面には凹

凸が多く残るが、確実に耕起痕や足跡と判断できる窪

みはない。ＳＳ－４北側のＳＳ‐１とを区画する畦畔は、

幅2.6ｍと広く、Ⅱ‐２－②層下半を削り出している。

水田面から高さ３cmほどを測る。南側のSD-l2とを区

画する畦畔は、９４cm、高さ３～４cmを測り、やはりⅡ

-2-①層下半を削り出す。西側のＳＳ－５とを区画する

畦畔は、１幅35～50cm，高さ２cm前後。畦畔本体はⅡ‐

２－②層上半と共通する土層で、耕作土を盛り上げて

造られていると判断した。

ＳＳ‐５

Ａ区北東部のＤＳ－４３．４４区で出土した。撹乱で一部

を破壊されているが､水田面のほぼ全体を検出できた。

南北45ｍ、東西3.75ｍを測る方形の水田面である。水

田面は、標高26.39～26.40ｍとほぼ平坦である。水田

面には凹凸が残るが、他の水田面と比べて小さく少な

い。北隣のＳＳ－２とを区画する畦畔は、前述したよう

に2.5ｍ前後の幅広で、高さ２cmほどを測る。南側の

SD-l2とを区画する畦畔も幅90cm、高さ４cm前後。西

側のSD-11とを区画する畦畔も80～90cm、高さ２～３

cmを測る｡いずれもⅡ‐２－②層下半を削り出している。

西側畦畔の北端には水口が設けられる。埋土は上部

に堆積するⅡ‐２－①層と共通して砂喋が多く混じる。

水口底面がわずかに窪み、ＳＳ－５水田面と比べて

SD-ll溝底が低いことから、排水のための水口と考え

た。この畦畔の南端は、実測図では窪むように表示さ

れているが、これは上層の撹乱部によって破壊された

部分である。

耕作土層（Ⅱ‐２－②層上半）から白磁破片（図

22-23)、SD-12とを区画する畦畔部から土師器椀の高

台部の破片（図23-21）などが出土している。

ＳＳ６

Ａ区北東部のＤＴ・DU-43・坐区に位置する。北側

が撹乱で破壊されているが、方形の水田面と考えられ

る。東西5ｍを測り、南北は42ｍほどと推定される。

水田面の標高は26.42ｍ前後で、東側のＳＳ－５と比べ

てわずかに高い。水田面には凹凸が多く残る。北西部

で人間の足跡の可能性を持つ窪みがいくつかあるが、

全体に小さな窪み状のものが多い。北側のSD-10とを

区画する畦畔は、撹乱で破壊され、詳細は不明。西側

のSD-llとを区画する畦畔は、幅72～88cm，高さ２～

2８

４cm・南側のSD-l2とを区画する畦畔は幅85～92cm，

高さ３cm前後を測る。ともにⅡ‐２－②層下半を削り

出している。これらに対して、東隣のＳＳ－７とを区画

する畦畔は、幅33～39cm，高さ２cm以下で、Ⅱ‐２‐

②層上半を盛り上げて造られている。

東側畦畔北部には３ヶ所の水口が設けられていた。

北側の水口は幅72cm，畦畔上面からの深さ５cm前後を

測る。中央の水口は幅23～26cm、深さ３～４cm・配水

状況を把握するために、水口を縦断する土層断面を観

察した。上部のSD-ll側には細砂・小喋が多く混じる

灰色粘質シルトである①層、下部には灰色粘質シルト

である②層が堆積する（図18-5)。南側の水口は幅３３

～47cm，深さ４～５cmを測る。埋土は灰色粘質シルト

を主体として、SD-11側から最上部の砂牒が多く混じ

る①層、砂篠が少ない②層、砂喋をほとんど含まない

③層が堆積する（図18-6)。SD-llとは４cmほどの緩

やかな段差があり、堰などを想定して精査したが、杭

痕などは確認できなかった。しかし、水口埋土の観察

から、SD-11からＳＳ－６への給水が考えられる。なお、

これら３ケ所の水口が同時に機能していたかは不明で

ある。

ＳＳ－６・SD-lO間とＳＳ－６・SD-12間の畦畔から、土師

器塊の高台部の破片（図23-16.17）などが出土して

いる。

ＳＳ－７

Ａ区北部中央よりのＤＵ・ＤＶ-43.44区で出土した。

北辺部は撹乱で破壊されている。東西5.8～6.2ｍ，南

北は43ｍ前後と考えられ、やや台形に近い水田面と

推定される。水田面の標高は26.39～26.42ｍで、東隣

のＳＳ－６とほぼ同じである。水田面には凹凸が多く残

り、人間や牛の足跡と考えられる窪みもあるが判然と

しない。東隣のＳＳ－６とを区画する畦畔は、前述した

ように幅33～39cmのⅡ‐２－②層上半を盛り上げて造

られている。南側のSD-12とを区画する畦畔は、｜幅８３

～95cm、高さ２cm前後を測る。西側のSD-25とを区画

する畦畔は、平面検出に失敗して高まりを確認できて

いない。ただし、床土にあたるⅡ‐２－②層下半の広

がりから幅50cm前後の畦畔を復元できる。

ＳＳ－７の耕作土層（Ⅱ‐２－②層上半）から須恵質土

器の壷底部片（図22-29)、ＳＳ－７・SD-12間畦畔から土

師器椀の高台部破片（図23-22）などが出土している。

ＳＳ－１３

Ａ区東端の中央ＤＲ．ＤS４２．４３区で出土した長方



形の水田面である。東側は調査区外にのびる。南北２１

～224ｍを測る。水田面は標高26.43～2647ｍで、北

側のＳＳ－４．５と比べて数cm高い。水田面には凹凸が

多いが、他の水田面と比べて凹凸は小さく少ない。北

側のSD-12とを区画する畦畔は、５８～77cm，高さ２～

４cm◎南隣のＳＳ１６とを区画する畦畔は、６２～88cm、

高さ４～６cm･西隣のSS-14とを区画する畦畔は、幅

95～97cm、高さ２cm前後を測る。いずれもⅡ‐２－②

層下半を削り出している。

耕作土層（Ⅱ‐２－②層上半）から土師器杯の底部

破片（図22-4）などが出土している。

ＳＳ１４

Ａ区中央の東よりのＤＳ～DU-43区で出土した東西

に細長い長方形の水田面である。南北1.75～2.18ｍ、

東西105ｍを測る。水田面の標高は26.41～26.46ｍで、

ごくわずかに北西側に低くなっていく。水田面の標高

差が５cm以内におさまることから１枚の水田面と考え

たが、西隣のSS-15と比べて広く、西半部で水田面の

傾斜･が若干変化するので、中央のDT-43区西半に、耕

作土（Ⅱ－２－②層上半）を盛り上げた畦畔を想定す

ることも可能である。しかし、調査時には確定できな

かった。水田面には凹凸が多く残されているが、耕起

痕や足跡と判断できるものは見あたらず、しかも小さ

な窪みが多い。東隣のSS-13とを区画する畦畔は、前

述したようにⅡ‐２－②層下半を削り出した幅95～９７

cmで、高さ２～４cm前後を測る。北側のSD-l2とを区

画する畦畔は、幅75～86cm、高さ１～２cm･南隣の

SS-17とを区画する畦畔は、幅56～80cm、高さ１～２

cmを測るが、畦畔南側のSS-l7とは、検出時に上面を

削りすぎて、高まりをほとんど検出できていない。西

隣のSS-15とを区画する畦畔は、幅62～67cm、高さ１

cm前後。これらの畦畔もⅡ‐２－②層下半を削り出し

ている。

SS-l4を区画する畦畔では３ヶ所で水口を確認でき

た。北東部のSD-l2とをつなぐ水口（図１８－７）は、

幅20cm，深さ５cm前後で、上半にⅡ‐２－①層と考え

られる砂喋が非常に多く混じる灰褐色～オリーブ褐色

の砂質シルトである①層、下面にSD-12に向かってレ

ンズ状に細砂が堆積する灰褐色砂質シルトの②層を観

察できた。ＳＤｌ２への排水を目的とした水口である。

SS-l7とを区画する畦畔の東端近くに設けられた水口

は、幅40cm前後、畦畔検出面からの深さ４cmほど。西

隣のSS-l5とを区画する畦畔に設けられた水口は、幅
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15cm，深さ４cmを測る。ともに、Ⅱ‐２－①層と考え

られる砂喋が非常に多く混じるシルトで埋まってい

る。 埋土の状況と水田面の標高差から 、 SS-17から

SS-l4、そしてＳＳ１５への配水が考えられる。

耕作土層（Ⅱ‐２－②層上半）から土師器塊の高台

部破片（図２２－１４．１６)、ＳS－１４．１７間畦畔部から土師

器坪の底部片（図２３－１．３)、土師器塊の高台部破片

(図23-8～１０)、SS-14oSD-12間畦畔から白磁碗の破

片（図23-28)、SD-l2とをつなぐ水口埋土から須恵器

壷の底部破片（図21-13）などが出土している。１３は

丸底で、胴部との境に細い沈線を１条巡らす。

ＳＳ－１５

Ａ区のほぼ中央のＤＵ・DV-43区で出土した長方形

の水田面である。南北1.8～1.85ｍ、東西3.53～3.56ｍ

を測る。水田面の標高は2643～2649ｍで、ごくわず

かに北側に向かって低くなる。水田面の南東部に凹凸

が集中するが、耕起痕や足跡と判断できるものは見あ

たらない。北側・東側・南側を区画する畦畔は、いず

れも幅50cm前後、高さｌ～２cmを測り、Ⅱ‐２－②層

下半を削り出している。西側のSD-25とを区画する畦

畔は検出に失敗したが、帯状にⅡ‐２－②層下半がの

びることから、幅45～65cmの畦畔を復元した。

耕作土層（Ⅱ‐２－②層上半）から須恵器坪身の破

片（図22-30)、SS-l5・SD-l2間畦畔部から土師器椀の

高台部破片（図23-20）などが出土している。

ＳＳ－１６

Ａ区の南東部のＤＲ・ＤＳ－４１．４２区に位置する水田面

である。北辺で耕作土層にあたるⅡ‐２－②層上半が

わずかに残るが、他は削平され、床土層にあたる下半

を検出したのみである。検出面は標高26.51～26.62ｍ

で、北に向かって低くなり、多くの凹凸を検出した。

北隣のSD-13と南側のSD-l8とを区画する畦畔として

Ⅱ‐２－②層下半の高まりを確認できたが、１cm以下

しかなく、判然としない。西側を区画する畦畔は検出

できなかった。しかし、残されたⅡ‐２－②層上半の

上面の傾斜から、DS-42区の撹乱部周辺に南北方向の

畦畔を想定しておきたい。

北側のSD-l8とを区画する畦畔に水口が設けられて

いる。幅42～60cmで、SD-18に向かって次第に深くな

る。縦断面の埋土堆積を観察すると、上層にはⅡ‐２

－①層に対応する砂喋が多く混じる暗灰黄色砂質シル

トがたまり、下底面にはSD-18から流れ込むように暗

灰黄色砂質シルトと細砂の互層堆積する②層がみられ



る（図１８－８)。SD-18からSS-l6へ給水するための水

口と考えられる。

SS-l6では、床土層にあたるⅡ‐２－②層下半から土

師器塊の高台部破片（図２４－２．５）などが出土して

いる。

ＳＳ－１７

Ａ区南東部のＤＳ～ＤV－４１．４２区に位置する水田面

である。SS-l6と同様に、北辺に耕作土層にあたるⅡ‐

２－②層上半がわずかに残るが、ほとんど削平され、

床土層にあたる下半を検出したのみである。検出面は

標高26.45～26.58ｍで、ＤＴ・DU-42北半に向かって緩

やかに低くなる｡検出面では多くの凹凸を検出したが、

確実に耕起痕や足跡と判断できる窪みはない。前述し

たように東側のSS-16とを区画する畦畔は不明である

が、北側のSS-14、南側のSD-18とを区画する南北の

畦畔痕跡を確認できた。北側の畦畔は1幅55～75cm、南

側は幅80～109と推定される。また、西側の畦畔は、

DV-42区北東部で南側に向かってのびる幅45cmの畦畔

痕跡を検出できた。しかし、DV-42区南半部では確認

できなかった。以上の畦畔痕跡から、南北4.3～4.7ｍ，

東西１１ｍ前後の水田面を復元した。ただし、他の水田

面と比べて面積が広いので、さらに小さく区画されて

いる可能‘性が高い。

わずかに残る耕作土層（Ⅱ‐２－②層上半）～床土

層（Ⅱ‐２－②層下半）から、土師器の境の破片（図

22-1,図２４４)、須恵器瓶の頚部片（図22-26）など

が出土。また、SS-17・SD-l8間畦畔部からは、土師器

坪の底部片（図23-2）や須恵器蕊の口縁部破片（図

23-31）などが出土している。

ＳＳ－１９

Ａ区東壁沿いに設けた深掘りトレンチ断面では、調

査区南端のSD-18以南にもⅡ‐２－②層下半が残存し

ていることを確認できた。また、調査区南壁に沿って

ＤＳ～ＤＹ区でもⅡ‐２－②層下半を確認できた。しか

し、北側のSD-18とを区画する畦畔は検出できておら

ず、水田面の規模は不明である。数枚の水田面が含ま

れると考えられるが、SS-19として報告しておく。検

出面の標高は26.59～26.67ｍである。

耕作土層（Ⅱ‐２－②層上半）から土師器の柱状高

台土器（図22-20）などが出土した。

ＳＳ－２０

Ａ区北端中央部のＤＶ・DW-45区に位置する。水田

面は調査区北側にのび､南北3.0～3.05ｍ以上､東西3.85

3０

～3.95ｍの不整方形を呈する。水田面の標高は2620ｍ

前後で、東隣のＳＳ－３と比べてわずかに低い。水田面

には凹凸が多く残り、人間や牛の足跡と考えられる窪

みもあるが、規則的な配列は認められない。東側の

SD-3とを区画する畦畔は、Ⅱ‐２－②層下半を削り

出した幅0.9～L54mで、高さ３cm前後。南側のSD-10

とを区画する畦畔は、幅73～100cm、高さ１～２cm。

Ⅱ‐２－②層下半を削り出す。西側のSS-21とを区画す

る畦畔は、幅35～95cmで、南半を幅狭に造って、水口

を設けている。高さ３cm前後。

東西の畦畔の南端に水口が設けられている。東側の

水口についてはＳＳ－３で報告した。西側の水口は、縦

断する土層断面を観察すると、上部に砂牒が多く混じ

る黄褐色砂質シルトである①層が堆積し、底面には

SS-21に向かって灰黄色砂質シルトの小塊が混じる黄

褐色砂質シルトのレンズ状ブロックの②層が堆積する

(図１８－９)。水田面の標高差からも、ＳＳ－３からSS-20

へ、SS-20からSS-21への配水が考えられる。

耕作土層（Ⅱ‐２－②層上半）からは、土師器碗の

破片（図２２－２．９．１５）や、黒色土器塊の高台部破

片（図46-20）が出土。図46-20は内黒土器で、下層の

SD-209から出土した破片と接合する。また、ＳS-20.

21間畦畔部からの遺物として土師器境の破片（図

23-15）がある。

ＳＳ－２１

Ａ区北端中央よりのＤＷ・DX-45区に位置する。水

田面は調査区北側にのび、南北325ｍ以上、東西3.44

～3.95ｍの不整方形を呈する。水田面の標高は26.20ｍ

前後で、東隣のSS-20とほぼ同じである。水田面には

凹凸が残るが、他の水田面と比べて少ない。東側の

SS-22とを区画する畦畔は、前述したようにⅡ‐２－②

層下半を削り出したもので、高さ３cm前後。南側の

SD-10とを区画する畦畔は幅77～86cm、高さ３cmで、

西側のSS-22とを区画する畦畔は幅61～95cm，高さ６

～８cmで、ともにⅡ－２－②層下半を削り出す。

東側畦畔の水口についてはSS-20で報告した。西側

のSD-22とを区画する畦畔の南端で、水口と考えられ

る畦畔部の途切れを平面的に検出できた。しかし、縦

断する土層断面を確認したが、Ⅱ‐２－②層下半と同

じ砂喋が多く混じるシルト層で、確実に水口が切られ

ているのかは確定できなかった。

耕作土層（Ⅱ－２‐②層上半）から白磁皿（図

22-24.25）や須恵器斐（図22-32)、SS-21・SD-10間畦



畔からは土師器塊（図23-19）や土師質土器片（図

23-32）などが出土している。

ＳＳ－２２

Ａ区北西部のＤＸ・ＤＹ-44.45区で出土した。水田

面は調査区北側にのび、南北35ｍ以上、東西495～５３

ｍを測る方形を呈する。水田面の標高は26.18～2622

ｍを測る。水田面には比較的多くの凹凸が残るが、耕

起痕や足跡と考えられる窪みはない。東側のSS-21と

を区画する畦畔はSS-21で報告した。南側のSD-10と

を区画する畦畔は、幅59～76cm，高さ３～４cm・西側

のSD-24とを区画する畦畔は、幅46～64cm，高さ４～

６cmを測る。ともにⅡ‐２－②層下半を削り出している。

SD-lOとを区画する南側畦畔の西端と、SD-24とを

区画する西側畦畔の２ケ所で水口を確認した。おのお

の配水状況を確認するために、SD-10との水口を縦断

する土層断面を観察した。南側畦畔に設けられた

SD-10との水口では、上部に砂喋が少量混じる黄褐色

シルトの①層が、下部には細砂のレンズ状ブロックが

混じる黄褐色シルトが堆積する（図18-10)。西側の

SD-24との水口でも、上部に砂喋が少量混じる黄褐色

シルトの①層が、下部には細砂のレンズ状ブロックが

混じる黄褐色シルトが堆積する（図18-11)。ともに、

下部に細砂のレンズ状ブロックがみられることから、

SD－１０．２４への排水を目的とする水口と判断した。

耕作土層（Ⅱ‐２－②層上半)からは､黒色土器塊(図

22-21）や須恵質土器壷（図22-27)、耕作土層下部～床

土層からは土師器坪（図22-3）や塊（図22-6)、床

土層（Ⅱ‐２－②層下半）からは土師器椀（図24-7）

や白磁碗などが出土している。この中で、白磁碗は、

耕作土層出土の破片と接合する。また、SS-22・SD-10

間畦畔からは土師器塊（図23-6.11）や内黒の黒色

土器塊（図23-26）などが出土。図示していないが、

SS-22・SD-24間畦畔から出土した須恵器破片は、中層

水田上を覆う砂牒層であるⅡ‐２－③層出土の破片と

接合する。

ＳＳ－２３

Ａ区北西隅のＤＹ・ＤＺ－４４ｏ４５区に位置する。水田

面は、調査区の北側と西側にのびる。ただし、南側の

SD-29とを区画する畦畔は、ごく一部しか確認できて

いない。検出した水田面は、南北３ｍ以上、東西６ｍ

以上、標高は26.17～2621ｍを測る。水田面には多く

の凹凸が残るが、耕起痕や足跡と確実に判断できる窪

みはみられない。東側のSD-24とを区画する|畦畔の南
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半部は上部を部分的に削平されている。残存状態がよ

い北半部では、幅47～60cm、高さ３cm前後を測る。南

側のSD-29とを区画する畦畔は、DY-44区のSD-29沿

いで部分的に確認できただけである。ともにⅡ‐２‐

②層下半を削り出している。

東側のSD-24とを区画する畦畔には、幅40cmほどの

水口が切られていた。水口を縦断する土層断面を観察

すると、SD-24からSS-23水田面に向かって細砂のレ

ンズ状ブロックが混じる黄褐色砂質シルトである②層

がみられ、その上部にSS-23から砂喋がまばらに混じ

る黄褐色砂質シルトの①層が堆積する（図18-12)。

SS-23水田面はSD-24溝底よりも４cmほど高いが、埋

土の堆積状況からSD-24からSS-23への給水を目的と

する水口と考えた。

SS-23の耕作土層(Ⅱ‐２－②層上半)下部～床土層(Ⅱ

-2-②層下半）から土師器塊の高台部破片（図22-10.

13.17)、皿の底部破片（図22-18)、須恵質土器壷（図

2228)、弥生土器（図22-33)、東側畦畔に設けられた

水口の埋土下部から土師器椀の高台部破片（図21-26）

などが出土している。

ＳＳ－２６

Ａ区中央の北西よりのＤＶ・ＤＷ－４３．４４に位置する。

検出時に畦畔を削りすぎてしまったが、帯状に残るⅡ

-2-②層下半を検出して畦畔を復元した。推定できた

水田面は、南北4.43ｍ，東西3.33～3.65ｍを測る方形

を呈する。水田面の標高は2629～26.34ｍ･水田面に

は比較的多くの凹凸が残されている。人間や牛の足跡

と考えられる窪みもあるが判然としない。畦畔は、前

述したように検出時に削りすぎたために､高さは不明。

幅は48～60cmを測る。

耕作土層（Ⅱ‐２－②層上半）から土師器塊（図

22-12.19）が出土。１２は輪高台、１９は厚い円盤高台

のもの。SS-26東側のSD-25とを区画する畦畔から土

師器の柱状高台土器（図23-5)、ＳS－２６．２７間畦畔か

らは両黒の黒色土器塊（図23-25）などの破片が出土。

ＳＳ－２７ｏ２８

Ａ区北西部のＤＷ～ＤY－４３．４４区で、南北3.5～4.15

ｍ，東西7.6～7.7ｍの範囲が、畦畔と考えられる帯状

に残るⅡ‐２－②層下半で区画されている。水田面と

考えた。水田面は西側に向かって緩やかに高くなり、

東北端では標高26.29ｍ，西南端では26.42ｍと10cm以

上の比高差がある。耕作土層にあたるⅡ‐２－②層上

半を盛り上げた畦畔を想定して、東半部のSS-27と西



半部のSS-28の２枚の水田面を復元した。水田面には、

比較的多くの凹凸が残るが、耕起痕や足跡と考えられ

る窪みは確認できていない。

SS-27耕作土層下部～床土層から土師器椀（図22‐

８)、SS-27・SD-12間畦畔からも土師器境の高台部破

片（図23-14）が出土している。

ＳＳ－３０

Ａ区東端中央のＤＹ・ＤＺ-43.44区に位置する。水

田面は調査区西側にのび、南北3.2,,2.7ｍ以上の方

形である。上部にⅡ‐２－①層がごく薄くしか堆積し

ておらず、北側のSD-29と東側のSD-24とを区画する

畦畔を削りすぎてしまい、帯状に残るⅡ‐２－②層下

半で畦畔を復元した。北側の畦畔幅は坐～55cm、東側

は40～55cmと推定される。南隣のSS-34とを区画する

畦畔は、SS-30側では２cm前後の高まりを検出したが、

SS-34側では畦畔上部を削ってしまい帯状に残るⅡ‐

２－②層下半で畦畔を復元している。水田面の標高は

26.38～26.48ｍ・水田面には多くの凹凸がみられるが、

耕起痕や足跡と考えられる窪みは確認できなかった。

東側のSD-24とを区画する畦畔には幅80cmの水口が設

けられ、砂喋が多く混じる黄褐色砂質シルトで埋まっ

ている。

床土層（Ⅱ‐２－②層下半）から白磁碗（図2411)、

SS－３０．３４間畦畔から土師器塊（図23-18)、SS-30・

SD-29間畦畔から土師器坑（図23-7）や白磁碗（図

23-27）などが出土している。

Ｓｓ３１

Ａ区中央部のやや西よりのＤＶ～ＤX－４２．４３に位置

する不整台形状の水田面である。ただし、上部にⅡ‐

２－①層がごく薄くしか堆積しておらず、水田面の検

出時に削りすぎてしまい、SS-31を区画する畦畔は、

いずれも帯状に残るⅡ‐２－②層下半で復元した｡また、

南東側の畦畔は確認できなかった。検出面は、南北３９

ｍ、東西4.5～5.6ｍ，標高2640～2652ｍを測る。畦畔

の幅は43～60cm。Ⅱ‐２－②層上半の検出面には凹凸

が多く残るが、耕起痕や足跡と考えられる窪みは確認

できなかった。

床土層（Ⅱ‐２－②層下半）から土師器塊の高台部

破片（図２４１)、ＳS－３１．３２．SD-12間畦畔から両黒の

黒色土器皿の口縁部破片（図23-24）などが出土して

いる。

ＳＳ－３２．３３

Ａ区中央から西よりのＤＸ・ＤＹ－４２．４３区では、上

3２

部にⅡ‐２－①層がごくわずかしか堆積しておらず、

水田面の検出時に削りすぎ、畦畔と考えられる帯状に

残るⅡ‐２－②層下半に囲まれたⅡ‐２－②層上半の広

がりを検出できた。確認できた畦畔の幅は45～95cm。

Ⅱ‐２－②層上半の標高は26.38～2658ｍで、２０cmもの

比高差があることと、水田面の規模から考えて、ほぼ

中央に南北方向の耕作土層のⅡ‐２－②層上半を盛り

上げて造る畦畔を想定し、東半部をSS-32、西半部を

SS-33として２枚の水田面を復元した。Ⅱ‐２－②層上

半の検出面には凹凸が多く残る。しかし、耕起痕や足

跡と考えられる窪みは確認できなかった。

ＳS-32.33の耕作土層(Ⅱ‐２－②層上半)～床土層(Ⅱ

-2-②層下半）から土師器塊の高台部破片（図22-7.

11）や両黒の黒色土器椀の口縁部破片（図22-22）な

どが出土している。

ＳＳ－３４

Ａ区西辺のほぼ中央のＤＹ・ＤＺ－４２．４３区で出土し

た方形の水田面である。上部にⅡ‐２－①層がほとん

ど堆積しておらず、畦畔と考えられる帯状に残るⅡ‐

２－②層下半に囲まれたⅡ‐２－②層上半の広がりから

復元した。水田面は、調査区西側にのび、南北29ｍ、

東西25ｍ以上と考えられ、Ⅱ‐２－②層上半の検出面

標高は26.50ｍ前後である。畦畔の幅は45～60ｃｍと推

定される。検出面には足跡と考えられる凹凸が多く残

るが、確実に足跡と判断できるものはない。

南隣のSS-39とを区画する畦畔が幅26clnほど途切れ

る部分があり、水口と考えた。埋土は耕作土層である

Ⅱ‐２－②層上半と共通する。

床土層（Ⅱ‐２－②層下半）から土師器境（図２４９）

などが出土している。

ＳＳ－３５

Ａ区のほぼ中央のＤＶ－４２．４３区に位置する。上部に

Ⅱ‐２－①層が部分的にしか堆積しておらず、DV-42北

東部で北東隅周辺の畦畔を検出できた。西側の畦畔は

帯状に残るⅡ‐２－②層下半で復元できたが、南側を

区画する畦畔はⅡ‐２－②層上半が残存していないた

め不明である。しかし、西側が緩やかにカーブしての

びるSD-25に沿う三角形の水田面と推定され､北辺2.45

ｍ、南西辺３ｍ，東辺2.5ｍ前後の規模が考えられる。

検出面の標高は26.48～2650ｍを測る。西隣のSS-l7と

を区画する畦畔は幅42cm前後、北隣のSS-15とを区画

する畦畔は幅55cm、東側のSD-25とを区画する畦畔は

幅58～62cmである。検出面には耕起痕や足跡と考えら



れる凹凸が残るが、判然としない。

SS-35床土層（Ⅱ‐２－②層下半）から土師器塊（図

24-3)、SS-34・SD-25間畦畔から土師器椀（図23-23）

の高台部破片などが出土している。

ＳＳ－３６

Ａ区中央南よりのＤＶ・ＤＷ－４１．４２区にあたる

SD-18とＳＳ-31.35､SS-17とSS-37に挟まれた部分では、

Ⅱ‐２－①層やⅡ‐２－②層上半が残存しておらず、Ⅱ

－１層直下からⅡ‐２－②層下半があらわれた。明確に

畦畔に区画された水田面を確認できなかったが、床土

層にあたるⅡ‐２－②層下半が残ることから、もとも

と水田面が造成されていたものと考え、SS-36とした。

検出面には耕起痕や足跡の可能性をもつ凹凸もある

が、確定できなかった。

ＳＳ－３７ｏ３８

Ａ区南西部のＤＷ・DY-42区で推定した水田面であ

る。この地点では、Ⅱ‐２－①層やⅡ‐２－②層上半が

残存しておらず、Ⅱ‐ｌ層直下からⅡ‐２－②層下半が

あらわれた。北隣のＳＳ－３１．３２．３３、西側のSD-24と

を区画する畦畔と考えられる帯状に残るⅡ‐２－②層

下半を確認できたが、南側のSD-18とを区画する畦畔

は検出できなかった。検出面は標高2652～2658ｍで、

南西から北東に向かって緩やかに傾斜属する。推定され

る水田面の規模は､南北3.1ｍ,東西９ｍ前後であるが、

この範囲を１枚の水田面とするには面積が広すぎるの

で、DX-42区の南北にのびる撹乱溝を挟んで、東半部

をSS-37、西半部をSS-38とする２枚の水田面を復元

した。検出面では、SS-38東端部を中心として、耕起

痕や足跡と考えられる凹凸が残る。しかし確実に足跡

などと判断できるものはない。

SS-37床土層（Ⅱ‐２－②層下半）から土師器坪底部

破片（図24-6）などが出土している。

ＳＳ－３９

Ａ区南西端のＤＹ・DZ-42区に位置する。この地点

では、Ⅱ‐２－①層は残存しておらず、Ⅱ‐１層を除去

後に精査して、畦畔と考えられる帯状にのびるⅡ‐２

－②層下半に囲まれたⅡ‐２－②層上半の広がりを検出

できた。推定される水田面は、調査区西側にのび、南

北4.15～44ｍ，東西225ｍ以上の方形を呈する。標高

は26.50ｍ前後。検出面では、耕起痕や足跡と考えら

れる凹凸も残るが、確実に足跡などと判断できるもの

は検出できなかった。北隣のSS-34とを区画する畦畔

は幅47～56cm，南隣のSS-40とを区画する畦畔は幅4５

3３

ⅢＡ地区の遺構・遺物の調査記録（その１）

～50cmを測る。南北の畦畔には途切れる箇所があり、

水口と考えた。埋土はいずれも耕作土層であるⅡ‐２

－②層上半と共通する。SS-39・SD24間畦畔から同安

窯系青磁の破片（図23-29）などが出土している。

ＳＳ－４０

Ａ区南西端のＤＹｏＤＺ－４１．４２区に位置する。周辺

ではⅡ‐２－①層は残存しておらず、Ⅱ‐１層直下でⅡ

-2-②層があらわれた。北隣のSS-39と東側のSD-24

の一部で畦畔と考えられる帯状にのびるⅡ‐２－②層

下半の変色部を検出でき、調査区西側と南側にのびる

方形の水田面を推定した。Ⅱ‐２－②層の検出面の標

高は26.55～26.59ｍで､水田面は南北２ｍ以上､東西２５

ｍ以上である。検出面では、いくつかの不整形の凹凸

を検出したが､耕起痕や足跡と考えられるものはない。

北隣のSS-39とを区画する畦畔には、水口と考えられ

る途切れ部がある。

２）溝

Ⅱ‐２－②層上面では、ＳＤ－８～１２．１８．２４．２５．

２９の９条の溝が出土した。いずれも水田面に伴う水路

で、東西にのびるＳＤ－８・’０．１２．１８．２９を基幹とし、

これらを繋ぐように、北から南へ向かってのびるＳＤ‐

９．２４．２５を配置する。さらに、補助的にSD-llなど

を設けている。

ＳＤ－８

Ａ区北東部のDT45区で、ＳＳ－２から西へ向かって

のびる水路で、ＳＤ－９・１０が分岐する地点までをＳＤ‐

８とした。ＳＳ－２からの流出部で幅50cm、深さ５cm，

SD-9・１０が分岐する地点で111副.2ｍ，深さ６cmを測る。

SS-2側がＳＤ－９・１０分岐点よりも２～４cmほど高い。

SS-2で報告したように、埋土下部に砂喋が非常に多

く混じる暗灰黄色砂質土が堆積し（図１８－１)、ＳＳ２

からの流水があったことを確認できた。土師器塊の高

台部破片（図21‐１）などが出土している。

ＳＤ－９

Ａ区北東部のDT-45区でＳＤ－８から分岐して北側へ

向かって流れる水路である。SD-10と分岐する付近で、

溝底の標高は2615～26.18ｍで、北へ向かってわずか

に低くなる。

ＳＤ－８から分岐する地点の埋土を観察すると、上半

部に径１～1.5mmの砂喋が多く混じる暗灰黄色シルト

の①層、下半部に砂篠が少なくやや粘性をおびる暗灰

黄色シルトの②層、溝底に親指先大の小円篠が少量混
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ＳＤ‐８からの分岐点近く、ＤＶ・ＤＷ区の境界部、

ＤＷ・ＤＸ区の境界部の計３ケ所で、埋土の堆積状況

を観察した。ＳＤ－８からの分岐点近くの埋土は、小円

蝶が少量混じるオリーブ褐色砂質シルトの①層で、灰

白色細砂のレンズ状ブロックがみられる（図19-2)。

ＤＶ・ＤＷ区の境界部では、最上部に径１mmほどの篠

が少量混じる暗灰黄色粘質シルトの①層、中位～溝底

には砂質が強い灰黄色砂質シルトの②層が堆積し、②

層では細砂のレンズ状ブロックがみられる(図１９－３)。

ＤＷ・ＤＸ区の境界部は、砂牒混じりの灰黄褐色シル

トの①層で埋まっていた（図19-4)。埋土下半～溝底

近くで､細砂のレンズ状ブロックがみられることから、

溝底に凹凸があるとしても、東から西へ向かって流水

があったことを把握できる。

埋土中から土師器塊（図２１－３．４）の高台部破片、

炭化物小片が少量出土している。４は溝底から出土。

②

②

６：SD-12東

Ｓ

５：ＳＤ－１１南

Ｒ Ｒ’

①’26.50ｍ
Ｓ’
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じる暗灰黄色砂質土の③層が堆積する（図19-1)。ま

た、①層には、北に向かって流れるように、灰黄色砂

質土のレンズ状ブロックがみられる。

埋土①層から小指先大の不定形の炭化物片が少量、

②層から両黒の黒色土器境の口縁部破片（図21-2）

などが出土している。

ＳＤ－１０

Ａ区東北部のDT-45区南西端で、ＳD－８．９から分

岐して西へのび、DY-45区南東端付近でSD-24と合流

する水路である（図版６‐１)。総延長21.5ｍほどを測

る。溝底にはこまかな凹凸があるが、標高26.14～

26.20ｍとほぼ平坦である。東端のＳＤ－８からの分岐

点では溝幅47cm、深さ５～６cm、その西側のDU-45区

では溝幅82～93cm，深さ６cm、中央部のDW-45区で

は溝幅60～80cm、深さ３～６cm，東端のDX-45区では

幅43cm前後、深さ４cmを測る。

O
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②
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図１９Ａ区Ⅱ-2-②（上層水田）層に伴う溝の土層断面図１（縮尺1/20）
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図２０Ａ区皿2-②（上層水田）層に伴う溝の土居断面図２（縮尺1/20）との分岐点近くで

26.38ｍ，北端部で

26.34ｍと、ごくわずかであるが北に向かって低くな

る。

南北２ヶ所で土層観察用ベルトを設定し、堆積土層

を観察した。北側の土層観察用ベルトでは、上部に径

ｌ～２ｍの篠が多く混じる灰色粘質土の①層、下部に

灰色粘質土に細砂の薄いレンズ状ブロックが互層状態

で縞状に堆積する②層を確認した（図19-4)。南側の

土層観察用ベルトでは、上部～中部に径１～２ｍの角

牒が多く混じる灰色粘質シルトの①層、溝底には灰褐

色粘質土に細砂・微細砂の薄いレンズ状ブロックが縞

状にみられる②層が堆積する（図19-5)。溝底の高低

と埋土から、SD-11はＳＳ－６ｏ７に給水を行うための

補助的水路と考えた。

埋土から土師器皿の底部破片（図21-5）や、炭化

物小片などが出土している。５の外底面には回転糸切

り離し痕が残る。

ＳＤ－１２

Ａ区のほぼ中央DR-43区からＤＹ－４２．４３区へ向かっ

て東西にのびる水路である（図版６‐２)。東側は調査

区外へのび、西端は南北方向にはしるSD-24と合流す

3５

る。西側がわずかに北にカーブするが、総延長34ｍ以

上を確認できた。溝幅は、東端のDS-43区では85～

115cm，東半部のＤＵ・DV-43区では95～105cm、西半

部のＤＷ・DX-43区では68～80cm，西端のDY-43・“

区では67cm前後を測る。溝底は凹凸が多く、東端で標

高26.36ｍ，中央部で26.28ｍ，西端で26.34ｍと、部分

的に低く窪む部分もある

SD-12では、６ヶ所に土層観察用ベルトを残して埋

土の堆積状況を確認した。東端近くのDS-43区西半部

では、上部～中部に小喋が非常に多く混じる灰褐色砂

質シルトの①層、溝底近くに灰褐色シルトと細砂・微

細砂の薄いレンズ状ブロックが縞状に互層堆積する②

層を確認できた（図19-6)。ＤＳ・DT-43区境界部の

SD-llとの分岐点では、上部に、径１～２ｍの角喋や

細砂が多く混じる灰褐色砂質シルト①層と、細砂が非

常に多く混じる灰褐色砂質シルトである②層がみられ

る｡下部には､細砂および微細砂の薄いレンズ状ブロッ

クを縞状に互層状態で含む灰褐色シルトの③層、灰褐

色粘質シルトを主体とする④層が堆積する(図20-1)。

調査区中央のDV-43区のSD-25との合流点では、十
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字に土層観察用ベルトを残して、埋土を観察した。上

部には径１mmの砂喋が少量混じる暗灰黄色シルトの①

層がレンズ状に堆積し、下部は溝底まで径１～２ｍの

砂喋や小指先～親指先大の円操が多く混じる暗灰黄色

砂質土で埋まる（図１９－７．８)。

ＤＷ・DX43区境界部に設定した土層観察用ベルト

では、最上部ににぶい黄褐色粘質シルトブロックの①

層、上部～中部に灰白色砂や小指先大の円喋、明黄褐

色シルト小塊が混じり合うにぶい黄褐色砂質シルトの

②層、溝底の一部に貼り付くように径0.5ｍの砂喋が

多く混じる暗灰黄色砂質土がレンズ状に堆積する（図

20-2)。西端のＤＹ-43.44区のSD-24との合流地点で

は、溝底の標高がほとんど同じなので、配水の方向を

確認するため、溝方向に平行する土層観察用ベルトを

設定した。その結果、SD-l2からSD-24へ向かって押

し出されるように、明黄褐色シルト小塊が混じる黄褐

色シルトの①層、径１ｍ～小指先大の砂喋が多く混じ

る黄褐色砂質シルトの②層、砂喋が多く混じるが粘性

がある黄褐色砂質シルトの③層、径１ｍ～小指先大の

砂篠が多く混じる黄褐色砂質シルトの④層が堆積して

いる状況を観察できた（図20-3)。以上のSD-l2を埋

積する土層から、SD-12は東から西に向かって給水を

行うことを主目的とする水路と考えた。

SD-12埋土からは土師器の塊（図21-6～９）など

が出土している。また、ＳD-12.25の合流地点では土

師器坪の底部片（図21-11)、土師器塊（図21-10）や白

磁碗（図21-12）などが出土した。８は、高台を貼り

3６

付けるために、接合部に幅広の沈線を１条巡らす。焼

成が不良で､器壁の芯部に灰黒色の黒化が残る。９は、

内外面ともに黒色に焼き上がっているが、芯部から黒

色が染み出しており、焼成不良の土師器と判断した。

１１の坪の外底面には､回転糸切り離し痕が残る。１２は、

小さな玉縁口縁の白磁碗で、内外面とも全面施粕。細

かな貫入がみられる。１３はSD-12・SS-14間水口から

出土した底部破片。

ＳＤ－１８

Ａ区南部のDR-41～DX-42区で東西にのびる水路で

ある（図版６‐３)。DX-42区以西では検出できなかっ

た。しかし、DY-42区南西部のSS-38の南側で、畦畔

と考えられる東西に帯状に残るⅡ‐２－②層下半と、

その北側の窪みを確認できたので、この地点でSD-24

と合流すると考えられる。また、DV-41区東端では、

北側に小さく張り出す部分がある。この地点は、北か

らのびるSD-25の延長線上にあり、ＳD－１８．２５の分岐

点である可能性が高い。このように総延長は34ｍ以上

となる。溝底の標高は26.52～26.58ｍであるが、かな

りの凹凸があり、一定していない。溝幅は、DS-41区

で55～65cm、ＤＴ・DU-41区で65～106cm，ＤＶ４１区で

は74cm前後を測る。ただし、ＤＷ－４１．４２区では30～６０

ｃｍと細く浅くなる。SS-18が位置する付近は、水田面

の報告でもふれたように、Ⅱ‐２－①層がみられず、

Ⅱ‐１層の直下でⅡ‐２－②層上半もしくは下半があら

われる。そのため、溝の上部はⅡ‐ｌ層の耕作によっ

て削られているものと考えられる。
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埋土中からは、土師器塊（図21-14～１７）や黒色土

器塊（図21-18.19）の高台部破片などが出土している。

18は内黒土器である。１９は、黒色土器としてはかなり

厚いが、内面が黒色であり内黒土器に分類した。土師

器塊の１５の器壁の芯部には灰色の黒化が残る。

ＳＤ－２５

Ａ区中央のDV42～44区で、南半部が緩やかに東に

カーブしながらのびる南北方向の水路である（図版６

－４)。北端部はSD-lOと合流すると考えられるが、合

流部は撹乱で削れている。南端部のDV-42区以南は途

切れているが、水田面の報告でもふれたように、上部

のⅡ‐ｌ層の耕作によって削られたものと考えられ

る。ただし、延長線上に位置するSD-l8のDV41区東

端で確認された小さな張り出し部分は、SD-25との合

流点である可能性が高い。検出できたSD-24の総延長

は11ｍほどである。溝底は、他の水路と同様に多くの

凹凸があるが、南端での標高は26.46ｍ，北端で26.24

ｍを測り、北に向かって次第に低くなる。比較的遺存

状態がよいDV43区では、溝幅77～109cm、深さ５cm、

DV-44区では幅89～97cm，深さ６～７cmを測る。

ＤＶ４３区のSD-l2との合流点と、DV-44区南半部で

図２５Ａ区Ⅱ-2-②（上層水田）層の畦畔部出土遺物

実測図２（縮尺2/3）
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１

５cｍ

リ
DT-41区東端、ＤＶ４１区中央、ＤＶ･DW-41区境界部、

DＷ－４１．４２区西端部の計４ケ所で埋土の土層断面を観

察した。DT-41区東端では、上部に径１皿ほどの砂喋

が多く混じる暗灰黄色砂質シルトの①層が堆積し、下

部の②層には暗灰黄色砂質シルトと基本層序Ⅳ層の明

黄褐色砂質シルトが混じり合い、灰色細砂がレンズ状

ブロックでみられる（図20-4)。

DV-41区中央では、上部はオリーブ褐色シルトの①

層で埋まり、中部～下部の②層はオリーブ褐色シルト・

黄灰色シルト・明黄褐色砂質シルトが混じり合うとと

もに、径１mm前後の砂喋のレンズ状ブロックがみられ

る（図20-5)。ＤＶ・DW-41区境界部は黄灰色砂質シ

ルトの①層（図20-6)、ＤＷ-41.42区西端部はオリー

ブ褐色シルト・黄灰色シルト・明黄褐色砂質シルトが

混じり合う①層（図20-7）で埋積されている。

埋土中からは両黒の黒色土器椀の高台部破片（図

21-20）などが出土している。

ＳＤ－２４

Ａ区西部のDY-41～45区で南北にのびる水路であ

る。前述したようにDY-45区でSD-10、DY-42区で

SD-l8と合流する。南北端とも調査区外にのび、出土

したSD-24の総延長は19ｍである。溝底はかなりの凹

凸があるが、南端で標高2649ｍ、北端で26.14ｍと、

北に向かって次第に低くなる。北端のDY-45区では幅

83～91cm、深さ８～10cm、中央のＤＷ－４３・“区では

|幅52～58cm、深さ６～８cmを測る。しかし、南半部の

DY-42区では、水田面の報告でも述べたように、上面

がⅡ‐ｌ層の耕作によって削られて、溝幅60～77cm，

深さ８cmしか残存していない。

DY-42区北端でSD-24の埋土の堆積状況を観察した。

上部～中部は径01mmほどの砂粒が多く混じり砂っぽ

い黄褐色砂質シルトの①層で埋まり、溝底には黄灰色

砂質土がレンズ状に堆積する。流水の痕跡である（図



埋土を確認した。前者はSD-10で報告している（図

１９－７．８)。DV-44区南半部では、砂喋が多く混じる

暗灰黄色砂質シルトの①層が堆積し、溝底に粘性が強

い暗灰黄色砂質シルトの②層がレンズ状に堆積する。

他の水路の埋土と比べて、それほど旺盛な流水は考え

られない（図20-9)。

埋土下部から土師器塊（図21-21）や瓦器坑（図

21-23)、溝底から土師器塊（図21-22）などが出土して

いる。

ＳＤ－２９

Ａ区北西部のDY-44区で部分的に1.9ｍほど検出で

きた東西方向にのびる水路である。溝底の標高は

26.32ｍ前後で、溝幅50～57cm、深さ７cm前後が遣存

する。埋土の特徴は､調査時に観察を怠ってしまった。

溝底から土師器の塊の高台部破片（図21-24）など

が出土している。

３）小穴

この他、Ⅱ‐２－②層上面では、砂喋混じりの灰黄

褐色砂質シルトを埋土とする小穴SP-40～42を確認し

た。これらの埋土はⅡ‐ｌ層と共通するので、Ⅱ‐２‐

②（上層水田）層に伴うものではない。巻末の遺構一

覧表を参照されたい。

（２）水田耕作土。畦畔。床土出土の遣物

Ⅱ‐２－②（上層水田）層から出土した遺物を報告

するが、その中には、ＳＳ－４の耕作土層から砥部焼染

め付け碗・白磁の口縁部破片が各１点、SS-38の床土

層から近代の施粕陶器の胴部破片１点が含まれてい

る。このことに遺物整理作業中に気がつき、出士付置

などを再確認した。まず、ＳＳ－４は調査区東端の壁際

近くに位置し､調査区壁からの落ち込みが考えられる。

また、SS-38の遺物は床土層として取り上げていたが、

この部分は本来耕作土層・床土層はなく、Ⅳ層上面に

残された疑似畦畔で復元した水田区画であり、Ⅱ‐１

層の掘り残し部分からの出土である可能性が高い。以

上から、上層水田の耕作土・床土層には近世～近代の

遺物は包含されていないものと考える。

１）耕作土層出土の遺物

Ⅱ－２－②（上層水田）層の調査ではく耕作土と床

土部分を面的に区分できず、耕作土層～床土層として

3９
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取り上げた遺物が含まれる（図22-1～34)。１～20は

土師器。１．２は境の口縁部片。３．４は坪の底部片

で､３の外底面には回転糸切り離し痕が部分的に残る。

５～17は塊の輪高台周辺の破片。７．１３の底部の芯部

には灰黒色‘ないし灰色の黒化層が部分的に残る。１８は

皿か。１９は厚めの円盤高台をもつ椀で、外底面の切り

離しは回転糸切りと考えられるが、判然としない。２０

は柱状高台土器である。２１．２２は両黒の黒色土器塊。

23～25は白磁。２３は碗の胴部破片で、玉縁口縁をもつ

と考えられる。胴部下半は露胎のまま。また、SS-l4・

'７．２０の耕作土層からも、白磁碗の胴部破片が各１点

出土している。２４．２５は、傾きと器壁の薄さから、皿

と考えた。２６は須恵器の瓶の頚部～肩部の破片。２７～

29は須恵質土器の壷の底部片。２９の外底面には、回転

糸切り離し痕らしき痕跡がみられるが､判然としない。

30～32は古墳後期の須恵器で､３０は杯身､３１は長頚壷、

32は蕊の口縁部片である。３３．３４は弥生土器の謡の底

部片。３４の器壁の芯部には、黒灰色の厚い黒化層が残

る。３０～34は混入品である。

２）畦畔部出土の遺物

土師器・黒色土器・白磁・青磁。須恵器・土師質土

器･鉄器がある（図23.25)。図23-1～４は土師器坪。

１の外底面には板状圧痕の痕跡がわずかに残り、４の

外底面は回転糸切り離し。５は柱状高台土器の底部片。

６～23は輪高台の塊の破片｡15の内面は黒色であるが、

黒変がそのまま残った土師器と判断。１２．２２の外底面

には回転糸切り離し痕がみられる。２０の内面は、二次

的な火熱を受けて赤変。６の底部の芯部には淡い明灰

色、２２の器壁の芯部には黒色の黒化層が残る。

２４は両黒の黒色土器皿、２５は両黒、２６は内黒の黒色

土器塊である。２７．２８は白磁碗。図示した以外に、こ

の他、SS-l4･'7間、SS-16･SD-l8、SD-29･SS-30間の畦

畔部から、白磁碗の胴部片が各１点出土。２９は、同安

窯系青磁の塊で、内外に黄緑色の紬を施すが、口縁部

内面は重ね焼きのため、粕が一部剥げたり粕溜まりが

できている。胴部外面には櫛歯文、内面には沈線が一

部残る。３０は、龍泉窯系青磁の椀で、内外面にともに

やや黄色みを帯びる緑色の紬を施す。外面には連弁文

を削り出す。内面には１条の沈線文と、草花文の一部

と考えられる文様をへう描きで施文する。３１は、須恵

器の謡の口縁部片で、混入品。３２は、土師質土器の胴

部片で、外面に格子文のタタキ目が残る。



図25-1は、3.9×2.9cmの三角形の鉄片で。厚さ４ｍ

を測り、片面がわずかにくぼむ。鉄器素材あるいは鉄

器製作残津の可能性を考えた。残存重量1Logを測る。

３）床土層出土の遺物

出土した遺物は少ない（図24-1～１１)。１～９は土

師器椀。１の内面は黒変。６は底部側面に幅８ｍほど

の灰色の黒化層が輪状に巡る。高台部が接合面で剥が

れたものである。７は高台部を接合する際に沈線を２

条巡らし、接合しやすいように工夫している。底部に

は淡灰色の黒化層が部分的に残る。８も、胴部の器壁

の一部に灰色の黒化層が残る。１０．１１は白磁碗である。

１０は、内面と外面胴部上半までは施粕。胴部下半外面

は露胎のまま｡１１の玉縁口縁部には粕垂れがみられる。

４Ⅱ‐２－③層と出土遺物

Ⅱ－２－③層は、部分的に黄褐色砂質シルト、オリー

ブ褐色砂質シルト、灰黄褐色砂質シルトとなるが、砂

喋が非常に多く混じる堆積土層である。Ａ区東半～中

央ではＤＲ～DV-42区以北、西半ではＤＷ～ＤＸ４３

区以北、ＤＹ～DZ44区以北に堆積し、検出面は調査

区北東部に向かって緩やかに低くなる。SS-llOの覆土

部分などでは、粗砂や小喋からなる薄いラミナ層がみ

られる。しかし、こうしたラミナ層が多く見られるの

は、SD-102沿いの南半部で、中央部や北半部へ向か

うほどラミナの発達はみられない。また、SS-lO5の覆

土は小石や篠・砂がとくに多く混じる。一旦SD-101

から流水が流れ込んだ後、水田域全体に比較的緩やか

に増水した結果､Ⅱ‐２－③層が堆積したものと考える。

上部のⅡ‐２－②層下半（上層水田の床土層部分）と

漸移的な部分があり、区分が暖昧になったとこともあ

るが、下部のⅡ‐２－④（中層水田）層との層界は明

確に区分できた。

Ⅱ‐２－③層からは比較的多くの遺物が出土してい

る。鉄器（図２６－１．２)、土師器（図27-1～72）・黒

色土器（図27-73～88）・白磁（図28-1～９）・緑粕陶

器（図28-10）・須恵質土器（図28-11～16）・丸瓦（図

28-22）の古代後半～中世の遺物と、古墳後期～奈良

時代の須恵器（図28-17～21)、弥生土器（図28-23.

24)、石器（図40-1）などがある。奈良時代以前の遺

物は混入品である。

図26‐１は、鉄刀子の破片。背関が部分的に残る。

残存長32cm、幅1.3cm，厚さ３mmを測る。刃部の断面

は細長い二等辺三角形である。残存重量3.29を測る。

２は、先端部を欠くが、残存長48cmの鉄釘である。

上端を0.7cmほど直角に折り曲げて釘頭とする。体部

の断面は長方形で、最大幅1.2cm、最大厚５mmを測る。

4０

先端に向けて幅が次第に狭く細くなる。残存重量９．９

９を測る。

図27-1は土師器の皿、２～５も底径から皿と考え

た。１の器壁の芯部には淡黒色の黒化層が残り、外底

面は黒変したままである。２．３の外底面には回転糸

切り離し痕が残る。６～18は塊の口縁部片。８は砂粒

を含まない精選粘土を用い､内面に黒斑が生じている。

９．１１．１２は、胎土は砂喋がほとんど混じらない精選

粘土を用いている。９は比較的厚でのつくりであるが、

１１．１２は薄でのつくりである。１１の内面には、明赤褐

色の肌理の細かい化粧土が部分的に残る。１５は、内外

面とも二次的な火熱を受けて赤変する。１９～26は底径

から坪の底部片と考えた。２１の外底面には回転糸切り

離し痕が残る。２３．２４は、外底面を糸切り離ししてい

ると考えられるが、判然としない。２６の底部の芯部に

は淡黒色の黒化層が残る。２７～65は輪高台をもつ碗の

破片である。５０は、ＳS－１０９．１１０間北側水口の埋土か

､

１１

こ〕 閏

１

5cｍ

図２６Ａ区Ⅱ-2‐③

層出土遺物実測図’

ｏ（縮尺2/3）
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79は両黒の皿、７６．８０～88は両黒の塊である。

図28-1～７は白磁碗。６の外面は回転へラケズリ

で、露胎のまま。７の見込み部分に幅が一定しない沈

線が巡る。外面は露胎のまま、内面は施紬。１は、二

次的な火熱を受けているためか、くすんだ紬色となっ

ている。８．９は白磁皿。８の胎は白色。外底面は露

胎のままで、以外は施粕。胎の質から撹乱による混入

の可能性を考えておく。９の外面は回転へラケズリ。

内面は横ナデ。外底面周辺は露胎のまま。

１０は緑粕陶器。粕色は濃青緑色。１１～16は須恵質土

一房'５

重ヨ

、

二二二二ｴﾆｧー 一一

ｒ
、２

ら出土した破片と接合する｡27の内面は黒変したまま。

３４．５０は、胎土に砂粒がほとんど混じらない精選粘土

を用いる。４６の外底面には回転糸切り離し痕が残る。

３９．５５．５６は、二次的な火熱を受け、器表面が赤変す

る。４０．４８．５４．５７．６０．６１の高台部や器壁の芯部に、

淡黒色、灰色の黒化層が残る。６６～71は厚い円盤状の

高台をもつ｡66の外底面には回転糸切り離し痕が残る。

72は土鍋の口縁部片で、口縁端面～外面は刷毛目調整

の後に横ナデを施す。内面は乱雑な横ナデ。

７３～88は黒色土器で、７３～７５．７７．７８は内黒の境、
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図２８Ａ区Ⅱ-2-③層出土遺物実測図３（縮尺1/3）
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器。１４～16は壷の底部片で､同一個体の可能性が高い。

15の破片には、DT-41区SS-l7・SD-16間畦畔部、

DW-44区SS-26耕作土層から出土した破片が接合す

る。また、１６には、DV-43区や上層水田のSS-22西側

畦畔部から出土した破片が接合する。

１７～19は須恵器で、１７は短頚壷の蓋、１８は坪蓋、

１９．２０は坪身である。２２は丸瓦の端部の破片。凸面の

ⅢＡ地区の遺構・遺物の調査記録（そのｌ）

端部近くには平行条線のタタキ目が部分的に残る。凹

面には平織りの布の圧痕が残る。

２３．２４は弥生土器。２３は口縁端に粘土を貼り付けて

上下に拡張し､端面に４条の沈線状の凹線文を巡らす。

24は手握ねの小型鉢と考えた。

図40‐１は、サヌカイトの打製石錐で、基部を欠損

する。現存重量1.29を測る。

５Ⅱ‐２－④（中層水田）層の遺構と遺物

Ⅱ‐２－④（中層水田）層は褐色シルトないし暗灰

黄色砂質土が混じる土層で、ＤＲ～DV42区以北、西

半ではＤＷ～DX-43区以北、ＤＹ～DZ-44区以北の調

査区北東のやや低くなった部分を中心として広がる。

上部に堆積する、砂喋が多く混じるⅡ‐２－③層とは

比較的容易に区分できた。

また、Ⅱ‐２－④層の上半は、粘性が強く土壌化が

進んでいる。下半には砂が混じり、やや粘性が弱くな

る。上半を耕作土層､下半を床土層として調査したが、

平面的に区分することは困難で、調査区東壁沿いに設

けた深掘りトレンチや撹乱溝の壁面で確認できた上半

と下半の区分を参考としながら、上半の耕作土層と下

半の床土層を掘り分けながら､精査に努めた。しかし、

区分が混乱した時もあり、耕作土層下部～床土層とし

て取り上げた出土遺物も多くなった。

（１）遺構

Ⅱ‐２－④層上面では、畦畔で区画されたSS-lO5～

１１３．１１５～118の水田面、これに伴うSD101～１０４．

１１４．１１９．１２０．１２２が出土した（図版９，１０－１)。

SX-121は埋積土層の観察から水溜遺構と考えた。

SK-123はSS-105の水口底面からSD-122溝底に接する

ように掘り込まれている。SS-lO5の水口に関連する土

壌である。また、調査区南西部のＤＶＤＷ-41.42区、

ＤＸ～DZ-41～44区の微高地上では型によると考えら

れる耕作痕跡が検出できた。

１）水田

SS-105～113.115～１１８の計13枚の水田面が出土し

た。水田面は北東に向かって緩やかに傾斜･し、東西に

走るＳD-102.103を境として８cmほどの段差が設けら

4３

れている。水田を区画する基軸となる畦畔は、南北方

向に走るSD-lO1～１０３沿いに設けられた畦畔で、南北

方向にのびる畦畔で小さく区画される。畦畔はいずれ

もⅡ‐２－④層下半の砂混じりでやや粘性が弱い褐色

シルトを削り出して造られている。

ＳＳ－１０５

Ａ区南東のＤＴ-42.43に位置する。南北2.0～2.15ｍ，

東西2.25ｍの方形を呈し、水田面の標高は26.28ｍ前後

を測る。水田面にはⅡ‐２－③層で埋まった凹凸がみ

られるが、耕起痕や足跡と確実に判断できるものはな

い。SS-105は、南北1.8ｍ、東西2.35ｍほどの不整長方

形を呈する。北側のSD-102とを区画する畦畔は、幅

50～56cm、高さ２cm・南側のSD-101とを区画する畦

畔は、幅58～68cm、高さ６～８cm・西側のSD-122と

を区画する|畦畔は、幅55cm前後、高さ２～４cmを測る。

いずれもⅡ‐２－④層下半を削り出して造られている。

南東部・北部。北西部の３ヶ所で畦畔が途切れる部

分があり、水口と考えた。南東部の水口は、東側から

のびてきたSD-114がSD-lOlと合流する地点に設けら

れている。幅37cm、深さ14cmを測り、底面はＳＤ-101.

114合流点に向かって低くなる。SD-101理十ｋ半部と

同じく、径１ｍ～小指先大の砂喋が多く混じる灰黄褐

色砂質シルトで埋まっている。北側のSD-102とを区

画する畦畔に設けられた水口は、幅48cm前後、深さ２

～６cmと、底面はSD-lO2に向かって低くなる。砂喋

が混じるにぶい黄褐色～黄褐色の砂質シルトで埋ま

る。直径01～３ｍ前後の白色砂粒を多く含む。北東

隅のSD-l22とを区画するI畦畔に設けられた水口は、

幅75cm、深さ２cmを測り、水口西半からSD-122にか

かる場所にSK-123が掘り込まれている。埋土はきめ

の細かい細砂が多く混じる灰白色砂質土である。以上

の３ケ所の水口では、埋土の観察から配水方向を確認
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土層から土師器椀（図39-20）などが出土している。

床土層から出土した土師器皿の破片の中には、接合で

きないが、SS-108床土層下部出土の破片（図39-4）

と同一個体と考えられるものが含まれる。

ＳＳ－１０６

Ａ区中央東よりのＤＴ～ＤＶ42.43区で出土した。
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できなかった。しかし、後述するように、SSlO5南側

のSD-lO1でもDT-42区付近に堰を想定することがで

きれば、南東側の水口から給水して、北部の水口から

SD-lO2へ、北西部の水口からSD-122を介してSS-lO6

へ配水することが考えられる。

SS-105・SD-101間畦畔から土師器坪（図38-8)、床
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南北1.6～2.5ｍ、東西63ｍの東西に細長い不整長方形

の水田面である｡北西部の畦畔が一部破壊されている。

水田面の標高は26.26～26.28ｍで、東側のSS-105の水

田面とほぼ共通する。水田面には凹凸があり、人間の

足跡と考えられる窪みも含まれる。畦畔は、いずれも

Ⅱ‐２－④層下半を削り出して造られている。東側の

SD-122とを区画する畦畔は、幅69～74cm、高さ５ｃｍ

前後｡北側のSD-102とを区画する畦畔は､幅65～68cm、

高さ２cm前後。南側のSD-101とを区画する畦畔は、

幅52～75cm，高さ６～８cm・西側畦畔は、島状にⅡ‐

２－④層下半を削り出して、南端をわずかに張り出さ

せる。高さ４cm前後を測る。

SD-122とを区画する畦畔の南北端２ヶ所と、西南

端のSD-101との連接部に１ヶ所、計３ヶ所の水口を

確認した。SD-122とを区画する畦畔の南端の水口は

幅25cmを測る。これに対して、北端の水口は幅1.37ｍ

と、幅が広い。何度か水口が切り直されていることが

考えられる。水口部の底面は､SD-l22の溝底と同じか、

２～４cm高いだけである。ともに、水口を埋める堆積

土層は、SD-lOl埋土上半部と同じく、径１ｍ～小指

先大の砂喋が多く混じる灰黄褐色砂質シルトである。

西南端の水口は、幅l8cInで、SD-lOlに向かって４ｃｍ

ほど低くなる。埋土は細砂や小喋が多く混じる灰色シ

ルトである。

SD-122とを区画する畦畔南端に設けられた水口か

ら、土師器の柱状高台土器（図35-19）が出土。耕作

土層からは土師器塊（図37-21)、SS-lO6oSD-lOl間畦

畔から土師器塊（図38-18）や内黒の黒色土器塊（図

38-32)､SS-106とSD-102.122間の畦畔から土師器塊(図

３８－１４．１５．１９．２９)、弥生土器の壷の底部片（図

38-37)、床土層から土師器皿（図39-2）など、比較

的多くの遺物が出土している。

ＳＳ－１０７

Ａ区東端のＤＲ・DS-43～45区で出土した。水田面

は南北85ｍを測り、東側は調査区外にのび、東西2.75

ｍ以上を検出した。水田面の標高は26.20～2625ｍで、

北に向かってわずかに低くなる。水田面には凹凸が残

るが、確実に耕起痕や足跡と考えられる窪みはみられ

ない。北側のSD-103とを区画する畦畔は､幅75cm前後、

高さ２cm前後を測る。南側のSD-102とを区画する畦

畔は、西端で幅63cmと狭いが､東側は島状に広くなり、

２ｍほどの幅を持つ。水田面からの高さ２cmほどが遣

在する。西隣のSS-lO8とを区画する畦畔は、幅50～

4５
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70cm、高さ２～４cmを測る。いずれもⅡ‐２－④層下

半を削り出している。

北西隅と西側のSS-lO8とを区画する畦畔で水口を

検出した。北西隅の水口は､幅90cmで､SD-102に向かっ

て６cmほど急に低くなる。埋積状況を観察しなかった

が、SD-lO2への排水を目的とする畦畔と考える。

SS-108とを区画する畦畔に設けられている水口は、上

層に堆積したⅡ‐２－③層の砂喋層で埋まっていた。

幅50cm前後で､ＳS-107.108の水田面と同じ高さである。

耕作土層から土師器塊（図37-35)、SS-lO7・’０８間

畦畔から土師器皿（図38-1)、SD-103・SS-lO7間畦畔

から土師器塊（図38-9）や土鍋片（図38-31)、床土

層から土師器塊（図39-17)、両黒の黒色土器塊（図

39-40)、須恵器の短頚壷の蓋（図39-45）などが出土し

ている。

ＳＳ－１０８

Ａ区東半部のＤＳ・ＤＴ－４３．４４区に位置する。水田

面は不整な台形で、南北7.4～775ｍ、東西43～5.7ｍ

を測る。水田面は南から北へ向かってわずかに低くな

り、標高は26.18～26.24ｍを測る。南側のSS-105水田

面と比べると６cmほど低く、東隣のSS-107とはほぼ

同じである。水田面には凹凸が多く残るが、耕作痕や

足跡と考えられる窪みはみあたらない。東側の

SS-lO7とを区画する畦畔は１幅50～70cm･北側の

SD-103とを区画する畦畔は、幅49～60cm、高さ２～

３cm･南側のSD-102とを区画する畦畔は､幅60～70cm、

高さ４cm前後。西隣のSS-lO9とを区画する畦畔は、

1幅66～70cm、高さ３～４cnlを測る。

東側畦畔、北西隅で各１ケ所、西側畦畔の南半部で

２ケ所、南側畦畔の東西端で２ケ所、の計６ケ所で水

口を確認した。東側畦畔の水口は､SS-lO7で報告した。

北西隅の水口は、１幅38～40cmで、底面は水田面とほぼ

同じ高さである。SD103との関係を把握するために、

水口の縦断方向の土層断面を観察した（図29-1)。水

田面上には、微細砂・小喋の薄いレンズ状ブロックが

多くみられる砂篠混じり粘質シルトの①層が堆積す

る。Ⅱ‐２－④層上面を覆うⅡ‐２－③層に対応する。

水口部分には、微細砂が混じる粘質シルトの②層がみ

られ、これがSD-103の下底面に落ち込むoSD-103部

分は、上半部にⅡ‐２－③層に対応する微細砂・小牒

の薄いレンズ状ブロックがみられる砂喋混じり粘質シ

ルトの③層、下部～溝底には細砂の薄いレンズ状ブ

ロックがみられる灰色シルトの④層が堆積する。以上



の埋積状況から、SS-108の溝底面に④層が堆積する以

前に､一時的に畦畔を切って設けられた水口と考えた。

西側畦畔南半部の２ヶ所の内、ほぼ中央部に位置す

る水口は幅65cmで、南よりの水口は幅50cmを測る。と

もに、水田面であるⅡ‐２－④層上面を覆うⅡ‐２－③

層で埋もれ、水口底面はＳＳ-108.109の水田面と同じ

である。SS-109の水田面がわずかであるが、SS-108よ

りも低いことから、SS-lO8からSS-109への配水が考

えられる。

南側畦畔の東端の水口は、水田面南東隅に設けられ

たもので、幅45cm、深さ４～５cmを測り、Ⅱ‐２－③

層にあたる砂喋混じりの灰黄褐色砂質シルトで埋まっ

ていた（図29-3)。西端の水田面南西隅に設けられた

水口は、幅40cm、深さ５cmで、Ⅱ‐２－③層にあたる

灰白色の砂篠が多く混じるにぶい黄褐色砂質シルトの

①層で埋まるが、SD-lO2側からSS-108に向かって流

れ込んだようにレンズ状に堆積する褐色砂質土の②層

を確認できた。SD-lO2からSS-108への給水を目的と

する水口と考えた（図29-2)。

耕作土層から土師器の土鍋片（図37-45)、両黒の黒

色土器塊（図3748.49)、白磁碗（図37-52)、須恵器

の壷（図37-54)、丸瓦片（図37-55)、磨製石庖丁（図

40-3)、SD-102・ＳＳ-108.109間畦畔から土師器坑の

高台部破片（図38-16)、SS-108・’０９間畦畔から土師

器椀の高台部破片（図38-26)、瓦器塊（図38-35)、床

土層から土師器皿（図３９－１．４)、坪の底部破片（図

39-12)、土師器椀の高台部片（図３９－１４．２２．２４．２７)、

須恵質土器の壷（図39-42)、須恵器の胴部破片（図

39-46)、弥生土器の脚付き鉢（図3947）や壷（図

39-49)の破片など､比較的多くの遺物が出土している。

ＳＳ１０９

Ａ区北東部のＤＴ･ＤＵ-43.44区に位置する。南北6.2

～6.55ｍ、東西4.45～4.65ｍを測る不整長方形の水田

区画である。水田面の標高は26.20ｍ前後とほぼ平坦

で、南側のSS-lO6の水田面より６cmほど低く、西隣

のSS-llOよりも２cmほど高いが、東隣のSS-108とは

ほぼ同じ水田面の標高である。水田面には、南半部を

中心として、凹凸が多く残るが、確実に耕起痕や足跡

と考えられる窪みは確認できなかった。東隣の

SS-lO9とを区画する畦畔は幅66～70cm・北側の

SD-lO3とを区画する畦畔は、幅65～85cm，高さ２cm・

南側のSD-102とを区画する畦畔は、１幅70cm前後、高

さ４cm・西隣のSS-110とを区画する畦畔は、幅60～

4６

72cm、高さ２～３cmを測る。いずれも床土層にあたる

Ⅱ‐２－④層下半を削り出した畦畔である。

東西の畦畔には、それぞれ２ケ所で途切れ部分を確

認した。水口である。東側畦畔に設けられた水口につ

いてはSS-108で報告したように、上部に堆積したⅡ‐

２－③層で埋積され、水口底面はＳＳ-108.109の水田

面と同じである。西側のSS-llOとを区画する畦畔の

ほぼ中央を切った水口は幅20cm，南部に設けられた水

口は幅40cmで、水口部底面とＳＳ-109.110水田面とは

ほとんどかわらず、Ⅱ‐２－③層で埋積されている。

わずかであるが水田面の標高差があることから、

SS-109からSS-110への配水を考えておきたい。

ＳS-109.110間中央水口埋土からSS-115上面砂喋層

出土の土師器境（図27-50）と接合する破片が出土し

ている。また､耕作土層からは､土師器皿（図37-3)、

杯（図３７－７．８)、椀（図３７－１２．１３．３６．４１．４３)、

両黒の黒色土器塊（図37-50)、須恵器（図37-53）の破

片、SD-102･SS-109間畦畔からは土師器皿（図38-7)、

床土層からは土師器皿（図39-3)、境（図3９－６．８．

９．１１．２３．２８．３０．３３)、土師器の高坪（図3943)、

弥生土器の壷（図39-48）が出土している。

ＳＳ－１１０

Ａ区中央北よりのＤＵ・DV43～45区に位置する。

北西隅の畦畔が上部からの削平で失われているが、南

北5.6～5.7ｍ、東西5.55～6.0ｍの不整方形を呈する。

水田面の標高は26.18～26.20ｍで、西半部がわずかに

低くなる。水田面には、西半部を中心として凹凸が多

く残るが、耕起痕や足跡と確定できる窪みはない。東

隣のSS-109とを区画する畦畔は幅60～72cm，北側の

SD-103とを区画する畦畔は幅1.0～１．０４ｍ，南側の

SD-102とを区画する畦畔は幅55～93cm、西隣の

SS-ll5とを区画する畦畔は幅40～57cmを測り、水田面

から２～５cmの高まりである。

東側のSS-lO9とを区画する畦畔で２ケ所、西側の

SS-115とを区画する畦畔で１ケ所、計３ヶ所の水口を

確認した。東側畦畔の水口はSS-109で報告したが、

西側畦畔の水口は幅30cm前後で、水口底面の高さは

SS-110・’１５の水田面とかわらず、上部に堆積したⅡ‐

２－③層で埋積されている。

SD-lO3･SS-llO間畦畔から土師器塊の高台部破片(図

38-24.27)、ＳS-110.115間畦畔から土師器椀の高台

部破片（図38-25）が出土。また、耕作土～床土層か

ら出土した土師器塊の破片が、SD-lO3・SS-ll7間畦畔



出土の破片（図38-28）と接合する。また、床土層か

らは、土師器の皿（図39-16)、塊（図39-5.25)、瓦

器坑（図39-41）の破片や、円柱状の砂岩塊を利用し

た敵打具（図40-4）が出土している。

ＳＳ－１１１

Ａ区北東隅のＤＲ・DS-45区に位置する。東側と北

側の水田面は調査区外にのびるが、正方形または長方

形の水田面と考えられる。検出した水田面は南北２．０５

ｍ，東西2.3ｍで、標高26.12ｍ前後と平坦で、南側の

SS-lO7よりも８cmほど低い。水田面には多くの凹凸が

残る｡耕起痕や足跡と考えられる窪みもあるようだが、

判然としない。南側のSD-103とを区画する畦畔は幅

80cm前後で、上半は上層のⅡ‐２－②（上層水田）層

で削れているが、もともとは８～10cm近い高まりで

あったと推測される。西隣のSS-ll2とを区画する畦

畔は、幅50～53cm、高さ２cmほどを測る。

西側畦畔の南端で幅80cmの水口部を確認できた。水

口底面はSS-ll１．１１２の水田面とほとんど同じ高さで、

上部に堆積するⅡ‐２－③層で埋積されている。

ＳＳ－１１２

Ａ区北東部のDS-45区に位置する。北側は調査区外

にのび、東西3.9ｍ，南北2.5ｍ以上の長方形もしくは

方形の水田面である。水田面の標高は2610～26.14ｍ

で、北西に向けてわずかに低くなる。水田面には多く

の凹凸が残る｡人間の足跡と考えられる窪みがあるが、

歩行の方向性は認められない。東隣のSS-111とを区

画する畦畔は幅50～53cm、南側のSD103とを区画す

る畦畔は幅52～74cm、東側のSS-113とを区画する畦

畔は幅32～45cmを測り、水田面から２～４cmの高まり

である。

東西２ヶ所で水口を確認した。東側畦畔の水口は

SS-lllで報告した。西側畦畔の水口は幅57cmほどで、

東側畦畔の水口と同じく、底面は水田面の標高とほと

んどかわらず、Ⅱ‐２－③層で埋積されている。

耕作土層から土師器皿の底部片（図37-6）や塊の

高台部の破片（図37-25)、床土層から弥生土器の壷の

破片（図39-51）などが出土している。

ＳＳ－１１３

Ａ区北壁沿いの西よりのＤＴ～DV-45区に位置す

る。北側は調査区外にのび、東西11.8ｍ、南北2.78ｍ

以上の長方形の水田面である。水田面の標高は26.09

～26.15ｍで、西側に向かって緩やかに傾斜･する。水

田面に残された凹凸は、東半部のDT-45区に偏ってみ

4７
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られ、後述するようにDU-45区で南側畦畔に水口が切

られていることから、簡易な小畦畔で小さく区画され

た可能性もある。しかし、そうした痕跡は、調査時に

は確認できなかった。東側のSS-ll2とを区画する畦

畔は幅2～45cnl、南隣のSD-103とを区画する畦畔は幅

48～76cm、西隣のSS-117を区画する畦畔は幅55～６０

cmを測り、水田面から２cmほどの高まりである。

東隣のSS-112とを区画する東側畦畔で１ヶ所、南

側のSD-103とを区画する南側畦畔で４ヶ所の水口を

確認した。東側畦畔の水口についてはSS-ll2で報告

している。南側畦畔の東端に設けられた水口は、幅６２

cmで、底面はSS-113水田面と同じ高さである。SS-ll3

の水田面を覆う微細砂の塊状ブロックが多く混じる灰

色砂質土の②層で埋まっている（図29-4)。南側の

SD-lO3最上部に堆積する①層とほぼ同じ土質・土色

であり、Ⅱ‐２－③層に対応する。

東端水口から1.2ｍ西へ離れて設けられた水口は、

幅83cmで、底面はSS-ll3とかわらず、Ⅱ－２－③層で

埋積されている。

DU-45区に設けられた水口は、幅30cm前後、底面は

SD-lO3へ向かって５cmほど急に深くなる。他の水口

とおなじく、Ⅱ‐２－③層で埋積されている。

南側畦畔の西端に設けられた水口は、SS-113・’１７

とSD103を繋ぐ。幅85cm・底面はSS-117、そして

SD-103へ向かって緩やかに低くなる。南北方向の土

層断面を観察すると、上半には、Ⅱ‐２－③層に対応

するにぶい黄褐色シルト小塊や砂篠が多く混じる褐灰

色粗砂質土の①層や、砂喋混じりの灰黄褐色砂質シル

トの②層が堆積する。下半でも水口部底面近くには、

部分的に黄褐色シルトが混じる褐灰色シルトの③層、

SD-103溝底にはにぶい黄褐色シルトと褐灰色砂質土

が薄い縞状に互層堆積する④層がみられる。③．④層

は中層水田が利用されている過程で堆積した土層と考

えられ、③層がSS-113からSD-lO3へ、さらにSD-103

からSS-117へ向かって広がることから、SS-ll3から

SS-117へ、そしてSD-103からSS-117への給水を目的

とする水口と考えた（図29-5)。

耕作土層から土師器塊（図３７－２７．３１．３８．４０）や

両黒の黒色土器塊（図3751)、SD-103・SS-113間畦畔

からは土師器坪（図38-6)､床土層からは土師器椀（図

３９－７．２９．３２）や内黒の黒色土器椀（図39-38）など

が出土している。



ＳＳ－１１５

Ａ区北西部のＤＶ～DX43～45区で出土した。水田

面の北半部は、上部のⅡ‐２－③（上層水田）層の耕

作で削れている。また、南側畦畔のDW-44区西半の

一部を誤って掘り下げてしまった。東西6.6～7.2ｍを

測り、南北は６ｍ前後の不整方形の水田面と推定され

る。水田面の標高は26.18～26.20ｍで、西隣のSS-llO

水田面とほぼ共通し、南半部がわずかに低くなる。水

田面には、東半部を中心として多くの凹凸が残されて

いるが､耕起痕や足跡と確実に判断できた窪みはない。

東隣のSS-110とを区画する畦畔は幅40～57cm、南側

のSD-lO2とを区画する畦畔は幅43～50cm、西隣の

SS-116とを区画する畦畔は幅39～80cmを測り、３～４

cmの高まりをもつ。

東隣のSS-llOとを区画する東側畦畔で水口を確認

した。これについてはSS-llOで報告している。加えて、

南東隅の東側と南側の畦畔が接する部分でも水口を検

出した。土層断面を観察すると、SD-102の溝底には

灰色細砂の薄いレンズ状ブロックが縞状に互層堆積す

る②層がみられるが、その上面から水口部、そして

SS-115水田面は細砂の薄いブロックが多く混じる灰色

砂質シルトの①層で埋まっている｡土質の共通性から、

①層は中層水田を覆うⅡ‐２－③層に対応する堆積土

層と判断した（図29-6)。

耕作土層や床土層から土師器の皿(図37-5)､坪(図

37-9～１１）や塊（図３７－１４．１５．２０．２３．２８．３０．

３２．３３．３７．３９．４２．４４)、内黒の黒色土器椀（図

37-46)、SS-115・’１６間畦畔から土師器塊（図38-20.

22.23)、床土層からは土師器杯（図39-13）や塊（図

３９－１９．２１．２６．３１．３４)、皿（図39-15)、そして内黒

の黒色土器境（図39-37.39）などの比較的多くの破

片が出土している。また、耕作土層から弥生十器の壷

の破片は、DT43区中層水田上砂喋層や、SD-122・

SS-106間畦畔出土の破片と接合する（図38-37)。

ＳＳ－１１６

Ａ区北西部のＤＸ－４４ｏ４５区では、塑壕である撹乱溝

や、上部のⅡ‐２－③（上層水田）層の耕作の削平が

著しいが、東隣のSS-115とを区画する南北方向のび

る畦畔の一部と、南側のSD-102とを区画する畦畔の

一部を確認できた。さらに、西側でも床土層のⅡ‐２

－④層下半が帯状に残ることを確認できたので、

SS-ll6とした。水田面の東西は3.55ｍ，南北は45～5.0

ｍと推定される｡南北方向の不整長方形と考えられる。

4８

水田面の北半部は削り取られている。検出面の標高は

26.16～2626ｍを測り、南に向かって緩やかに低くな

る。検出面には凹凸が多く残るが、耕起痕や足跡と考

えられる窪みはみられない。東隣のSS-ll5とを区画

する東側畦畔は幅39～80cm，南側のSD-102とを区画

する畦畔は幅44～62cmを測り、２～４cmの高まりを持

つ。西側畦畔と考えた帯状に残る床土層のⅡ‐２－④

層下半の幅は50cm前後である。

東西隅のSX-121と接する部分で、幅35cmほどで

SX-l21へ向かって落ち込む痕跡を確認できた。この

落ち込み部分は、中層水田を覆うⅡ‐２－③層で埋積

されている。SS-116からSX-121へ排水する水口と考

えられる。

耕作土層から土師器塊（図37-24）や内黒の黒色土

器塊（図37-47)、耕作土層下部～床土層から土師器椀

(図39-35)、SD-lO2oSS-116間畦畔から土師器の皿（図

38-3）や坪（図38-5）や塊（図38-30)、内黒の黒色

土器塊（図38-34）弥生土器の莞（図38-38）などの破

片が出土している。

ＳＳ１１７

Ａ区北壁沿いの西よりのＤＶ～DX-45区で出土し

た。水田面の北側は調査区外にのび、東西1185ｍ、

南北1.35ｍ以上の長方形の水田面と考えられる。水田

面の標高は2604～26.06ｍとほぼ平坦で、東隣の

SS-113水田面と比べてわずかに低くなる。また南側の

SS－１１５．１１１６と比べると10cm以上低い。水田面には凹

凸が多く残るが、耕起痕や足跡と確実に判断できる窪

みはみられなかった。東隣のSS-ll3とを区画する東

側畦畔は幅55～60cm、南側のSD103とを区画する畦

畔は1幅60～75cm、西隣のSS-118とを区画する畦畔は

幅42cm前後を測り、水田面から２～４cmの高まりをも

つ。

南狽I畦畔のDW-45区東端近くで、SD-103とをつな

ぐ幅58cmの水口を確認した。SD-103の溝底に灰色細

砂の薄いレンズ状ブロックが互層状態で堆積する②層

がみられるが、その上部および水口部、そして

SS-ll7水田面は、細砂・小喋が多く混じる灰褐色シル

トの①層で埋まる。①層は中層水田層上を覆うⅡ‐２

－③層に対応する（図29-7)。、

耕作土居から土師器の皿（図37-1）や椀（図

37-26)、SD-103oSS-ll7間畦畔から土師器塊（図

38-12.28)、床土層から土師器椀（図39-10)、などの

破片が出土している。また、SS-117耕作土層出土の黒



色土器の破片は、DU-44区SS-308を覆う砂喋層である

Ⅱ‐２－⑤層から出土した破片（図118-48）と接合する。

SD-301・SS-ll7間畦畔出土の黒色土器塊も、SD-209

埋土やDU-45区SS-308覆土砂喋層出土の破片（図

118-52）と接合する。

ＳＳ－１１８

Ａ区北西隅のＤＸ・DY-45区で検出した水田面であ

る。北側は調査区外にのびる。東西幅は35ｍ，南北

幅0.98ｍ以上である。水田面は26.05ｍ前後で、東隣の

SS-117とほぼ同じである。水田面には凹凸が多いが、

耕起痕や足跡と確実に判断できる窪みはみられない。

東隣のSS117とを区画する畦畔は幅42cm前後、南側

のSX-121とを区画する畦畔は幅50～65cm、西側の

SD-24とを区画する畦畔は幅90cm前後と広く、水田面

から４cmほどの高まりをもつ。

南側畦畔の東端でSD-103とをつなぐ水口を確認で

きた。SD-103部分を含めて、上部には砂喋が多く混

じるにぶい黄褐色砂質土の①層が堆積する。①層は

SS-118水田面を覆うⅡ‐２－③層である。中位には、

砂喋混じりのにぶい黄褐色砂質土の②層、砂喋が多く

混じる黄褐色砂質土の③層、砂喋混じりのにぶい黄褐

色砂質土の④層、砂篠ブロックの⑤層が互層状態で堆

積する。水口底面にはやや粘性のある明黄褐色砂質シ

ルト⑥層SD-lO3溝底には砂喋が混じり砂質が強い

黄褐色砂質シルトの⑦層がみられる。中位に堆積する

②～⑤層の堆積方向から考えれば、SD-103から

SS-ll8への給水を目的とする水口である。（図29-8)。

２）溝

Ⅱ‐２－④層上面でSD-lO1～１０４．１１４．１１９．120.

122の８条の溝が出土した。いずれも水田面に伴う水

路で、東西にのびるSD-101を基幹とし、これに平行

するＳD－１０２．１０３．１１４を配置し、さらにSD-122など

補助的水路を設けている。ＳD-119.120はSX-121から

西と北へ向かってのびる水路である。

ＳＤ－１０１

Ａ区DR-42区～DY-44区で南東から北西へ横断する

東西方向の水路である。東側は調査区外にのび、

DS-42区でSD114と合流し、DT-42区北西部では

SD-122と分岐し、DV-43区では畦畔を切った水口で

SD-102と連結される。DV-42区中央では、南側から幅

1.1ｍの溝が合流する。西端部は塑壕によって破壊さ

れているが、DY-44区でSD-lO2と合流した後に、

4９

ⅢＡ地区の遺構・遺物の調査記録（その１）

SX-121に連結すると考える。溝底の標高は、東端

DR-42区で26.32ｍを測るが、DS-42区以西では2622～

2626ｍである。西端のSX-121と連結する付近では

26.25ｍである。溝1幅は場所によって大きく異なる。

東端のDR-42区では1.6ｍであるが、ＤＳ･DT-42区で2.3

～2.6ｍと広くなり、DU-42区では1.8ｍと狭く、ＤＶ，

ＤＷ－４２ｏ４３区では再び3.6～3.8ｍと広くなる。西端付

近は、塑壕で破壊されて南側の肩部しか残存していな

いが、Ｌ１～2.0ｍほどの溝幅を復元できる。

SD-101では、土層断面をDS-42区・DT-42区・ＤＶ‐

４２．４３区、そしてDY-44区でSX-121の南北土層断面

とともに観察した。

DS-42区では、SD-114が流れ込む連結部を含めて観

察した（図31-2)。上半を厚く埋積する①層は、にぶ

い横色砂質土が混じる褐灰色砂質シルトで、径0.1～

３ｍの砂篠を非常に多く含む。中層水田を覆う砂喋層

のⅡ‐２－③層である。下半に堆積する②層は、褐灰

色シルトに黄褐色が少量混じり、砂喋混じりを多く含

む。底面とSD-114が流れ込む連結部を中心として、

砂喋が混じる褐灰色砂質シルトの③層がレンズ状に堆

積する。③層はSD-lOlが機能していた時期の堆積土

と考えられ、旺盛な流水があったことがわかる。

DT-42区では､SD-122縦断面とあわせて観察した(図

31-1)。上部は、Ⅱ‐２－③層に対応する砂牒が多く

混じる灰白色砂質土の①層や、砂牒が混じりのにぶい

黄褐色砂質シルトの②層で埋積されている。SD-lOl

の底面には、粘性をおびる灰黄褐色砂質シルトの④層

が堆積する。含まれる砂はきめが細かく、灰白色砂質

土や明黄褐色砂質土の小塊が混じる。DS-42区の堆積

土層と比べて、それほど旺盛な流水は考えられず、水

が停滞した環境を復元できる。この地点はSDl22が

分岐する場所であり､埋積土層の観察結果ともあわせ、

西側のDU-42区部分に堰を想定できる。ただし、堰を

構成する杭跡は確認できていない。

ＤV-42.43区では、SD-lO2・SS-110も含めた土層断

面を確認した（図31-3)。最上層には灰色～灰褐色の

シルトである①層、中部には細砂・小喋が小さな塊と

なって多く混じる灰色シルトの②層が堆積する。②層

は、SD-lO2上部やSS-llOを覆う⑤層と同質の堆積土

層で、①．②．⑤層は中層水田を覆うⅡ－２_③層と

対応すると判断した。SD101底面でも北側には灰色

細砂がレンズ状ブロックで堆積した④層を確認でき

た。流水を示す堆積で、SD-lOlが機能していた時期
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している。DV43区西半部～DX-43区とDU-42区以東

に出土遺物が多い。DV-43区西半部～DX-43区では、

上半部に堆積するⅡ‐２－③層との区分ができなかっ

た。これに対して、DU-42区以東では、埋土下半から

出土した遺物と比べて、図32-25～39の埋土上半出土

遺物は遺存状況が非常によい。この地点の埋十上半の

土層はⅡ‐２－③層にあたる洪水堆積物であり、洪水

時に流れ込んだ遺物と考える。一方、図32-43.53～

58の溝底出土の遺物はSD-101が機能していた時期に

埋積したものである。

SD-101から出土した遺物の中でも土師器椀の図

32-29の外底面には×印のへラ記号がみられる。３４．

５７．５８の外底面には板目圧痕が残る。４２の外底面はナ

デ仕上げであるが、わずかに回転糸切り離し痕を観察

できる。２の外面は二次的な火熱を受けて赤変。４８は

破片の状態で二次的な火熱を受けて部分的に黒斑が生

じている。３の器壁の芯部には灰黒色の黒化層が残り、

一部が器表面に染み出したような黒変部となってい

る。また、２９．３１．３２の器壁の芯部にも、灰色や淡黒

色の黒化層が残る。土師器皿の図３２－８．１６．２２．２８

の外底面には回転糸切り切り離し痕が残る。図32-12.

38は両黒、１３．１４．２３．２４．３９．５８～61は内黒の碗で

①

5０

の堆積土層と考える。

DY-44区では、SX-l21の南北断面とあわせて、堆積

土層の観察を行った（図31-4)。SD-101の南側の肩

部が残存する部分は、黄褐色粗砂に浅黄色や褐灰色の

砂質土がまだらに混じる②層で埋積されている。②層

は砂牒が多く混じり、北側のSX-l21の最上部を覆っ

ている。中層水田を覆うⅡ‐２－③層である。SX-l21

と連結するＤY－４４．４５区境界部では、部分的に褐灰色

砂質土が混じる褐灰色粘質土の④層や、黄燈色砂質シ

ルトのレンズ状や丸い小塊がみられる褐灰色砂質土の

⑤層がSX-121側へ流れ込むように堆積している。④．

⑤層は、SD-101からSX-121へ流れ込んだ堆積土層と

考える。

SD-lO1からは比較的多くの遺物が出土している。

土師器の境（図32-1～７．１８～２１．２７．２９～３７．４０

～４５．４７．４８．５４～57）・皿（８．９．１５～１７．２２．

２５．２８．４６．５３）・坪（１０．２６．４９)、白磁碗（１１)、

黒色土器の碗（12～１４．２３．２４．３８．３９．５８～61)、

土鍋（50)、瓦器椀（51)、丸瓦（52）などがある。図

32‐１～３はDY-坐区、４～24は溝幅が広くなる

DV-43区西半部～DX-43区、２５～58は堰を想定した

DU42区以東、５９．６０はSD-ll4との合流部から出土

SＸ－１２１

図３１Ａ区Ⅱ-2-④（中層水田）層に伴う水口部分の±層断面図２（縮尺1/20）
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図３２Ａ区Ⅱ-2-④（中層水田）層ＳＤ－１０１出土遺物実測図（縮尺1/3）
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※各土層断面のアルファベットは図３０と対応。

図３３Ａ区Ⅱ-2-④（中層水田）層に伴う水口部分の±層断面図３（縮尺1/20）

5２

③

ぶい黄色シルトの③層が堆積する（図29-9)。ＤＴ４３

区中央では、上半はⅡ‐２－③層である大小の砂牒が

混じる黄褐色砂質シルトの①層や、径１mm前後の小牒

が多く混じるにぶい樟色砂質シルトで埋まる。溝底に

は、砂喋を若干含むが粘性が強いオリーブ褐色砂質シ

ルトが堆積する（図29-10)。DT-43区西端では、上半

には、やはりⅡ‐２－③層に対応する径２～３皿の砂

喋が多く混じる灰黄色砂質シルトの①層と、灰黄色砂

質シルトに明黄褐色砂質シルトが斑状に混じる②層が

堆積する。下半は灰黄色砂質シルトの③層で埋積され

る（図29-11)。DU-43区西端では、上半に径１ｍ～小

指先大の砂喋が混じる灰黄色砂質シルトの①層、篠が

ほとんど混じらないにぶい燈色砂質シルトの②層がみ

られる。下半には、径01ｍ前後の砂粒が混じるが、

粘性をおびた灰黄色シルトの③層が堆積している（図

33-2)。以上のSD-lO2の埋土下半～溝底に堆積した

やや粘性をおびる土層は、流水が停滞ぎみの環境で堆

積したものと考えられる。

これに対して、DV-44区SS-115南東隅水口との連結

部では、SS-115水田面および水口部、そしてSD-lO2

の埋土上部には、細砂の薄いレンズ状ブロックが多く

混じる灰色砂質シルトの①層が堆積する。①層は

SS-115などの中層水田を覆うⅡ‐２－③層である。と

ころが、SD-lO2下半～溝底には灰色砂の薄いレンズ

状ブロックが縞状に互層堆積する②層がみられる（図

29-6)。流水の痕跡である。

以上、SD-lO2埋土下半～溝底の土層は、中層水田

を覆う砂喋層であるⅡ‐２－③層とは異なり、SD-102

が機能していた段階に堆積したものと考えられる。

ある。１４は高台部の接合のため、接合面Iこへラ状工具

で沈線を３条巡らす。１１は、白磁碗で、内面の見込み

部に段状の沈線を巡らす。５２は、丸瓦の端面破片で、

凸面は荒れが著しいが、凹面には平織りの布目圧痕が

残る。

ＳＤ－１０２

Ａ区中央のDR-43区からDX-44区に向かって流れる

東西方向の水路である。西端部は塑壕で破壊されてい

るが、SD-101へ連結すると考えられる。東側は調査

区外にのび、検出した総延長は33ｍである。溝幅は東

端のDR42区では55～65cm，ＤＳ４３区では60～68cm，

ＤＴ・DU-43区では56～70cm，ＤＶ・DW-43区では45～

73cm、西端のDX-44区では53～60cmと、ほぼ一定した

溝幅である。溝の横断面は浅いＵ字形である。溝底の

標高は東端のDR-42区で26.20cm、西端のDX-44区で

26.22ｍであるが、底面にはかなりの凹凸がある。

ＤS－４２．４３区SS-lO8水口からSD-ll4の連結部、

DS-43区西端、DT43区中央、DT-43区西端、DU-43区

西端DV-坐区SS-115南東隅水口との連結部の計６ケ

所で、SD-102を埋める堆積土層を観察した。

ＤS－４２．４３区SS-lO8水口からSD-ll4の連結部では、

上半は中層水田を覆う砂喋層（Ⅱ‐２－③層）に対応

する砂篠が多く混じる灰黄褐色砂質シルトの①層で埋

まり、溝底にはにぶい黄褐色砂質土の③層がレンズ状

に堆積する（図29-3)。DS-43区西端では、上半にⅡ

-2-③層である径0.1～３皿の大小の砂喋が多く混じ

るにぶい黄色砂質シルトの①層や、径0.1ｍ前後の砂

粒が多く混じるにぶい黄色砂質シルトの②層がみら

れ、溝底には細砂を若干混じえるが粘性をややもつに
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DV-44区SS-115南東隅水口との連結部で流水の痕跡も

あるが、多くの土層断面で観察できた埋土下半～溝底

に堆積したやや粘性をおびる土層と、溝底の標高が東

西で大きな差がないことも考慮すれば、SD-102は水

路とは言っても、かなり停滞ぎみで、常時流水があっ

たとは考えられない。

SD-lO2埋土からは､土師器塊（図３４－２．６）や坪（３

～５)、土師質土器の壷（７）、黒色土器境（８～10)、

白磁の碗（１１．１２）や皿（１３)、須恵器の蕊（１４）や

弥生土器片（15）などが出土している。偏った出土分

布はみせない。確実にSD-lO2が機能していた段階に

堆積した埋土下半から出土した遺物は、図34-3の土

師器坪と１４の須恵器莞であるが、１４は古墳後期の遺物

で混入品である。

SD-lO2から出土した遺物の中で、図３４７は、土師

質土器の小壷で、胴部外面は上半をミガキ、下半を指

頭による成形の後に横ナデ。外底面はケズリ調整を施

す。内面は横ナデ、内底面には同心円文をもつ当て具

を押捺する。８は内黒の黒色土器碗。１１．１２は玉縁口

縁の白磁碗。１３は白磁皿で、外面にはカンナケズリ状

の調整痕跡が残り、露胎のまま。内面にはヘラィ犬工具

で削り段をつくり、施粕。１４は古墳後期の須恵器莞の

口縁部片。１５は弥生中期後葉の高杯の脚部片。脚裾部

に３条、脚端面に１条の凹線文を巡らし、脚中位に未

貫通の矢羽根透かし文様を施す。器壁の芯部には淡黒

色の黒化層が部分的に残る。

ＳＤ－１０３

Ａ区北壁沿いのＤＲ～DZ-45区で出土した東西方向

にのびる水路である。西端はSX-l21へつながり、検

出した総延長は31.6ｍで、東側は調査区外にのびる。

／

=三妻久懸幅

5３

溝幅は、東端のDR-45区では62cm、DS-45区では1.42

ｍと広がるが、ＤＴ・DU-45区では58～95cm，ＤＶ・

DW-45区では62～85cm、西端のDX-45区では95cm前後

を測る。溝底にはかなりの凹凸がみられるが、溝の横

断面は浅いＵ字形である。東端のDR-45区で26.08ｍ、

西端のDX-45区では25.96～26.00ｍと、西へ向かって

緩やかに低くなる。

SS-108北東隅水口との連結部、SS-113南側畦畔東端

水口との連結部、DT-45区西端、ＳS-113.117水口と

の連結部、SS-117南側畦畔中央水口との連結部、

DW-45区西端、西端のSS-118南東隅水口との連結部

の計７ヶ所で、SD-103埋土の観察を行った。

SS-108北東隅水口との連結部では、上半にⅡ‐２‐

③層に対応する微細砂・小牒の薄いレンズ状ブロック

がみられる砂喋混じり粘質シルトの③層、下部～溝底

には細砂の薄いレンズ状ブロックがみられる灰色シル

トの④層が堆積する（図29-1)。SS-ll3南側畦畔東端

水口との連結部では、SS-113水田面｡水口部を含めて、

上半はⅡ‐２－③層に対応する微細砂の塊状ブロック

が多く混じる灰色砂質土の①．②層で埋まり、下半～

溝底には部分的に微細・小牒の薄いレンズ状ブロック

がみられる灰褐色砂質土の③層が堆積する(図29-4)。

DT45区西端では、上部～中部に微細砂を主とする灰

色砂質シルトの①層、①層と比べて砂質がかなり強い

灰色砂質シルトの②層がみられる。①．②層はⅡ‐２

－③層に対応する堆積土層である。溝底には③シルト

に灰褐色砂質シルトとの微細砂が縞状に互層堆積する

③層がみられる（図33-4)。ＳS-113.117水口との連

結部では、上半にはⅡ‐２－③層に対応するにぶい黄

褐色シルト小塊や砂喋が多く混じる褐灰色粗砂質土の

〆

２０ｃｍ

４

グ

図３４Ａ区Ⅱ-2-④（中層水田）層SD102出土遺物実測図（縮尺1/3）
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〆

白磁碗（10.11)､須恵器蕊（12）などが出土している。

その中で、図35-3は、高台部の接合にあたって予め

へラ状工具で３条の深めの沈線を施す。５の土師器杯

は外底面に回転糸切り離し痕が残る。６は土師器の柱

状高台土器で、外底面には回転糸切り離し痕が残る。

底部の芯部には灰色の黒化層が部分的に残る。外面に

は黒斑が生じている。７～９は内黒土器の塊である。

以上の遺物の中で、SD-103が機能していた段階に

堆積した溝底の砂や砂質土などの土層から出土した遺

物は、図35-4の土師器椀、７．８の黒色土器塊に限

られている。１２は混入品の古墳後期の須恵器蕊の口縁

部片で、内面には自然粕が付着する。

ＳＤ－１０４

Ａ区南東部のＤＳ～DU41区で部分的に出土した東

西方向にのびる溝である。周辺では、Ⅱ‐２－③．④

層は堆積しておらず､Ⅱ‐２－②層を掘り下げた時点で、

基本層序Ⅳ層に切り込まれた窪みがあらわれた。埋土

はⅡ‐２－④層に類似する褐色～灰褐色のシルトで、

砂牒が多く混じり、底面には細砂のレンズ状ブロック

が点々とみられるので、水路と考えた。

検出した総延長は7.85ｍで、DT-41区東半で二又に

分岐するが、南側は調査区外にのびる。溝底は凹凸が

多いが、横断面は浅い逆台形を呈する。溝底の標高は

東端で25.81ｍ，溝が分岐するＤＴ４１区東半で25.84ｍ，

西端のDU41で25.85ｍで、深さ３～５cmを測る。

埋土中から土師器片に加えて白磁碗（図35-13）な

２０cｍ

一'二≦戸光二
９

３
1４

図３５Ａ区Ⅱ-2-④（中層水田）層ＳＤ－１０３．１０４．１１４．１１９．１２２・水口出土遺物実測図（縮尺1/3）
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①層や、砂篠混じりの灰黄褐色砂質シルトの②層が堆

積する。下半でも水口部底面近くには、部分的に黄褐

色シルトが混じる褐灰色シルトの③層、SD-103溝底

にはにぶい黄褐色シルトと褐灰色砂質土が薄い縞状に

互層堆積する④層がみられる（図29-5)。SS-117南側

畦畔中央水口との連結部では、SD-103の溝底に灰色

細砂の薄いレンズ状ブロックが互層状態で堆積する②

層がみられ、上部とSS-ll7水田面および水口部には、

Ⅱ‐２－③層の細砂・小喋が多く混じる灰褐色シルト

の①層が堆積する（図29-7)。ＤＷ４５区西端では、上

部～中部にⅡ‐２－③層にあたる細砂・小喋が多く混

じる灰褐色シルトがたまり、溝底には灰色細砂の②層

がレンズ状に堆積する（図33-5)。西端のSS-118南

東隅水口との連結部では、上部にⅡ‐２－③層である

砂喋が多く混じるにぶい黄褐色砂質土の①層が堆積す

る。中位には、砂喋混じりのにぶい黄褐色砂質土の②

層、砂喋が多く混じる黄褐色砂質土の③層、砂喋混じ

りのにぶい黄褐色砂質土の④層、砂篠ブロックの⑤層

が互層状態で堆積する。SD-103溝底には砂喋が混じ

り砂質が強い黄褐色砂質シルトの⑦層がみられる（図

29-8)。

いずれの土層断面でも、SD-103の溝底にはレンズ

状に砂喋や砂質土が堆積しており、SD-102と比べて

流水が比較的旺盛であったと考えられる。

SD-lO3埋土からは、土師器の塊（図35-1～４）・

坪（５）･柱状高台土器（６）､黒色土器の塊（７～９)、

暦
口



どが出土しているが、遺物の出土量は少ない。

ＳＤ－１１４

Ａ区南東部のＤＲ・DS-42区に位置する。東西にの

びる水路で、DS-42区北西部でSD-lO1と連結する。ま

た、DR-42区とＤＳ－４２．４３区境界部の２ヶ所で、畦畔

を切ってSD-lO2と連結される。東側は調査区外にの

び、検出した総延長は65ｍである。溝底は凹凸が著

しく、DR-42区では標高2631ｍ，DS-42区南西部の

SD-lO1と連結する部分では26.21ｍと、東から西に向

かって緩やかに低くなる。横断面形は浅いＵ字形で、

溝幅は67～68cm、ＤＳ－４２．４３区境界部のSD-102との連

結部分では95cmほどを測る。

SD-102との連結部分２ケ所で埋積土層を観察した。

DS－４２．４３区境界部では、SD-114の溝底には、細砂の

薄いレンズ状ブロックがみられる灰黄褐色砂質土であ

る②層が堆積することから、流水があったことがわか

る。上部～中部とSD-lO2との連結部には、Ⅱ‐２－③

層に対応する砂牒混じりの灰黄褐色砂質シルトの①層

が厚く堆積する（図29-3)。これに対して、DR-42区

のSD-102との連結部分では、上半に径２mm以下の砂

喋が混じる黄褐色砂質シルトの①層、部分的に粘性を

おびる灰黄褐色砂質土の②層、砂喋混じりの灰黄褐色

砂質土の③層が堆積する。①～③層はⅡ‐２－③層に

対応する堆積物である。下半には、きめが細かな灰黄

褐色砂質土の④層、砂喋が混じるが部分的に粘性をお

びる灰黄褐色砂質シルトの⑤層、⑤層より粘性が強い

灰黄褐色砂質シルトの⑥層が、SD-ll4からSD-102へ

向かって流れ込むように堆積する（図33-1)。

前述したように、SD-lO2では常時流水があったと

は考えられない。これに対して、SD-114では溝底に

流水を示す堆積物があり、かつSD-114の溝底が

SD-lO2よりも６～10cmほど高いことから、SD-ll4か

らSD-102への配水を目的として連結部が造られたと

考えた。

SD-114では、須恵質土器の胴部片（図35-14）や土

師器の細片が出土している。須恵質土器の翌または鉢

の胴部片で、DU-45区のⅡ‐２－③層から出土した破片

と接合する。しかし、いずれも埋土上部のⅡ‐２－③

層に対応する土層からの出土遺物で、SD-114が機能

していた時期を示すものではない。

ＳＤ－１１９

Ａ区北西隅のＤＹ・DZ-45区で出土した。SX-121か

ら東に向かってのびる水路の一部で、調査区内では１

5５
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ｍほどを確認したにすぎない。幅L1～１２ｍを測り、

逆台形の横断面である。溝底は、かなり凹凸がみられ

るが、標高は25.96ｍで、SX-121底面から４cmほど高

くなっている。

埋土は砂喋混じりの黄褐色粗細砂と灰褐色～灰白色

砂質土で、後述するSX-l21上部に堆積した土層と共

通する。遺物は埋土中から須恵質土器の坪（図35-15）

や土師器の小片が出土したのみである。

ＳＤ－１２０

Ａ区北西隅のDY-45区で確認したSX121から北に

向かってのびる水路の一部である。調査区内では１．１

ｍほどを確認できたのみである。幅58～60cmを測り、

逆台形の横断面をもつ。溝底は、かなりの凹凸がある

が、標高は25.98ｍで、SX-121底面から６cmほど高い。

SD-ll9やSX-l21上部に堆積した土層と共通する砂

牒混じりの黄褐色粗細砂と灰褐色～灰白色砂質土を埋

土とする｡埋土中から土師器の細片が出土しているが、

図示できる遺物はない。

ＳＤ－１２２

Ａ区南東部のＤＴ－４２．４３区に位置する。SD-101・

'０２を繋ぐ南北方向の長さ3.4ｍほどの水路である。溝

幅はSD-101から分岐する地点で1.1ｍと広いが、

SD-lO2をつなぐ部分は畦|畔部を切り取ったように幅

35ｃｍしかない。溝底は凹凸があるが、標高2622～

26.26ｍで、SD-101側からSD-lO2へ向かって緩やかに

低くなる。また、SD-122溝底面は、SD-101・’０２とは

４cmほどの緩やかな段差が設けられている。

SD-101からSD-122の縦断面と、SD-102との連結部

の土層断面を観察した。SD-101からSD-l22縦断面を

みると、上部は、Ⅱ‐２－③層に対応する砂牒が多く

混じる灰白色砂質土の①層や、砂篠混じりのにぶい黄

褐色砂質シルトの②層で埋積されている。SD-122底

面には、径５～６ｍのにぶい黄褐色砂質シルトの丸い

小塊が混じる灰白色砂質土の③層が堆積し、それほど

旺盛な流水は考えられない（図31-1)。また、ＳＤｌＯ２

との連結部では、上部に砂繰が多く混じる褐灰色砂質

土の②層と、やや砂牒が細かな褐灰色砂質土の②層が

堆積する。ともにⅡ‐２－③層に対応する堆積土である。

底面には、砂喋が混じるが、粘性をおびた灰黄褐色砂

質シルトの③層がみられる（図33-3)。以上の埋積状

況から、SD-l22は､ＳD-101.102をつなぐ水路であるが、

常時流水があったとは考えられない。

埋土中から、土師器塊（図35-16～１８）などの小片が
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４）土墳

ＳＫ－１２３

Ａ区DT43区のSS-lO5北西隅の水口からSD-122に

かけての地点で出土した土壌である。SD-122を底面

まで掘り下げた時点で検出できた。７８×80cmの隅丸方

形を呈し、SD-122底面からの深さは７cm前後を測る。

SD-l22の堆積土層を確認するため設定していた土

層観察用ベルト上にあり、SD-122との関係を再確認

できた。砂が混じるが、粘性をおびるにぶい黄褐色シ

ルトの⑤層で埋積されている。部分的に灰白色砂質土

が少量混じる（図31-1)。このように、SX-123は流

水が少なく停滞した環境で埋積を推定できる。位置関

係も考え合わせれば、SS-lO5の水口と関連する施設と

考えられる。

埋土中からは土師器の小片が出土しているが、量は

少ない。その中で、土師器碗の高台部破片は、

SD-lO1・SS-lO6間畦畔出土の破片（図38-18）と接合

する。

３）水溜遺構

ＳＸ－１２１

Ａ区北西隅のＤＹ－４４．４５区では、北側と東西側をⅡ

-2-④層の畦畔で区画されたⅡ‐２－③層の広がりを

確認できた。当初、水田面と考えて掘り下げていった

が、東隣のSS-116水田面の高さまで掘り下げても、

依然として砂喋が多い堆積土が続く。そこで、南北方

向に先行トレンチを設定して土層断面の観察を行っ

た。その結果、水田層であるⅡ－２_④層はみられず、

SD-lOlから流れ込んだ砂牒混じりの堆積土や薄い粘

質土層が互層状態で堆積することを確認できた。そこ

で、SX-121として調査を進めることとした（図版10‐

２)。

SX-121は、南側を塑壕で破壊されているが、南北

６ｍ前後、東西4.8～4.9ｍの方形の掘り込みである。

周囲を区画する畦畔から１８～25cmの深さをもつ。底面

は、南辺が標高26.08～26.10ｍ，北東隅が25.80ｍと、

南から北東に向かって緩やかに傾斜する。また、長さ

５～20cmの不整楕円形や細長い不整形の窪みが多くみ

られ、凸凹が著しい。ただし、底面に残る窪みには、

規則性を読み取ることはできなかった。南東隅で

SＤ101.102、北東隅でSD-lO3が流れ込み、北西隅か

ら北に向かってSD-l20、西側へSD-119が連結されて

いる。南西隅でも西へのびる溝を部分的に確認できた

が、SD-lOlの延長部分と考えられる。

ＤY－４４．４５区中央西よりで、SD-101を含めて南北方

向の土層断面を観察した（図31-4)。①層は黄灰色細

砂で埋まる小穴状の掘り込みである。②層は黄褐色粗

砂に浅黄色や褐灰色の砂質土がまだらに混じり、

DY-44区のSD-101南半部を含めて、SX-l21の上部全

体を覆う。土質の特徴から中層水田を覆うⅡ‐２－③

層に対応する堆積土層と判断した。③～⑤層は南から

北に向かって流れ込んだ状態で堆積する。③層は砂牒

混じりの明黄褐色細砂で、部分的に灰白色砂質土の薄

に二二≦毒'』

いレンズ状ブロックがみられる。④層は部分的に褐灰

色砂質土が混じる褐灰色粘質土、⑤層は黄燈色砂質シ

ルトのレンズ状や丸い小塊がみられる褐灰色砂質土

で、ともに細砂・粗細・小喋の薄いレンズ状ブロック

が多くみられる。⑥層はSX-121底面の窪みを薄く覆

う砂混じりの黄燈色砂質シルトである。②は中層水田

が廃絶される契機となった洪水でもたらされた砂篠層

（Ⅱ‐２‐③層）、③～⑥層はSX-121へ流れ込む

SD－１０１．１０２．１０３で運ばれた堆積土層であり、水溜

遺構と考えた。

SX-121から出土した遺物は、水田面や水路と比べ

て少ない。土師器の皿（図36-1)、坪（図36-2）や

塊（３～６)、白磁碗（７）、弥生土器蕊（８）などが

ある。とくに、５．６．８は、SX-121底面に堆積し

た⑥層から出土し、SX-l21が水溜遺構として機能し

ていた時期に流れ込んだ遺物である。

図３６Ａ区Ⅱ-2-④（中層水田）層ＳＸ=121出土遣物実測図（縮尺1/3）

出土している。
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１）耕作土出土の遺物

土師器・黒色土器・白磁・土鍋・石器などが出土し

ている（図37,図40-3）４３は､DR-45区SS-l耕作土層、

44はSD-lO1（DW-43区北西部・DX-43区北東角）か

ら出土した破片と接合する｡。

図37-1～６は土師器皿。１の器壁の芯部には黒灰

色の黒化層が残る。２は厚でのつくり。４の外底面に

は、回転糸切り離し痕が残る。５の外底面には回転へ

ラ切り離し痕が残る。７～11は土師器の坪。１１は、器

体が歪んでいるため、復元底径はやや不確実である。

外底面に回転糸切り離し痕が残る。１２～44は、土師器

塊。１７～44はいずれも輪高台をもつ。１２．１６は、比較

的薄でのつくりで、胎土も精選されている。とくに、

28は砂喋をほとんど含まない精選粘土が用いられてい

る。２４．２９．４１も薄でのつくり。これに対.して、３４．

３７．３８は比較的厚でのつくりである。１８．２２．２８．

３６．４０の器壁の芯部には黒色、灰色、灰黒色の黒化層

が残る。４３の外底面には回転糸切り離し痕が残る。
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４５は土鍋。46.47は内黒、４８～51は両黒の塊である。

52は白磁碗。小片のために器体の傾きは不確実。内底

面見込み近くに沈線が１条巡る。５５は、丸瓦で、端面

がわずかに残る。凹面には平織りの布目圧痕が残る。

53.54は、古墳後期終末期の須恵器で、混入品である。

54は高台径から小型の長頚壷の高台部破片と考えた。

図40-3は、片岩製の磨製石庖丁。両刃。片面の刃部

は両側から交互に研磨してつけられる。刃部に直交す

る整形時の研磨痕が部分的に残る。また、右端部には

整形時の敵打痕が部分的にみられる。重量74.79。
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２）畦畔部出土の遺物

土師器･黒色土器･瓦器･石庖丁が出土している（図

38,図40-2)。この中で、図38-28はDV-44区SS-110

耕作土～床土層から出土した破片と接合する。

図38-1～３．７．８は土師器皿。２は外底面を回

転糸切り離ししたものか？３は砂粒がほとんど混じ

らない精選された粘土を用いる。８の外底面には、回

転糸切り離し痕跡がわずかに残る。４～６は、土師器

更＝

坪。６．７の外底面には回転糸切り離し痕跡がわずか

に残る。９～30は土師器椀。９は厚い円盤高台、他は

輪高台がつく。９の外底面には回転糸切り離し痕が残

る。１９の外底面はナデ仕上げられるが、回転糸切り離

しの痕跡が部分的に残る。２１の外底面には回転糸切り

離し痕が明瞭に残る。２２は､高台の貼り付けのために、

ヘラ状工具で３条の沈線を予め施す。２６．２７は、胎土

に砂粒をほとんど含まず、精選された粘土を用いる。

比較的薄でのつくりである。また、３０も精選粘土が用

いられている。２２．２３の器壁の芯部には淡い黒色の黒

化層が残る。２３の外底面は黒変したままである。２０．

２４．２９は二次的火熱を受けて赤変する。

３１は、土鍋で、「く」字形に屈曲する口縁部と考え

られる。３２～34は黒色土器の内黒の境である。３３は、

厚でのつくりで、器体の歪みが著しい。３５は、瓦器坑

で、胴部外面は上半を乱雑な横ナデ、下半を指頭によ

るオサエ。内面はミガキ仕上げする。

３６は古墳後期の須恵器の胴部片。37.38は弥生十器。

37は、壷の底部片で、内面は薄く器面が剥離する。層
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図３８Ａ区Ⅱ-2-④（中層水田）層畦畔出土遺物実測図（縮尺1/3）
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3）床土層出土の遺物

土師器・黒色土器・瓦器・須恵質土器。石器が出土

している（図39,図44-4)。接合しないが、図39-4
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側端は研磨で面取り。刃こぼれが著しい。残存重量

13.39を測る。

字--'三汽

状焼成破裂の可能性も考えられるが､確定はできない。

DT-43区のⅡ‐２－③層、DW-44区のSS-ll5耕作土層

から出土した破片と接合する。弥生中期～後期前葉。

38は、脚台状の上げ底で、底部周辺は二次的な火熱を

受けて赤変する。３６～38は混入品である。

図40-2は片岩製の磨製石庖丁の破片である。両刃。
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灰色、淡灰色や黒色の黒化層が残る。２８の外底面は黒

変したままである。２７の外面は二次的火熱を受けて赤

変する。

３６は土鍋。３７～39は黒色土器の内黒､40は両黒の塊。

38は二次的な火熱を受け、内面の黒色もかなり薄れて

いる。４１は瓦器塊。４２は須恵質土器。底径から壷と考

えた。外面は､粗い平行条線のタタキ目を施した後に、

底部側面を逆時計回りにへう状工具でケズリとる。内

面は、粘土がよれるほど強い指頭によるナデ調整を時

計回りに施す。

４３は土師器の高坪の脚柱部片。幅が一定しないが８

面に面取りされている。４４は奈良時代の須恵器杯の口

縁部片と考えたが、胎土には大粒の砂喋が混じり、や

やざらついた質感である。45.46は古墳後期の須恵器。

45は短頚壷の蓋か？４７～51は弥生土器。４７は手づく

ねの小型品。脚柱部には指頭痕が多く残る。４８は壷の

胴部片。外面には、推定径５～６cm、深さ２～2.5mm

の楕円形もしくは円形の剥離痕が残る。内面は黒変し

たままであるが、剥離面は外面と同じく赤茶色に焼き

上がる。焼成破裂痕と判断した。４９は､壷の口縁部片。

口縁端部を横ナデによって、わずかに上方に拡張して

端面に２条の沈線状の凹線を巡らす。５０は脚台付き鉢
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図４０Ａ区Ⅱ-2-③層、Ⅱ-2-④（中層水田）層耕作土層・畦畔・床土層出土遺物実測図（縮尺2/3）

３

と同一個体と考えられる破片が、DT-42区SS-105床土

層から出土している。１７はSS-ll6東半部の砂牒層か

ら出土した破片と接合する。

図39-1～４．１５．１６は土師器皿。１は、厚でのつ

くりで、他の皿とは全く異なる。３は、外底側面をへ

う状工具でナデを施すため、沈線状の条線が螺旋状に

巡る。また、部分的に粘土がよれている。４．１６の外

底面には、回転糸切り離し痕が残る。５～11は土師器

塊。５．６は、薄でのつくりで、精選粘土を用いる。

これに対して、９は厚でのつくり。８の器壁の芯部に

は、淡灰色の黒化層が部分的に残る。１０の内面は二次

的火熱を受けて赤変する。12.13は土師器坪の底部片。

14.17～35は土師器椀である。１４は厚い円盤高台、他

は輪高台をもつ。内外面とも二次的な火熱を受け、外

底面は赤変する。１９は薄でのつくりで、胎土も精選さ

れている。２６は、非常に厚でのつくりで、内面は黒変

のまま。２８も厚でのつくりである。２０の外底面には、

強い指頭によるナデ調整を施すためか、底部周辺の器

体の歪みが著しい。２２は外底面を回転糸切り離しした

後にナデ仕上げを施す。３１の外底面には板目圧痕が残

る。１７は、灰白色の焼き上がりであるが、器壁の芯部

に黒色の黒化層が残る。１９．２７．２８は、器壁の芯部に

４

日 20cｍ
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である。４３～51は混入品である。

図44-4は、円柱状の砂岩を利用した蔽打具である。

一側面と先端部に敵打痕が集中して残る。

６Ⅱ‐２－⑤層上面から掘り込まれた遺構と遺物

Ⅱ‐２－⑤層を掘り下げ、下層水田面のⅡ‐２－⑥層

上面で遺構検出を行っている途中に、Ⅱ－２－⑥層の

水田を切るやや淡い淡茶褐色土を埋土とする溝･土壌・

小穴があることに気がついた。調査区東側の士層断面

を再確認したところ、２条の溝がⅡ‐２－⑤層上面か

ら掘り込まれていることを明らかにできた。他の遺構

も埋土の特徴が共通することから、下部のⅡ‐２－⑥

層の下層水田がⅡ‐２－⑤層を堆積させた洪水以後、

Ⅱ‐２－④層の中層水田が造成される以前の時期の遺

構である。

出土した遺構は、SK-201～204の土壌４基、ＳD-208.

209の溝２条、ＳP－２０５．２０７．２１０～214の小穴である。

（１）遺構

１）土墳

ＳＫ－２０１

Ａ区南東部のＤＴ・ＤＵ－４２．４３区で出土した不整円

形の土壌である（図41、図版13-2)。西側は撹乱で上

部を破壊されている。南北径235ｍ、東西径2.45～2.5

ｍを測る。検出面から深さ30cmが残る。下層水田層で

あるⅡ‐２－⑥層を掘り抜き、基本層序Ⅳ層上部まで

達している。底面はかなりの凹凸がある。

上半部は粗砂、径１cm～拳大の花尚岩円牒が多く混

じる淡茶灰色砂質シルトの①層で埋積されている。壁
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図４１Ａ区SK201～204遺構実測図（縮尺1/50）
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際には南側から淡茶褐色シルトの②層が流れ込み、下

半部は淡茶色シルトが斑点状に混じる灰黄褐色砂質シ

ルトの③層で埋まる。

埋土中からは土師器の小片が点々と出土。土師器の

坪の底部破片(図43-1)が埋土③層から出土している。

外底面には板目圧痕が残る。この他、砂岩円篠を利用

した敵打具（図４４１）や磨石（図４４２)、鉄器（図

４５－１．２）がある。図45-1は、一端を環状に曲げた

棒状鉄器で、残存長4.2cm，幅３ｍを測り、断面は方

形である。２と同一個体の可能'性がある。２は、残存

長３cm，幅３ｍを測る棒状鉄器である。断面は方形を

呈する。

ＳＫ－２０２

Ａ区中央のＤＵ・DV-43区に位置する。膨らみをも

つ隅丸方形の土壌で、径1.15ｍ，検出面から深さ18ｃｍ

ほどを測る（図41)。下層水田層であるⅡ‐２－⑥層を

掘り抜き、基本層序Ⅳ層上部まで達している。底面は

南西側がやや深い。

検出時から円喋が多く混じることを確認でき、北側

から流れ込むように、砂質がやや弱い淡茶褐色砂質シ

ルトの①層、径２～３cmの円篠が多く混じる淡茶褐色

砂質シルトの②層、灰褐色粗砂質土が多く混じる淡茶

褐色シルトの③層が堆積する。

出土遺物は土師器小片が少量あるが、東半部の埋土

中から土師器の皿（図43-2）が出土している。

ＳＫ－２０３

Ａ区北東部のDU-45区東半に位置する。浅い不整な

長円形の小型土墳である（図41)。南北径103cm、東西

径75cm、検出面からの深さ７cmほどを測る。底面はほ

ぼ平坦である。

上部には淡茶褐色砂質シルトの①層がレンズ状に堆

積し、底面には周囲から砂篠が多く混じる淡茶褐色砂

質シルトの②。③層が流れ込む。

埋土中からは土師器の小片がごく少量出土したが、

埋没時期を判断できるような資料はない。

ＳＫ－２０４

Ａ区中央のDV-43区に位置する浅い長円形の小型土

壌である（図41)。南北径90cm、東西径78cm、検出面

からの深さ６cmほどを測る。底面はほぼ平坦である。

上部には淡茶褐色砂質シルトの①層がレンズ状に堆

積する。周囲から流れ込んだように、砂喋を多く混じ

る淡茶褐色砂質シルトの②．③層が壁際を埋める。

埋土中からは土師器の小片がごく少量出土したが、

6２

埋没時期を判断できるような資料はない。

２）溝

Ａ区北半部で南東から北西にほぼ平行してのびる

SD-208.209の２条の溝が出土した。Ⅱ‐２－⑤層の掘

り下げ中には気づかなかったが、Ⅱ‐２－⑥層上面で

平面的に観察すると、Ⅱ‐２－⑤層と比べて、ＳD-208.

209の埋土に径３～５cm大の花問岩円喋や小喋・粗砂

が多く混じることを確認できた。平面検出は比較的容

易であった。

ＳＤ－２０８

Ａ区北半部のＤＲ～DZ43～45区に位置する。

SD-209を切り､SP-212に切られている(図版12)。また、

DV-44区部分の溝底でSP-213を検出した。東西ともに

調査区外にのび、検出した総延長は38ｍである。溝幅

は、東端のDR-43区では25ｍを測り、ＤS-43.44区で

は次第に狭くなり、DT-44区東半では55clnほどとなる

が、北側が急に張り出して1.3ｍとなる。ＤＴ～DX-44

区では125～２ｍ、DZ-45区では0.9ｍ前後と一定しな

い。Ⅱ‐２－④（中層水田）層の耕作で上部を削られ

ているため、溝幅が一定しないものと考えられる。溝

底はかなりの凸凹があるが、東端のＤＲ・DS-43区で

は標高25.88～25.91ｍ、ＤＴ・DU-43区では25.92～

2595、DV-“区では25.88～25.93ｍ、ＤＷ・DX-44区で

は25.98～26.00ｍを測る。

DS-43区東端、ＤT－４３．４４区、ＤU－４３．４４区の３ケ

所で土層断面の観察を行った。DS-43区東端では、上

半部は砂粒や径１～２mmの小喋が多く混じる黄褐色砂

質シルトの①層で埋積される。下半部には、砂篠が混

じるオリーブ褐色シルトの②層、砂牒がほとんど混じ

らず粘性をおびるオリーブ褐色シルトの③層が堆積す

る（図42-1)。ＤT-43.44区では、溝の中央に径１ｍ

～小指先大の小喋が混じる黄褐色砂質シルトの①層が

レンズ状に堆積し、溝側面の底面近くには、細砂を主

体とする黄褐色砂質土の②層が溜まる（図42-2)。

DU-43.44区では、最上部に、砂粒や径１ｍ～親指先

大の裸が少量混じる灰黄褐色砂質シルトの①層がレン

ズ状に溜まる。下部～溝底には、径１皿前後の小篠が

少量混じるにぶい黄褐色シルトの②層、きめが細かい

黄褐色砂質シルトの③層、細砂混じりのにぶい黄褐色

シルトの④層が堆積する（図42-3)。ＤＶ・ＤＷ-44.

45区境界部では、上部は、細砂・粗砂・径１～３ｍの

小喋が多く混じる灰黄褐色砂質シルトの①層や、部分

的に粘‘性をおびる灰黄褐色砂質シルトの②層で埋積さ


